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１　輝夜のチェインジ！



「う―――――ん」

　秋も深まり、紫し苑おん高校の前庭の銀杏いちようが黄色く色づき始めたある日の放課後。生物資料室奥にある小部屋・通称“〝秘密基地”〟で、錦にしき織おり貴たかしは一人、唸うなっていた。

　彼の目に映るのは混こん沌とんとした世界。六畳くらいのスペースに、机や椅い子す、本棚やロッカーが詰めこまれた狭い部屋。机の上に、大量のフリップボードや漫画が乱雑に並べられてこんもりとした山ができている。山から転がり落ちたフリップの一部が、床に神経衰弱のトランプのように乱雑に散らばっている。壁にかけられた木刀は、支えていた釘くぎが曲がったせいで傾いて今にも落ちそうだ。せっかく本棚があるのにもかかわらず、棚にランダムに積み重ねられた書籍。しかもその全すべての背表紙が横向きで、タイトルが分からない。ロッカーはどれも扉が中途半端に開いている。

「う―――――ん」

　錦織は再び唸る。見ていると頭が痛くなる。錦織は血液型Ａ型。一般的に言われるＡ型の人間のように、細かいところまで気がまわる。潔けつ癖ぺき症しようというほどではないが、それなりにビシッと片付いていないと落ちつかない。

「酷ひどすぎる……」

　部屋内の混乱の原因が、一人の人物にあることを錦にしき織おりは知っている。部屋に溢あふれている物のほとんどがその人物の私物ということも。

「どうしたのですか？」

　落ちついた女の子の声が、錦織の背後から聞こえる。大きな眼鏡をした可愛かわいい女の子。リボンでくくられた長い髪。制服のブラウスとカーディガンに隠された、グラマラスな体。クラスメイトの米よね倉くら愛あいだ。

「どうしたの？」

「どうして停とまってるの――。渋滞してるよー」

　米倉の後ろから、さらに女の子と“〝女の子のような格好”〟をした生徒の声が飛んでくる。一人はショートカットの小柄な体つき、活力に満ちてキラキラと光る瞳ひとみが印象的な女の子。もう一人は、改造された制服を着ている。体型は米倉に及ばないが、垢あかぬけた可愛い容姿を持つ。一見女の子だが、実は男子という複雑な事情を持つクラスメイト。六りく道どうと弓ゆ削げだ。

「いや、いつものことなのだが……」

　錦織は扉を大きく開いて、基地の中を三人に見せる。女の子たちは顔を中に入れると、一様に目を点にした。

「なに、これ。泥棒でも入ったの？」

　弓削が呆あきれた顔で、秘密基地内を見まわす。

「なっ。なんだかいつにも増して汚いだろ？」

「閣下に何かあったのでしょうか？」

「いや、特別に何かあったわけではないだろう。何か、探し物ならしていたかもしれないが……。閣下の場合、普通にしていればどんどんその周りが混こん沌とんと化していく。実家の部屋だって、かなりアレだったし」

　錦織は部屋へ足を踏み入れながら首を振る。

「だから、ちょっと周囲の人間が油断していると、この有あり様さまさ。ここ最近、生徒会室を使うこともあったから、こっちの管理が疎おろそかになってたんだ。……だがな」

　いつも座っている椅い子すの周りに転がったフリップボードを拾い上げ、バンと大きな音を立てながら机を叩たたく。

「閣下が一人で住んでいる部屋はいいが、オレたち全員の共有スペースであるこの部屋がこんなに乱れていていいのか？　いや、否いなだ。否だ否だ否だ！　この部屋は機能的でない。必要な物を出したくても出てこない。そもそも落ちついて椅子に座ってもられない！」

　両手をガッと広げ、椅子に腰を下ろした女の子たち二人＋一人に向かって振りかえった。

「おお、なんか錦織くんがヒートアップしている！」

　チャチャをいれる六道を、錦織はジロリと見る。

「六道よ、ひとごとじゃないんだぞ」

「えっ？？」

　はて、と首を傾かしげる。

「ったく、これだよ。六りく道どうはこの部屋の掃除担当じゃないか」

「は―――？　六道がですか？　なんで？　どうして？」

　六道は自分を指差した。

「サ・イ・ク・ロ・ン!!」

　錦にしき織おりは一言一言区切って発音した。

「なんで六道にそんな二つ名がつけられたのか、もう忘れたのか？　六道は異能の力を期待されていながら、最終的には部屋の清掃係ということで仲間になったんじゃないか！」

「そ、そういえば！　……綺き麗れいに忘れてました！」

「ろくちゃん、巧うまい！　掃除係だけに、綺麗に忘れてたんだ！」

「へへへ」

　拍手を送る弓ゆ削げと照れる六道に、錦織はコメカミをピクッと動かす。

「とにかくだ。こんな混こん沌とんとした部屋には一分たりともいられない。掃除をする。それも徹底的にだ。オレも手伝うから、サイクロン、指示を出してくれ」

「指示？　そ、それは六道には過ぎた責務ではないですか？」

「そんな大層なことかよ。さっさとやってくれ」

「了解!!」

　六道はビシッと敬礼ポーズで立ちあがる。

「じゃあ、あいふぉんは床、錦織くんは机の上、私が本棚、みっちーはロッカーを整理する感じで分担してください！」

「感じってなんだよ。なんなのその大おお雑ざつ把ぱ！」

「いくら参謀殿とはいえ、こと掃除のことについてはこのお掃除大臣であるサイクロンに任せていただきます！」

　堂々とフラットな胸を叩たたいた。

「さっきまで役目を忘れてたくせに……」

「まあまあ。こういう時は、こういう風に大まかに分かれた方が、担当個か所しよを越えて協力しあえるので、効率的かもしれませんよ」

　米よね倉くらが立ちあがり、袖そでのボタンを外して腕を捲まくり上げた。

「よ、米倉が言うのなら、そうかもしれないな。オッケー、じゃあ、それでいこうかあ」

　露出した米倉の真っ白な腕に目を奪われながら、錦織もゆっくりと立ち上がった。

　早速、六道の決めた担当の場所に分かれて片づけを始める。米倉が床に落ちたフリップボードやＣＤケースを集めていき、錦織がテーブルの上を整理。六道は机の上に上がって本棚の書籍を正しい方向に並べ、弓削がロッカーの中身を分類していく。

「ここって、どんどん物が増えてきてるよな」

　フリップを積み重ねながら錦織は言う。

「そうですね。初めて来た時はもっと殺風景でした」

　床にしゃがんだまま、米よね倉くらが頷うなずく。

「確かになあ。昔はなにもなかったもんな。今ではもう、なにもかもが懐かしい」

　錦にしき織おりは昔を思い返すように目を細める。

「この雰囲気って、なんだか部室だよなあ。それも何十年も歴史のあるような……。って、あれっ？　なんだこれ。こんなフリップ、初めて見たぞ」

　錦織が、机の上に散らばったフリップから一枚を取り出した。輝夜かぐやの太文字で『作戦！　影かげ武む者しや生徒会長計画』と書かれてある。

「なんだこれ？」

　錦織はフリップボードを掲げて、全員に見せる。

「ボツになった作戦ではないですか？」

「裏面に作戦概要が書いてあるぞ。え――、なになに。生徒会長を誘拐し、そっくりな人間を生徒会長に摩すり替かえておき、自分の傀かい儡らいにする……。あいつ、なに考えてんだ？」

　錦織は眉まゆをひそめる。

「いかにも閣下が考えそう。さすが天才！」

　六りく道どうが机の上で叫ぶ。

「ってか、どうやって誘拐すんだよ。そんなそっくりさんなんていないし。やばいなあ。次の作戦、これなのかなあ」

　錦織は不安そうな顔をする。生徒会メンバーとしては気になるところなのだ。

「改めて思うけど、閣下はやっぱ異常な思考回路の持ち主だよな。生徒会長の影武者なんて普通考えない」

　ため息をつきつつ、そのフリップボードも積み重ねる。

「普通じゃないことに挑戦しようとする。それが閣下だよ。そこに惹ひかれる憧あこがれる！」

　六道が急にハイテンションな声を上げて、天井に向かって人差指を立てた。乗っている机がグラグラと揺れた。

「危ないからそういう所でふざけるのは止やめろ。って、六道、おまっ……！」

　上を見上げた錦織は、すぐに下を向いた。

「うん？　どしたの？」

「このポジションは失敗だ。変更しよう。六道がオレのポジションをしろよ」

「なんで？」

「どうしてって……」

　錦織は少し頬ほおを染めて、口をモゴモゴと動かした。

「はあ？」

　六道は大おお袈げ裟さに手を当てた耳を錦織へ近づける。

「だから……。ここからだと、アングルによって、お前のパンツが見えることがある」

「マジで？　ええっと、その、…………いやん！」

　六りく道どうは顔を赤くすると、今更ながらに短い丈の制服のプリーツスカートを押さえた。

「リアクションが遅い！　そして古い！」

　錦にしき織おりがツッコミを入れる。すると、六道はハッと何かに気がついたような顔になった。

「いや、違うんだよ、これはあっ！」

「はあ？　なにが？」

「むしろ、これが狙ねらいだったのです！　パンチラで錦織くんを悩殺する！」

「マジかよ。そんな罠わなだったのか？　だったら、オレはもう二度と、上の方を見ないようにしよう。かたくなに下を見るからな」

　錦織は俯うつむくように机の天板を見始めた。

「ちょ、ちょっと待って！」

　二人の間に弓ゆ削げが口を挟んでくる。

「で、実際、にしぽんはろくちゃんのパンツを見たの、見てないの？　そこ重要！　見えることもある、みたいな言いまわしで誤ご魔ま化かしちゃ駄目だよ」

「そこ、重要なのかよ！」

「重要だよ。もし、本当に見ていたら、ろくちゃんはにしぽんに五万円を要求できます！」

「ラッキー！」

　六道が指を鳴らす。

「パンチラ一回五万ってボリ過ぎだろ！　そんなんだったら、オレは見てない。断じて見てないからなぁぁぁ」



    

  
    
      



    

  
    
      　錦にしき織おりは目を閉じてしまった。

「じゃあ、ろくちゃんのパンツの柄を教えなさいよ！」

「じゃあってなんだよ！　ってか、六りく道どうはなんで早くも金銭を要求するかのように、手をオレに伸ばしてんの？　見てないよ。見てないから、柄なんて分かんねーよ」

「ちっ」

　六道は舌を鳴らす。

「……どうせなあ。六道のことだから、色気のあるパンツなんて穿はいてないだろ。神社の関係者だし、ふんどしに飾りがついたような物だろ？　そんなの見たくもない」

　錦織がボソッという。

「ああっ！　なんかこの人、こっそり酷ひどいこと言ってる！　確かに六道のパンツは色気は少ないけど、ふんどしじゃないよ。機能性の高いヤツ穿いているんだよ！　なんていうかトランクス派？」

「女子なのにトランクスなの!?」

「違った。スポーツパンツ系！　一部の限られた男子から需要があるんです。いや、マジです」

「なるほどな。やっぱ、オレ、かたくなに上、見ないようにするわ」

　錦織は床に残された血けつ痕こんを虫眼鏡で調べる名探偵のように、机の天板に顔を近づけてガン見を始めた。

「え――！　スポーツパンツというだけで、その態度!?」

　机の上の六道は焦あせりの表情を浮かべた。

「こうなったら、意地でもパンチラで悩殺する!!」

　腰に手を当ててキックを始めた。いわゆるフレンチカンカンの格好だ。

「今、六道が本場のフレンチカンカンをしてるよ。パンスト穿いてないから、かなりの露出度です！　閣下の破は廉れん恥ちカンカンも驚きの、見事なハイキックですよ！」

　自分で実況しながらキックを繰り返す。

「ちょっと、かなめ。はしたないですよ」

　今まで黙々と床の掃除をしていた米よね倉くらが、眉まゆ根ねを寄せる。

　と、その時――、隣の生物資料室から、扉が開く音が聞こえた。

「あ、やべえっ。閣下だ」

　錦織は舌を鳴らす。輝夜かぐやにこんなふざけているところを見られたら、また激怒だ。

「六道！　閣下が来たぞ。キックは止やめて、急いでそこから降りた方がいい！」

「へっ？　閣下!?」

　不安定な体勢で慌てて体を捻ひねらせた六道が、机の上でバランスを崩した。フラッとその体が傾く。

「お、おいっ！　なにやってんだよ！」

「かなめっ！」

　錦にしき織おりと米よね倉くらが悲鳴を上げる。バランスを失った六りく道どうの体が、ゆっくりと机の上から倒れようとしていたのだ。錦織と米倉は、反射的に、倒れようとする六道の体を支えようと手を伸ばした。

「錦織くん……ラブ！」

　意味不明な声を上げながら、六道はキャッチしようと腕を広げた錦織に向かって倒れかかってくる。

「お、おおおおおおおおおおおおおいい!!」

　錦織は慣かん性せいのついた六道の体を腕に受ける。

　予想以上に強力な力が錦織の細い腕を襲う。錦織は叫び声を上げながら、六道共々、後方に倒れていく。

「わわわっ」

　錦織の後ろにいた中腰の米倉が、体を張って倒れる錦織の背中を支えようとする。ぼよよ――んと、米倉の上半身の柔らかなクッションで一度は受けたが、さすがに二人分の重さに耐えられず、

「あう」

　可愛かわいい悲鳴を上げて米倉も床に向かって崩れてしまった。米倉が集めていたフリップボードの山の上に、重なり合うように床に転倒する。

　バタン、ムニュウ、ボヨヨ――ン。

　仰あお向むけの米倉の上へ、覆おおい被かぶさるように倒れる錦織。顔は豊満な胸の中に埋うずまり、脚は米倉の脚の間に挟まる。転倒の衝撃で米倉のトレードマークの眼鏡が取れて、素の可愛い顔を晒さらした。

「ああ……、柔らかい」

　米倉の胸の中に顔を埋めたまま、錦織は思わず率直な感想を吐いてしまう。

「い、いや、そうじゃない！　よ、米倉！　大丈夫か!?」

　顔を起こして、下半身が密着した真下の米倉に向かって叫ぶ。

　米倉の大きな瞳ひとみが、ゆっくりと開く。

「だ、大丈夫。ですが、あ、頭に星が見えます……」

　転倒の時に頭を打ったのか、米倉が痛そうな声を出した。

「あと、重いです……」

「わ、分かった。すぐにどくから……」

　と、上体を起こそうとしたが、体が動かなかった。それでようやく、錦織は背中の上に六道が覆い被さっていることに気がつく。背中に押しつけられた柔らかい感触の正体が、彼女の貧弱な胸であることが分かり、錦織は今更ながらドキッとした。

「り、六道！　早く、どいてくれ。このままじゃ米倉が圧死する！」

「ま、待ってよお。六道、落ちる時に机に足をぶつけたみたいで、痺しびれてるんだよお」

　背中の上で、六りく道どうが辛つらそうな声を出す。

「にしぽん、ドキドキ魅惑のサンドイッチ状態じゃん！」

　弓ゆ削げもやってきて、不機嫌そうな顔で上から見下ろした。

「そんなことを言ってる場合か！　早く起こしてくれ。そ、そうしないと閣下が!!」

　錦にしき織おりは焦あせりながら後ろを振りかえり、秘密基地のドアへと目を向ける。

　ほぼ同時に、勢い良くドアが開いた。長い髪を揺らしながら、輝夜かぐや真ま央おが入ってくる。

「どうした。すごい音がしたぞ。敵襲か!!?」

　輝夜が険しい表情で部屋を見まわす。

　ピタッ――。

　サンドイッチ状態の錦織たちの姿を発見し、顔が固まる。錦織と目が合う。

「やあ、閣下」

　錦織が愛あい想そう笑わらいを浮かべると、輝夜の肩がブルブルと震え始めた。

「まずい……」

「まずいですね」

「まずいね」

　サンドイッチ状態のまま、錦織、米よね倉くら、六道は同じ台詞せりふを連発する。

「こここここここここここここ、ここここここここここここここの――」

　錦織たちを指差しながら、輝夜は鶏の鳴き声のような言葉を連発する。目を剥むき、首から耳の先まで真っ赤になっていた。

「やばいな。これは破は廉れん恥ちカンカンがくるぞ……」

　また、不思議な現象が起きるかもしれない。地震、雷、火事、台風。なにが来てもおかしくない。

「弓削もしゃがめ！」

　米倉の体の上で、錦織は叫びながら弓削の手を引いた。

「こ、このぉっ！」

　輝夜が唸うなるように声を上げる。

「くる！―――――」

　頭を手で庇かばい、目を閉じる。同じように、六道と米倉も瞼まぶたを閉じた。

　

「破廉恥カンカンがああああああああああああああ――――――――――――――――――――――――――――――！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　

　輝夜の大音量の声が秘密基地に響き渡った。

（なんだ？　何がくるっ!?）

　錦織はハッと歯を食いしばる。雨か、風か、雷か、それとも巨大地震か？

　次の刹せつ那な、錦織の閉じた瞼の裏側で、閃せん光こうが走った。

（雷か!?）

　錦にしき織おりは胸の中で叫ぶ、連続する雷鳴を覚悟する。しかし――。

　

　シ―――ン。

　

　秘密基地の中はひっそりとしていた。何の音もしない時間が、ただ過ぎていく。

　錦織は頭を抱えたまま、ゆっくりと目を開く。秘密基地には何も起きていない。風も吹いてもいない。火事になっているわけでもない。静けさだけが部屋を支配している。

　錦織は輝夜かぐやを見る。輝夜は落ちついた顔をしていた。あれだけ怒っていたのに、今は冷静さを取り戻しているように見える。赤かった肌が、透明のように白くなっている。ボーッと空くうを見つめるような表情。いつもの近寄り難い雰囲気はなく、可か憐れんな美少女のようだった。

「？？？」

　錦織は妙な予感がした。自然災害は何も起きてないにもかかわらず、代わりにもっと大変なことが起きているんじゃないかという、漫然としたそんな不安。六りく道どうや米よね倉くらも顔をしかめていた。

　ゆっくり六道が錦織から下り、錦織、米倉も立ち上がる。弓ゆ削げも加わって、輝夜へ一歩ずつ近づいていく。

　錦織は輝夜の前に立つ。輝夜は相変わらずボーッとした顔をしている。

「あの、閣下？」

　覗のぞきこむように、輝夜の顔を下から見上げる。輝夜はキョトンと錦織を見返した。魂が抜けたような顔だった。

「閣下？」

　もう一度呼び、錦織は続ける。

「あのさ。今のは事故でさ。決して、閣下の秘密基地でふざけていたわけじゃない。ましてや破は廉れん恥ちなことをしていたわけじゃないんだ。基地が汚くて、いやいつも汚いんだが、いつも以上に汚くて、掃除していたんだ。そしたら……」

　錦織が言い訳している間も、輝夜の表情は変わらない。錦織がなにを言っているのか分かってないように、目を瞬まばたきさせていた。米倉が不思議そうな顔を輝夜に近づけた。

「閣下、大丈夫ですか？」

　輝夜の両手を取る。

「ポカーン。……閣下って、誰だれ？　私は輝夜だけど？」

　輝夜は人差指を下唇に当てた。

「へっ？」

　錦織たちも、同じく意味が分からないという顔をする。

「閣下、ここがどこだか分かりますか？　私たちの名前は？」

　米よね倉くらは真剣な顔で問う。輝夜かぐやは頭を横に振った。

「実は……分かってなかったりするんだな。……ええっと、こんな時に適切な台詞せりふがあったような……。う――んと、う―――んと……」

　輝夜は目を閉じて、頭の旋毛つむじをグリグリとする。それから、パンッと手を叩たたいた。

「あっ、そうだ！」

　嬉うれしそうな顔を錦にしき織おりたちへと向ける。

「ここはどこ？　あなたたちは誰だれ？」

　大おお真面目まじめな顔でそんなことを言った。錦織たちは呆あつ気けに取られたように、口をパカッと開けた。

「まじか……」

　錦織がボソッと呟つぶやいた。

　

　　　☆

　

　住宅街の中を一台の黒塗りの車が音もなく走っている。この辺りには不ふ釣つり合あいな高級車のリムジン。フロントグリルには重要人物を示す“〝ＶＩＰマーク”〟が入っている。

　そのリムジンの後部座席に、錦織たちが座っていた。六人がけの対面シート。輝夜と米倉が並んで座り、その反対側に錦織、六りく道どう、弓ゆ削げの三人が腰かけている。

　走行音が完全に排除された静かな車内に、重苦しい空気が立ちこめていた。

「ある意味予想通りだったけど、それでも、まさかって感じだよね」

　六道がハアと、ため息をつく。正面に座る輝夜の顔を、しげしげと見つめる。一方の輝夜は、穏やかな顔で座っていた。

「でもまあ……、医者に言われると、もう信じるしかないよなあ」

　錦織はゆっくりと首を振った。

「閣下は記憶喪失だ」

　その言葉がリムジンの中に重く響く。

　五人は病院からの帰りである。様子のおかしい輝夜を、学校から隣の市の米倉家が所有する病院へ密ひそかに連れていき、診察してもらったのだ。

　ＣＴスキャン、ＭＲＩ、問診など、四時間に渡る精密な検査により、一つの結論に至った。すなわち、輝夜は記憶不全。いわゆる記憶喪失という症状。特に脳の細胞などに問題があるわけではなく、原因は「精神的なものによる」とのことだ。

「閣下、本当に、あたしたちのこと、覚えてないの？」

「う―――ん、覚えてないかも。ごめーん」

　弓削の問いに、輝夜は申し訳なさそうに手を合わせる。

「ご、ごめん？」

　弓削が変な顔をする。錦織たちも眉まゆ根ねを寄せた。

「人で私が覚えてるのは、一緒に住んでいるお祖ば母あちゃんだけかな。あっ、人以外のことは、結構覚えてるよ。例えば、学校の場所とか、所属しているクラスとか。そういうのは大丈夫。後、トイレの仕方のような生活の基本も大丈夫そう」

　不安そうな顔になる。

「そ、そっか。そ、そういう感じだと、転校してきたばかりのあたしの名前なんて、絶対に覚えてないよね」

　弓ゆ削げは焦あせった様子で言う。

「ってか、閣下――」

　六りく道どうは眉まゆ根ねを寄せて、輝夜かぐやを凝視する。

「病院に行く前から気がついてはいたんだけど、閣下、喋しやべり方、変になったよね？　も、もしかして、記憶不全で性格まで変わっちゃった？」

　車内がシーンとなる。錦にしき織おりが額を手で押さえた。

「六道。全員が思いつつも言わなかったことを……」

「えっ？　もしかして六道、また先走っちゃった？」

　六道は慌ててキョロキョロと首を動かす。

「えっ？　私、性格まで変わっちゃった？」

　輝夜はのんびりした声で言い、自分を指差していた。錦織は米よね倉くらと顔を見合わせた後、重おも々おもしく頷うなずいた。

「ああ、変わった。変わりまくった」

「まじぽん？」

「ああ、まじだ。まじぽんだ。記憶をなくす前の閣下は、そう簡単に謝るタイプの人じゃあなかった。後、喋り方もそんなにゆったりとしてなかった」

「へえ。そうなんだ。ほへー」

　輝夜はピンと来ないような顔をしている。錦織は少しイラッときた。

「そうなんだよ。記憶を失う前は、もっと激しくて、アグレッシブで、どんどんオレたちに命令するようなタイプの人だったの！」

　思わず声を荒げてしまう。すると輝夜は口を尖とがらせる。

「どうしてそんな大きな声を出すの？　ぶ―――う」

「こんなことで、いじけたりもしてなかったぞ！」

「ちょっと、錦織くん！　閣下は悪くないんだから、そんな言い方しなくてもいいじゃん！」

「そうですよ。今のは錦織くんがよくなかったと思います」

　六道と米倉が一斉に錦織を責める。

「いや、だって、閣下があまりに前と違うから……。いや、でも、ゴメン。なんかオレも驚き過ぎて、混乱しているみたいだ」

　輝夜に向かって頭を下げる。

「アハハー、別にいいよ。お互い今は混乱しているもんね」

　輝夜かぐやは手をパタパタとさせて笑う。

「か、閣下が錦にしき織おりくんを気遣う寛大さを見せている！」

　六りく道どうが驚きの声を上げる。錦織も思わず輝夜を凝視してしまう。

（本当に、輝夜、変わってしまったのか？？）

　未いまだ信じられない思いと共に、なぜか焦あせりのような感情が錦織の胸に広がる。

「でも、みんなの話を聞いて、記憶を失う前の自分にちょっと興味が出てきたかな。でも、本当に記憶、戻るのかなあ」

　輝夜は危機感のない声を出す。

「お医者さんは、すぐに戻ることもあれば、時間がかかることもある、と言ってました」

「どうでしょう。う―――――ん。私の勘的には、そう簡単には治らない気がする」

　輝夜は顎あごに手を当てた。

「だからとりあえず、しばらくはこのまま生活するつもり」

　両手で拳こぶしをつくって、やる気を見せた。その健けな気げな姿には、かつて独善的な態度で錦織たちに命令を出していた面影はまったくない。

「生活って、じゃあ学校には来るつもりか？」

「そのつもりだよ。勉強はしたいし」

「す、すごい。授業をいつもサボっていた閣下の発言とはとても思えない」

　錦織は怖がるように、ブルッと体を震わせた。

「でも、クラスメイトたちはなんていうだろうね？」

「ある意味、楽しみかなあ」

　弓ゆ削げと六道が顔を見合わせる。

　その時、前席の運転手から、そろそろ輝夜の家に自動車が到着する旨むねが伝えられた。

「そろそろ、閣下の家のようですが……」

　米よね倉くらは横の輝夜に心配そうな顔を向けた。

「一つ、不安なことがあるのですが……。閣下は記憶喪失のこと、お祖ば母あさまになんと説明しますか？」

「確かに。家族はさすがに心配するよな」

　錦織は腕を組む。

「大丈夫、大丈夫」

　輝夜はパタパタと手を振った。

「お祖母ちゃんのことはよく覚えてるし、多分、日常生活に支障もないから、気がつかれないでしょ。それに、お祖母ちゃんはちょっとやそっとでは動じない人だもの。特に心配はしないんじゃないかな」

　輝夜は自信に満ちた笑みを浮かべた。

「その根拠のない確信っぷりは、記憶を無くす前の閣下に似てる、かもな」

　錦にしき織おりは苦笑いを浮かべる。

　やがて、自動車は一軒の家の前で停とまる。錦織も何度か来たことのある輝夜かぐやの家だ。

「ここなんだけど、閣下、本当に覚えているか？」

　錦織は心配そうに輝夜の表情をうかがう。

「バッチリ。もう十年以上住んでるし。記憶が脳の海馬にしみついちゃってるみたい」

　心配そうな顔をする錦織たちに、輝夜は「では、送ってくれてありがとね。また明日、学校で」と言って手を挙げて、運転手に開けられたドアから降りていく。家のポーチに小走りで向かっていった。

「閣下、大丈夫かなあ」

「さあ、どうだろう」

　再び動き出した車内から、錦織と六りく道どうは心配そうに輝夜の背中を見続けた。

「記憶不全の原因ですが」

　重い表情の米よね倉くらが、ゆっくりと口を開く。

「やはり、あの時の破は廉れん恥ちカンカンが原因でしょうか？」

「たぶん……。ってか、ほぼ間違いない。記憶不全になる前に、ピカッて何か光ってたし。輝夜が興奮した時、変なことが起きる。今回もそれだったんだろう」

　錦織はため息をついて、首の後ろで手を組んだ。

「でも、こんな風に記憶がふっとんだのは初めてだよな。いつも、地震雷火事台風……。自然災害のことが多いのに」

「神聖なる秘密基地で、錦織くんが美少女サンドイッチ状態！　今日のが格別刺激が強かったのかもしれないよ」

　六道が顎あごに手を当てる。

「少女サンドイッチ状態は認めるけど、美少女サンドイッチならオープンサンドだったな」

「くっ！　ウイットに富んだ上、皮肉も忘れない返事を戻してくるとは!!」

　グルルルルと喉のどを鳴らす。

「そんなことよりも。私たちはこれからどうすればよいのでしょうか？」

　米倉は心配そうに唇を噛かむ。

「閣下が記憶を失ったのが私たちのせいだとしたら、記憶を取り戻すのは私たちの責任、ですよね。きっと」

「うん」

「確かにな」

「六道もそう思う」

　三人共頷うなずく。

「もちろん、病院の先生には頑張って輝夜さんの治療にあたってもらいますが、完かん璧ぺきな治し方はたぶん、世界を探してもないと思います。医者よりも、むしろ輝夜さんのことをよく知る私たちの方が、どうにかできるかもしれません」

　米よね倉くらは目をギラリと光らせた。

「そうだね。意外とそうかもしれない」

　六りく道どうがウンウンと頷うなずく。

「では、その具体的な方法なんですが……」

「米倉。それはとりあえず、後日にしない？」

　錦にしき織おりがチラリと米倉の表情をうかがった。

「今日は遅いしさ。明日の放課後にでも、秘密基地でゆっくり考えようぜ。もしかしたら、夜が明けたら、急に閣下の記憶が戻っているかもしれないじゃん」

　錦織が言うと、米倉は驚いたように目を見開いた。何か言おうとしたが、そのまま口を閉じる。

「確かに、そうですね……。もう家についてしまいますし。明日の方がいいかもしれませんね」

　静かに頷きながら、何か言いたげに流し目を錦織へ送る。錦織は下を向いて避けた。

（だって、本当に記憶が戻った方が、全員が幸せとは限らないじゃないか――）

　足元を見つめながら、錦織はそんなことを考えていたのだ。

　

　

　一年Ａ組の朝はいつも賑にぎやかである。

　類は友を呼ぶのか、それとも偶然なのか、学年でも明るいメンバーが揃そろったらしい。毎朝、まるで遠足に向かう小学生を乗せたバスのように、クラスは大きな喧けん騒そうに包まれる。ある人物が登校するまでの間は。

　その日も、錦織が教室に入った時、教室は賑やかだった。一年Ａ組の全すべての生徒が、隣人と会話を楽しんでいた。

「おはよう、錦織くん」

　錦織が教室に入ると、生徒たちが次々と錦織に挨あい拶さつしていく。生徒会メンバーに当選した、一年Ａ組の人気者。錦織はクラスの誇りなのだ。

「おはよう」

　錦織はキランと歯を光らせて微笑ほほえみ、挨拶を返す。仮面に刻まれた、偽りの優等生の笑顔。だが、その日の仮面はいつもより、少し固い表情をしていた。

（輝夜かぐやのヤツ、今日、ホントにくるのかなあ）

　前日の夜から、そのことばかり考えていた。来てほしいような、来てほしく無いような、複雑な心境。来てほしくないのは、人格の変わってしまった輝夜の姿を、クラスメイトたちに見せたくないから。ただ、見せたくない理由までは分からない。

「おはよう、錦織くん」

　隣の席に座る六道が小さく手を挙げる。席の横には米倉が来ていて、「おはようございます」と頭を下げた。二人とも少し緊張の面持ちだ。

　挨あい拶さつに答えて、錦にしき織おりも自席に座る。そして鞄かばんから教科書を出そうとした時、教室の前の扉が開かれる音がした。

（やべえ。魔王が来た）

　そんな声が聞こえ、教室からザワツキが一気に消える。まるで穏やかな湖面に広がる波紋のように、沈黙の空気が部屋中に広がって行く。ものの一分くらいの間に、教室から会話という会話が消えてしまった。全員、静かに自席に戻ると、輝夜かぐやと目をあわせないように下を向く。

　魔ま王おう女おんなこと、輝夜真ま央おの登校を境に教室から会話が消えるのは、一年Ａ組の朝の恒例イベントだ。全員、輝夜に絡まれたくない、という一心から気配を消す。それくらい、輝夜真央は一年Ａ組のメンバーから恐れられている。

　だが、ところが。その日の輝夜はいつもと違う。

　まず目が違う。いつも、社会に対して不満があるかのように目をギラギラさせながら教室に入ってくるのに、今日は穏やかな光をたたえている。尖とがった切れ長の目が、きょとんと垂れ目になっている。いつも、ギュッと閉じた唇が緩んでいる。

　極めつきは、いつもなら不機嫌な顔のまま一直線に自席に向かうのに、その日は、部屋に入るなり、

「おはようございまーす」

　全員に向かって頭を下げた。なんという素直な声。まるで優等生かなにかのように、静かで良く通る声だ。

　その瞬間、一年Ａ組のメンバー全員が気持ち悪そうな顔をした。変な物でも見るかのような目を輝夜に向けていた。

（お、おはようございます……だと!?）

　ザワめいた。あまりの衝撃のため、多くの生徒の顔が青ざめた。一人の女子生徒は、手で額を押さえて、貧血気味にフラフラと椅い子すから転げ落ちた。

　そんな教室の中を、輝夜は自分の席に悠々と向かっていく。歩き方もいつもの風を切るような堂々とした歩き方ではない。ゆっくりと、小さな歩幅だ。

（なにが起きたんだ？　天てん変ぺん地ち異いの前触れか？）

　錦織の周りで、そんな声が囁ささやかれていた。

（早速、すごいインパクトだな）

　錦織はコメカミから汗を垂らしながら、大きく開いた目で輝夜を凝視した。

　輝夜は自席に座ると、隣の生徒に向かって会釈する。優しく微笑ほほえみを浮かべて。

「おはよう、今日もいい天気だね」

　それを聞いた瞬間、隣の席の女子は椅子から転げ落ちる。

「わ、きみ、大丈夫!?」

　輝夜は女子に駆け寄り助け起こす。そのため、目を開けた女子は、心配そうな顔の輝夜を見てしまい、また白目を剥むいて意識を失い、保健係に保健室へ連れていかれることになった。

「どうなってんだ？」

「また、何か企たくらんでいるんじゃないか？」

「いや、あれは魔王の化け身しんで、ニセモノじゃないのか？」

　席の輝夜かぐやを遠巻きで眺めるクラスメイトたちから、そんな囁ささやきが聞こえる。

（既に、大騒動になろうとしている）

　錦にしき織おりは自席でピクピクとコメカミを動かしていた。混乱を収拾するために記憶不全の説明をしたいが、下へ手たに手を出せば自分と輝夜の関係を疑われる。米よね倉くらと六りく道どう、弓ゆ削げも状況を見守るだけだ。

　一年Ａ組で、さらに混乱が拡大しようとしていた時、担任教師の山やま北きたが入ってきた。朝礼には早い時間だ。

「みんなそのままで聞いてくれ」

　再び静かになる教室。全員の注目が山北に行く。まさかおかしくなった輝夜のことについてか？　と、皆が思っている。

　山北は輝夜の方を見る。輝夜がコクリと頷うなずくと、山北も頷いた。

「既に知っている者もいるかもしれないが、輝夜真ま央おに今、重大な不全が発生している」

「不全？」

　ざわつく一年Ａ組の生徒たち。

「結論から言うと、輝夜真央は記憶不全になった。昨日、学校から帰っている途中になったようだ。原因は不明」

「記憶不全!?」

「まさか」

　再びザワメキが起きる。ザワメキはスタジアムのウエーブのように、一年Ａ組の教室の中を行ったり来たりした。

「医師の診断によると、現在、輝夜には記憶不全、人格不全などの問題が発生している。だが、日常生活には支障がないらしい。だから学校にも通うことになった」

「はあ……」

　一年Ａ組のメンバーたちは呆あつ気けに取られた様子で、山北の説明を聞いている。この唐突過ぎる状況を受け入れられてない感じだ。

「異常な状況だが、こういう時こそ、クラスが一つに団結しなくてはいけない。みんな、クラスの仲間である輝夜を、手助けしてやって欲しい！」

　山北は熱く言う。輝夜が立ち上がり、みんなに向かって頭を下げた。

「先生の説明の通り、色々あるみたいなんですが、今後ともよろしくお願いしま――す」

　一年Ａ組の生徒たちは、気き色しよくの悪そうな顔で一応、頷いていた。

　

　山北が職員室に戻った後、一年Ａ組はまたしても喧けん騒そうで包まれる。当然、話題は輝夜についてだ。

「なあなあ、錦にしき織おり……」

　錦織も西にし村むらに小声で話しかけられた。クラスメイトの中ではよく話す方。野球部に所属の運動少年だ。

「どう思うよ？」

　割と深刻そうな顔で言う。

「どう思うって？　輝夜かぐやさんのことだよね？」

「当然」

　西村はそわそわと、輝夜の背中に目を向ける。

「なんで西村が輝夜さんのこと、気にしてるんだ？　輝夜さんのこと苦手だったんだろ？」

　錦織はチラッと西村の顔を見る。

「錦織は男心の機き微びが分かってない」

「はあ。あんま分かりたくないような気もするけど」

「オレは確かに魔ま王おう女おんなを苦手としていた。だが、それは魔王が魔王だったからだ。あ、オレ変なこと言ってるか？」

「日本語として変だが、意味は分かるよ」

「だけど、もし、魔王が魔王でなくなったら、輝夜はめちゃくちゃオレのタイプなんだよ。長い黒髪はオレの憧あこがれなんだ。だから、オレの心は乱れている！」

　西村は胸を押さえた。錦織は少し動揺した。

「西村。まだ、魔王でなくなったかどうか、判断するのは早いと、思う。記憶不全と言っても、表面的なところだけかもしれないし」

　なんでこんなことを言ってるのかな、と思いながらも錦織は言う。

「確かに……。それはそうだな。もう少し輝夜の様子を見てから、考えた方がいいよな。ありがとう、錦織」

　感謝する西村に錦織は少し、ばつの悪い思いをしていた。

　

　輝夜の変化はすぐに分かる。

　一時間目の授業は英語。宿題だった教科書の英文を和訳する時間の時――。

「ええっと、次の文を……、えっと、あ―――。錦織、訳してみろ」

「はい」

　錦織は教科書を持って、静かに立ちあがる。

（な、なぜに、オレ!?）

　立ち上がりながら、錦織はそう思う。出席番号順で当てていた。まだア行の生徒が終わったくらいで、自分の順には遠かったはず。ただ、難しい部分なので、自分にあてておけば授業がすぐに進むだろう、という英語教師の考えからだろう。

（だからって、急に順序を変えるのは止やめろよ。だから生徒からの信頼がゼロなんだ）

　胸の中で英語教師に毒づきながらも、顔にはその気持ちを臆おく面めんも出さず和訳する。流りゆう暢ちように、完かん璧ぺきに答えた。

「うん。さすがだな」

　英語教師が褒める。おお、クラスメイトたちから尊敬の眼まな差ざしで見られる。

　錦にしき織おりはゆっくりと席に座る。だがいつものように、会心の笑いがこみ上げてこない。理由は分からない。

「では次の文を……」

　英語教師は、出席簿を見ながら次の生徒を探す。

　輝夜かぐやの方を向いた。今までのパターンなら、ここで輝夜を飛ばそうとする。何しろ輝夜はほぼ寝ているか内職をしている。しかも起こそうとしても、中々目が覚めないくらい、本当に寝ている。しかも内職を注意した日には、長々と抗議をするからだ。

　だが今日の輝夜は、ものすごく綺き麗れいな姿勢で英語の教科書を見ている。小学校一年の生徒のように、両手を伸ばして教科書を持っている。

　英えい田だは驚いたように目を瞬まばたきさせた

「輝夜、訳せるか？」

「はい」

　輝夜はスックと立ちあがる。

「もし、自分が鳥だったら、この海を飛び越えて、彼女に会いにいけるのに」

　これまた流暢に答えた。

「おお――――」

　教室内の一部から歓声が上がった。春以来、初めて教師の質問に輝夜がまともに答えた。今まで当てられて立ち上がっても、フリップボードをいきなり掲げ、新世界構築の意義を語り出すくらいだったのに。

「か、閣下が……」

　横の席で、六りく道どうがガクガクブルブルと顔を震わせていた。錦織も驚きの顔で見ていた。教師の課題に答える輝夜は、まるで真面目まじめな生徒のようだった。最も早はや、魔王と恐れられている女の子ではない。

　再び椅い子すに腰かける輝夜を見ていると、錦織は急に息が苦しくなり、「ウッ」と胸を押さえた。

（な、なに？　なんで、ここで発作がでるんだ？　意味分からねえし）

　輝夜の人格の変わりっぷりを見るのが辛つらいのか？　だが、そういう単純な理由である気がしないのだ。

（じゃあ、なんなんだ？）

　苦しい理由は、なんとなく自分自身にあるような気がしてならなかった。

　

　輝夜の変化を示す証拠は、これだけではなかった。

　体育だった午後一の授業。それに輝夜かぐやが参加したのだ。

　輝夜は体育に参加したことがほぼない。ほぼ百パーセント、サボる。だが、この日は体操服に着替え、体育館に行った。

　体育の授業はバスケットボール。チームに分かれてのミニゲーム形式で行われた。

　輝夜と同じチームになった生徒たちは、チームが決まった時は辛つらそうな顔をしていた。だが、試合で輝夜はチームプレイに徹し、パスを盛んに出し、しかもチャンスのときには華麗にゴールも決める。大活躍でチームを勝利に導いた。

「き、綺き麗れいだ……」

　錦にしき織おりと同じチームの西にし村むらが、輝夜のゴールを見つめながらポツリと呟つぶやく。西村以外のクラスメイトたちの多くも、同じような目を輝夜に向けていた。

　記憶を失った輝夜は以前と違う。もう魔王ではないかもしれない。一年Ａ組の生徒たちは、少しずつそう信じ始めていた。

　

　

「なあ、錦織」

　放課後、錦織は朝と同様、西村に話しかけられる。

「なに？」

　鞄かばんに教科書をつめていた錦織は、ややぶっきらぼうに答える。何を言われるか分かっていたのだ。

「また、輝夜のことなんだけどさ」

　西村は空の、輝夜の席の方を気にしながら言う。

（やっぱり……）

　錦織は胸の中でため息をついた。

「やっぱさ。なんか記憶喪失になって、魔ま王おう女おんな、いや、輝夜、可愛かわいくなったよな」

「そうかもね」

　やっぱりそのことか、と思いつつ、錦織は適当に相あい槌づちを打つ。

「元々、ルックスはよかったんだ。オレの好みだったんだよ」

　口元を緩めながら言う。

「それはもう、午前、聞いたよ」

「ところが、その性格が普通になったわけだ。頭もいいし、運動神経もいい。そうなるともう最強じゃないか」

「そういう説もあるかもね」

　肩をすくめてみせる。

「実はオレだけじゃなく、同じようなことを思っている男子は多いに違いない。女子にだって、ああいう綺麗でかっこいい女の子は嫌われないぜ」

「まあね。でも、あれは記憶喪失になっているだけで、彼女の本来の性格が変わったわけじゃない。いつか戻る可能性があるんだよ？」

「そうなんだよ。だからさ。」

　西にし村むらは怪しく笑う。

「だからさ、オレは思うんだ。今のうちに“〝魔ま王おう女おんな改造計画”〟を進めるのはどうかと」

　輝夜かぐやが席にいないことを確認して、大きな声で言った。

「魔王女改造計画!?」

　錦にしき織おりは眉まゆ根ねを寄せる。

「ってなに？　なにをどうするの？」

「分かるだろ」

　不敵に笑ってみせた。

「つまり、今の内に魔王を、心の底からまっとうな女の子にしてしまうってわけだ」

「何度も言うようだが、今は記憶喪失になっているだけだよね？」

「だからだよ」

　ニヤリと笑う。

「記憶を失った今こそ、魔王を正しい道へ導き、記憶が戻った後もごくまっとうな女の子のままでいるようにする。そういう作戦だ」

「そんなこと、できるのか？」

　錦織が眉み間けんに皺しわを寄せていると、西村の発言を耳にした男子たち数人も集まってきた。

「魔王女改造計画、いいじゃん。オレもいいと思うぜ」

「オレも、魔王女が電波系じゃなかったらどんなにいいだろ、とずっと思ってたんだ」

　皆、口を揃そろえてそんなことを言う。

「もし実現すれば、恐らく一年Ａ組、いや、全人類にとって幸せなことに違いない」

　西村は全員の顔を見まわした。

「オレたちの手で、魔王女改造計画を発動しようぜ！」

　掛け声と共に、男子たちがエイエイオーと拳こぶしを振り上げる。錦織はそれを渋い顔で見ていた。

　

　　　☆

　

「ふう」

「はあ」

「う――む」

「はあ」

　その日の放課後、秘密基地に錦織、六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げの四人は集まっていた。誰だれかが召集したわけではない。ごく自然と、全員が集まっていたのだ。だが、みんな顔を突き合わせたまま、顎あごを机の上に置いて、ため息ばかり吐ついていた。

「……閣下、すごい変わりっぷりだったね」

　六りく道どうが三度目くらいの発言をする。

「勉強も真面目まじめにする、運動もできる、しかもルックスもいい。あんなの閣下じゃない！」

　両手の拳こぶしを握りしめて、プルプルと肩を震わせた。

「酷ひどい言い様ようだな。言っとくが、閣下は元からやればできるタイプだったんだ。性格が普通になっただけで、閣下は閣下のままだ」

　錦にしき織おりは顔を机の上に載せたまま、首だけ六道へ向ける。

「でも、あんなに完かん璧ぺきキャラが近くにいたら、六道の影がますます薄くなるじゃん!!」

「もともといつ消えてもおかしくないキャラなんだから、いいじゃないか」

「グサッ！　いつもの錦織くんの毒舌がいつも以上に胸へ刺さる――」

　六道は胸に刃物が刺さったような格好をした。

「まったいらな胸になあ」

「そこっ、余計な補足要いらない!!」

　錦織をビシッと指差した。

「ですが……、私も、あんな閣下は、閣下じゃないような気がしますね」

　米よね倉くらがけだるそうに、上体を起こす。

「だよなあ、ホント」

　錦織は悩ましげに眉まゆをひそめた顔を米倉へ向ける。

「ん？　ちょっと待って！　ほぼ同じ台詞せりふをさっき六道が言った時は、『酷い言い様』とか言ってたのに、なんであいふぉんだったらしんみりと同意!?」

「不思議なもんだよな。同じことを言っていても、発言する人によって共感できたり、できなかったりするんだ」

「なんかかっこよさげに、酷いこと言ってる！」

　六道がブウと頬ほおを膨らませた。

「あたしも閣下の変化はショックだけど、一年Ａ組の男子は、ほぼ全員が今の閣下の方がいいって言ってるんだよねえ。閣下の改造計画に参加希望の男子多数だよ」

　その手の事情に詳しい弓ゆ削げが言う。

「ですが、私たちまでそんな計画に乗る必要はないですね。私たちは閣下の記憶不全を治すことを目差さないと」

　米倉が真剣な顔で頷うなずいた。

「その前にさ。西にし村むらの改造計画を聞いていて、もしやと思ったんだが」

　机にうつぶせのまま、錦織は手を挙げる。

「実はこれが全部、輝夜かぐやの演技ってことはないよな？」

「演技？　記憶喪失がですか？」

　米倉がまさか、という顔になる。

「そう。記憶喪失自体が罠わな。自作自演」

「な、なんのためにですか？」

「閣下の考えは凄すごすぎてよく分からないが、例えば、オレたちに奮起を期待してるとか？なにしろ、閣下だからな。なにがあってもおかしくない」

「どうでしょう。お医者さまに見てもらいましたし、さすがにそんなことはないと思いますが……」

　米よね倉くらがう――んと唸うなってしまう。

「でも、そこ大事なところだよな。もし、ふりだったら、治そうとすること自体、ナンセンスになってしまう」

「それはそうだけど……。どうだろう」

　六りく道どうも首を傾かしげていた。

「もしかしたら閣下のヤツ、ものすごいドッキリをしかけてるんじゃ……」

　輝夜かぐやだったら充分ありえる。もしそうだとしたらなんのために、と錦にしき織おりが考察しようとした時――、

　突然、秘密基地のドアが開かれた。全員の顔がそちらへ向く。

「か、閣下!?」

　同時に四人は声を上げて、上体を起こした。

　ドアから現れたのは輝夜だった。いつもと変わらない様子で、ごく当たり前のように秘密基地へ入ってくる。

「閣下？　もしかしていつもの閣下なのか？」

　錦織は輝夜の顔を凝視する。基地内を歩く輝夜の顔が、自信に満ちているように見えたのだ。輝夜はいつも通り自分の席に行き、錦織たち四人の顔を見まわした。

「閣下、復活ですか？」

　六道も期待に満ちた声を出す。

「やっぱり演技かあ。結局、どういう作戦なんですか？」

　弓ゆ削げが尋ねたところで、

「作戦？」

　輝夜はキョトンと首を傾けた。いつの間にか、普通の女の子の表情に戻っている。

「ええっと、ごめん。なんのことか分かってなかったりするんだけど」

　目をパチクリと瞬まばたきさせていた。

「……なんだ、違うのか」

　錦織たちは顔を見合わせると、ため息をつく。

「でもじゃあどうして閣下がここに？」

　米倉が首を傾げる。

「実は相談したいことがあって……。ここならみんなに会えると思ったんだよね。会えてよかったよ」

　嬉うれしそうに笑う。

「よくここにいるって分かったなあ」

「だって、昨日、記憶を失った時、私、みんなとここにいたじゃん」

「ああ、そっか」

　前日はこの部屋から記憶を失った輝夜かぐやを密ひそかに連れ出し、米よね倉くら家の車で病院へ連れていったのだ。

　輝夜は錦にしき織おりたちを見まわすと、コクリと頷うなずく。

「ここに来たのは、みんなが記憶を失う前の私と最も親しく、たぶん、私の秘密も知っていると思ったから。それを知りたいなっと」

　そう言って、茶目っけたっぷりに片目を瞬まばたかせる。

「ひ、秘密というのは？」

　錦織は、緊張の面持ちで唾つばを飲みこむ。

「たとえばあ、昨日から不思議に思ってたのだけど、どうして、みんなと私は、こんな目立たない、薄暗い、かび臭い部屋にいたのか？　何か、秘密なことをやっていたんだろうなって」

「かび臭い部屋を見つけてきたのは、閣下なのに」

　錦織は口の先を尖とがらせる。

「あとあと、なぜみんなは私のことを閣下と呼んだり、作戦だとかよく分からないことを言うのか。しかも、教室では全然話しかけてこないし。……だから、私は思った。記憶をなくす前の私は、錦織くんたちと、何か秘密なことをやっていたのだと！　ズバリ、そうでしょう!?」

　輝夜はビシッと錦織を指差した。

「す、鋭い、かも」

　錦織は顔を仰のけ反ぞらした。

「ズバリ、教えて欲しい。私が何をやっていたのか……。あと、どうしてみんなは、私を閣下と呼ぶのか？　その辺についても」

　輝夜は錦織に近づいていくと、顔をジッと見つめる。錦織は「うっ」と息を飲んだ。輝夜の錦織を見る瞳ひとみが、本当に心配そうな光を放つから。心配そうで、自信がなさげで頼りない。記憶を失う前の自分の正体を聞くのを、不安に感じているのだろう。以前の輝夜が見せたことのない表情だ。

「閣下、いや、輝夜、あのさ。その前に一つ、確認しときたいんだけど」

　錦織は輝夜を落ちつかせるように両手を挙げる。

「なーに？」

「閣下は、記憶を取り戻したいと思ってるんだよな？」

　ジッと輝夜を見つめる。

「うーん、正直言うと、まだ、よく分からない」

　輝夜は首を横に振る。

「だって、自分は今の自分しか知らないんだもん。前の自分がそんなによかったのか、よく分からないよ。それを判断するためにも、記憶を失う前の自分を知りたいなって」

「なるほど」

　錦にしき織おりは腕を組む。

「分かったよ。じゃあ、ちゃんと説明する。でも、今日は準備ができていない。後日にしてくれないか？　なにしろ記憶を失う前の閣下は、ものすごくスケールの大きい人だったから。こっちも色々と準備しないと説明できそうにない」

　そう言って、錦織は輝夜かぐやの表情をうかがう。輝夜はしばらく何か考えている風だったが、やがて頷うなずいた。

「了解っす。では、その準備が整ったら呼んでください」

　ペコリと頭を下げた。

　錦織は「うっ」と気持ち悪そうな顔をした。輝夜に頭を下げられるのは、やはり慣れないのだ。

「う、うん。できるだけ早くするから」

「はい。よろしくっ！」

　輝夜はニッコリ笑うと、回れ右をした。そのままテクテクと出入り口のドアに向かっていこうとする。

「えっ、もう帰っちゃうの？」

　六りく道どうが焦あせった声を出す。

「だって、今の私は、ここでやることがないもの」

「ホント。四し六ろく時じ中ちゆう、授業中さえもここにいた人の台詞せりふとは思えないなあ」

　錦織はゆっくりと首を横に振る。

「では、また。ごきげんよう」

「出る時、廊下の人に気をつけろよ」

　輝夜は小さく頷いて、秘密基地を出ていった。

「ふう」

　輝夜が出て行くと、錦織は疲れた顔を六道と米よね倉くらへ向けた。

「調子狂うなあ。あの閣下の相手するの」

　バタンと机の上にうつ伏せになった。

「もう錦織くん弱いな。閣下に前世を聞かれた時、なんでビシッて言わなかったの？」

　六道が不満そうに口を結ぶ。

「なんて言うんだよ。あなたは新世界を構築しようとしていて、自分たちはその部下でした、とでも言えばいいのか？　ってか前世じゃねえし」

「言えばいいじゃん。別に問題ないよね？　しかも、その癖、その内に説明する、とか言ってるし。ものすごく歯切れ悪い！」

「オレを責めないでくれ――」

　錦にしき織おりは頭を抱えて、グラグラと揺らした。

「にしぽん、基本的に逆風に弱いから」

　弓ゆ削げがケラケラと笑う。

「でも、私はあれでよかったと思いますよ。まだ、私たちの方針が決まっていない状況ですし」

　米よね倉くらがフォローすると、

「そうだよな。米倉は分かってくれるよな」

　錦織は立ちあがると、米倉の手をとり、うんうんと頷うなずいた。ふざけての行動だったが、米倉は顔を真っ赤にして「あうあう」と口を動かす。

「と、とにかくです」

　錦織が手を離すと、米倉は火ほ照てった頬ほおのまま眼鏡をかけなおした。

「さっきの閣下の態度を見る限り、やはりフリ、ということはないと思います」

「そうだな。あれが全部演技だったら、閣下は新世界の王よりも俳優になった方がいいぜ」

「ならばやはり、私たちは閣下の記憶を取り戻すよう、努力した方がいいのではないでしょうか？　私たちの責任として」

　米倉は全員の顔を見る。

「そうだな……。オレもそう思う」

　錦織は腕を組んだままポツリという。

「六りく道どうも」

「あたしも」

　六道と弓削は手を挙げる。

「では。みんなで閣下を元通りにしましょう」

　米倉の言葉に、四人全員が頷きあった。

「で、問題になるのが……」

　錦織は首の後ろで手を組む。

「どうやって治すかですね」

　米倉も深くため息をつく。

「それなんだけど」

　弓削がコメカミをポリポリと掻かいて、錦織と米倉を見る。

「新参者のあたしはイマイチよく分かってないんだけど。記憶不全は、本当にかぐやんの摩ま訶か不ふ思し議ぎな力が原因なんだよね？」

「たぶん。なにしろなんでもありの力だからな」

　錦織は壁にかけられたデコレーション木刀に目を向けながら言う。

「天てん変ぺん地ち異いが起きることもあれば、なんか暗殺者が生まれることもあるし。木刀が光ったり、もっととんでもないことが起きることもある。弓削も見たように、いきなり火がついて火事になっただろ？　ああいうことが今までに何度もあった」

　木刀を手に取り、弓ゆ削げに向かって構える。

「信じられるか？　修学旅行土産みやげのこれが本当に光って、悪漢をバッタバッタと倒したんだぜ。完全ファンタジーの世界じゃないか」

「それ、見てみたかったなあ」

　弓削は羨うらやましそうな顔をする。

「花火が打ちあがったこともありましたね」

　米よね倉くらが懐かしそうに目を細める。

「あったなあ」

「大体、閣下が大々的な作戦を実行する時は起きてるねえ」

　六りく道どうもうんうんと頷うなずく。

「どういう時、起きるか、規則性があるんだよね？」

　弓削はチラッと錦にしき織おりの顔を見る。

「これもたぶんなんだけど、閣下が興奮した時に変なことが起きるんだよ。破は廉れん恥ちカンカン砲もそうだろう？　秘密基地でふざけていたりしたら、興奮して発射する。後は閣下や誰だれかがピンチになって興奮した時とか。そういう時も起きてる」

「ふむふむ」

　納得したように頷く。

「それに加えるなら」

　米倉がポツリと口を開く。

「閣下が変なことを起こす時は、どちらかと言えば、錦織くんがらみの時のことが多かったですね」

「そうだねえ」

　六道が合いの手を入れる。弓削がムッとした顔になる。

「それはなに？　閣下がにしぽんのことがものすごく気になってるから？」

「ち、違うだろ！　なぜか閣下が興奮する時って傍そばにオレがいるからだって。まあ参謀として、閣下の傍にいつもいないといけないからな」

　錦織は真っ赤な顔で首を振った。

「ふ――ん」

「へえ」

「……」

　弓削、六道、米倉は怪しむような目をしていた。

「まっ、いいや。それは置いておいて、今ので思ったんだけどさ」

　弓削が気を取り直したように、米倉の方を向く。

「もし今回、その閣下の摩ま訶か不ふ思し議ぎな力で記憶を失ったんだったら、その力で記憶が戻ることって、ないのかな？」

「！」



    

  
    
      



    

  
    
      　弓ゆ削げ以外の全員が、ハッと息を飲んだ。

「さすが弓削。作戦立案能力はオレより上だな」

　錦にしき織おりの言葉に、弓削が「それほどでも」と喜んでいた。

「いい方法、というかこれ以外方法がない、とも思います。でも問題は、どうやってその力を起こさせるかですね」

　米よね倉くらは頷うなずき、弓削の顔を見る。

「そりゃあもう、閣下に破は廉れん恥ちカンカン砲をドンドン撃たせればいいんじゃない？」

「どうやって？？」

「そりゃ、閣下の目の前で錦織くんにあたしが絡みまくる！」

　弓削は両手を広げて、錦織へ近づいていく。

「ねえ、ダーリン？」

「安易だな」

　錦織はプイッと顔を横に向けて弓削から視線を背そむけた。

「今のアイディアのどこが安易よ！　実績のあるやり方じゃない」

　弓削は頬ほおを膨らませる。

「閣下が破廉恥カンカン砲を発射するのは、神聖な秘密基地や、真剣な作戦中に、オレたちが淫みだらな行為を行っているからだろう？　新世界構築の大義を忘れた今の閣下じゃ、弓削がいくら絡んだところで、破廉恥カンカン砲は撃たないさ」

「え――、それには異論あり！」

　弓ゆ削げが首を振る。

「大義は関係ないでしょ、大義は！」

「はっ？　なんで怒って否定すんだよ！」

「だって、神聖な秘密基地とか作戦実行中に関係なく、単純に錦にしき織おりくんが女の子といちゃつくのをイヤがってる可能性もあるじゃん」

　弓削は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ないっつーの。あっても部下であるオレがそういうことをやっていることが許せないって、だけだろ。実際、閣下は言ってたからな。恋愛事項禁止って」

　錦織はフンと鼻を鳴らす。

「ただ、どちらにしても、閣下は新世界構築だけではなく、錦織くんのことも忘れていましたから。今のままでは、いくら目の前で弓削さんが錦織くんに絡んでも、閣下が興奮するとは限りませんね」

「確かに。それはそうかあ」

　米よね倉くらの言葉に、弓削が肩を落とす。

「だろ。そうだろう？」

　錦織はホッとしつつも、同時に焦あせりに駆られていた。

（そうか。輝夜かぐやはオレのことを忘れているんだよな）

　分かっていたが、人に言われるとやはり考えてしまう。

「でもだとしたら、破は廉れん恥ちカンカン砲をあたしたちで撃たせて、閣下の記憶を取り戻すのって大変じゃない？　奇跡の起こさせ方が難しいよ」

　弓削が口をすぼめると、米倉が小さく手を挙げた。

「でしたら、こういうのはどうでしょう。私たちの手で閣下の記憶を全すべて取り戻すのは無理ですが、一部、例えば新世界構築とか、私たちとの関係だけは教えて、閣下にその知識を持たせてしまう。しかる後のちに、奇跡が発動しそうなことをする……どうですか？」

　意見を求めるように、錦織たちの顔を見る。

「うん、いいんじゃないか？」

「はいは―――い」

　また弓削が手を振った。

「閣下に新世界構築とかを教えた後あと、奇跡を発動させるのは、さっきのあたしのやり方でいいですかぁ？」

「それについては奇跡を発動させる前に、改めて考えるというのでよいでしょう」

　米倉は眼鏡の奥の瞳ひとみを、冷たく細めた。

「ええ――――」

「オレは、後回しで異議ないぞ」

「六りく道どうもそっちに賛成。みっちーだけがトリガーっていうのはズルイもん」

「ちぇっ」

　弓ゆ削げは不満そうに舌を鳴らす。

「じゃあまず、オレたちの説明で閣下に分かってもらおうぜ。オレたちと新世界構築の重要性をさ」

　錦にしき織おりは腕を首の後ろで組みながら、大きく深呼吸をした。

　

　

「最近、六りく道どうを見ていて、気がついたことないでしょーかっ？」

　突然、六道がそんなことを錦織に言った。

　輝夜かぐやの記憶を取り戻す方針が決まった日の帰りのことだ。錦織は、帰宅方向の違う米よね倉くらと途中で別れた後、六道と二人で帰っていた。六道神社の階段の前に差しかかった時、六道が立ち止まり、急に錦織の顔を覗のぞきこんだのだ。

「ああん？」

　錦織も足を止めると、不審そうな顔で六道を見る。六道は両手を広げて、その場でグルッとまわって見せた。

「どうよ？　なんか変わった気がしない？」

　錦織の方を向くと、期待するように目をキラキラとさせた。錦織は首を傾かしげた。

「いや、どうよって言われても……。見ていて、ってことは、外見だよな。特にないような……」

「え―――、もうちょっとよく考えてみてよ」

「しつこいけど、外見だよな？　内面は、最近、前にも増して学業がダメになっているよな？　大丈夫か？　授業にはついていけてるか？」

「だから、勉強の話じゃないって！　もっと他にない？」

　六道は両手を伸ばして錦織に近づき、その姿をアピールしようとする。

「う―――ん。そうだなあ」

　錦織は遠慮なく、六道の姿を足からながめ、目線を上げていく。胸元のリボンの辺りまで来た時、目の動きが止まった。

「まさかっ!?　いや、……気のせいだな」

　残念そうに首を振る。

「どうせ、六道の胸は相変わらず成長してないよっ！」

　六道は頬ほおを膨らませる。

「じゃあ、どこだよ。なんか変わったか？」

「胸よりもっともっと上の方！」

「上？」

　錦織は六道の顔を真正面から見る。至近距離から思いっきり見られて、六道は少し照れくさそうに顔を赤らめる。

「あっ！」

　錦にしき織おりが小さく声を上げた。

「ついに、分かった？」

「団子鼻が、ちょっと高くなったか？」

「ちが―――う!!　ってか、六りく道どうの鼻は元々、そんな団子じゃありません！」

　六道は錦織の鼻先を軽く叩たたいた。

「もっとあるじゃん！　分かりやすいところ！　分からない!?　それほど、六道は日ひ頃ごろから錦織くんに見られてないんですか？」

　六道は唇を結んで、うるうるとさせた目を錦織へ近づける。

「泣くなよ。分かってるよ。髪だろ？　髪を伸ばしてるんじゃないのか？」

「正解！　偉い！」

　うるませた目はどこにいったのか、六道がビシッと錦織を指差す。

「なんで分かった？　いつから気がついてた？」

「ってか、前から最近、伸ばしているな、とは思ってたけどな。でも、触れてはいけないことかと思って、言わなかったんだよ」

「そんな触れちゃいけない事情なんて、六道にはないって」

　六道はアハハと笑う。

「で、ホントはどういう心境の変化だよ。六道と言えば、ショートカットがトレードマークだろ。それが六道の人格と一致している、と言っても大おお袈げ裟さではない。ショートカットを捨てるということは、今までの自分の人格を否定することと同じだ」

「そ、そこまで重い話!?」

「そうだぜ。髪を伸ばすのは切るのと同じことだ。不ぶ精しようは違うけど」

　錦織は肩をすくめる。

「いや、六道の場合はそういうことはないんだけどねえ」

　六道は唇の下に指を当てて、考えるような仕草をする。

「ねえねえ、錦織くん、今日、この後、時間あったりする？」

「はっ？」

　錦織は怪しむような目つきで六道を見る。

「ちょっ、なんでそんな怪しむような目で六道を見るの？　時間があるかどうか訊きいただけなのに!?」

「いや、だって、髪を伸ばす理由を聞いていたのに、なんで急に、時間があるか？　って話になるのかって。誰だれだって不審に思うって。なんかたくらんでいるのか、と」

「六道、たくらんでなんかいないよ。ぶう」

　六道は唇を結ぶ。

「とにかく、時間あるの、ないの？」

「なんつーか、あるかないかと言うと、今日は特にこれから予定もないのである、と言えなくもないが、もの凄すごく暇かといえばそういうわけでもない」

「だったら、これから六りく道どうにつきあえる？」

「内容による」

　錦にしき織おりは六道の表情をうかがう。

「あのね。実は最近、六道神社の跡を継ぐための特訓をしてるの。それを錦織くんに見て欲しいかな、と。もしかしたら、髪を伸ばしている理由も分かる？　かも？」

「ふ――ん」

　錦織はあまり興味なさそうな声を出す。

「六道って本当は、今年、学校を辞めて、結婚して、六道家を継承する準備に入るはずだったじゃん。ところが、色々あって失敗に終わって……」

「また人ひと事ごとのように言うし」

「それで結局、学校に通いながら神社の勉強して、その内、許婚いいなづけの錦織くんと結婚する、ということになってるわけです」

「まあ、表向きにはな」

　錦織は肩をすくめた。

「それで、今、特訓しているのが、その神社の勉強の一環なの」

「なるほどな。でも、それと特訓風景をオレに見せようとするのと、どういう関係があるんだ？」

　また眉まゆをひそめた。

「いや、その、いちおう……、錦織くんもこの件に関しては六道家の関係者っぽい？　感じに？　なってるから？　ちょっと見て欲しいかな？　と」

「なにいきなり弱気な言い方になってんだよ」

「あと、お母さんが……」

「六道のママさん？」

　錦織は不安そうな顔をする。六道の母親、六道あやめを、少し苦手としているのだ。

「最近、錦織くんが神社に来ないから、なんだか心配してるのよ。将来の六道家の婿だから。本当に大丈夫かって」

「あんまり期待されても困るんだが」

　錦織はため息を吐ついて、神社の鳥居を見る。

「もう。そんなに来たくないの？　ぶぶう」

　六道はふてくされる。本気で残念そうな顔をしているのを見て、錦織はもう一度、ハアとため息をついた。

「でも、まあ」

　前髪をかきあげる。

「演技だったとはいえ、ああいうことをやった以上、確かに、オレに責任が全くないとは言えないよな」

「？　そ、そうだよね？」

　六りく道どうの顔が急に明るくなった。

「じゃあ、来てくれるってこと？」

「ああ、うん。ちょっとだけな。六道がどんな特訓をしているのか、見学するよ」

「や、やった！」

　六道はその場で嬉うれしそうに飛びあがった。

「言っとくけど、見るだけだぜ？　そのまま婚姻の儀式とか止やめてくれよ」

「うん、分かってるって………………よっし、しめしめ」

「なに？　なんなの、その、しめしめ！」

「お気になさらず。さあさあ、六道神社にいらっしゃいませ」

　六道は強引な客引きのように、不安そうな顔の錦にしき織おりの背中を、神社入口の鳥居に向かって押し始めた。

「特訓は本ほん殿でんでやってるんだ。六道は着替えて行くから、先に錦織くんだけ本殿の方へ行っててよ」

　神社内にある六道家の人たちが住む住居の玄関の前で、林の奥に見える大きな建物を指差した。

「ああ、うん。いいけど」

　錦織は眉まゆをひそめる。

「やっぱ、六道。なんかたくらんでいるんじゃないか？」

「そ、そんなことないよ。……ふふふふふ」

「やっぱ怪しい。オレ、帰ろうかな」

「だ、大丈夫だって」

　回れ右しようとする錦織の腕を、六道はガッシリと掴つかむ。

「見たら、きっとご利り益やくあるよ。すぐに行くから、本殿の方へ行っておいてよ」

　六道は血走った目で錦織を見る。

「わ、分かった。逃げたりしないから、その強力過ぎる手で掴んだ腕を離してくれ」

「絶対だよ」

　慎重に手を離すと、疑うような目で錦織を見る。

「六道、お前、やっぱなんかたくらんでいるだろ？」

「そ、そんなことないよ」

　六道は顔を赤らめて、パタパタと手を振る。

「と、とにかく、本殿で待っててね。帰ったりしたら、二十歳で禿はげる呪のろいをかけるよ」

　そう言うと、逃げるように玄関の奥へと消えていった。

「なに、考えてんのかなあ」

　錦織は首を傾かしげながら、本殿へ繋つながる砂利道を歩いていった。

　色づき始めた小さな森の中の道を進んでいく。森を抜けると、白砂利が敷き詰められた広場の中に、大きな平屋の日本建築が現れる。

「ちゃんと、再建されたなあ」

　六りく道どう神社の本ほん殿でん。以前の六道かなめの婚姻儀式の騒動で一度倒壊し、その後、再建していたが、完成間近に今度は輝夜かぐやの暗殺者騒動の時にまた壊れてしまった。あれから、そう時間が経たってないので、大急ぎで再建したらしい。

　本殿は倒壊前と同じように高床になった平屋だ。部屋は畳の敷き詰められた広すぎる一間だけ。部屋の前には開け広げられた障子を挟んで縁側。縁側の中央には白砂利から縁側に上がるための階段が作られていた。

「綺き麗れいになったもんだ」

　二回の倒壊の原因であるにもかかわらず、錦にしき織おりは人ひと事ごとのように感心して、階段へと歩み寄っていく。

　階段の前で、白い頭ず巾きんをつけたお婆ばあさんが、縁側の下に生えた草をむしっていた。顔中の深い皺しわからすると、歳の頃ころは八十はいってそうに見える。

（近くに住む、おばあちゃんかな）

　そんなことを考えながら、老人へ近づいていく。

「こ、こんにちは」

　優等生らしく小さく会釈すると、草の方を向いたままのお婆さんから、「こんにちは」という返事が返ってきた。

　錦織は横目で老人を見ながら、階段に腰を下ろした。座ったまま、黙々と草むしりを続ける老人を見ている。

　しばらくすると、老人は立ちあがった。腰が曲がっているにもかかわらず、意外にスピーディな動きで階段に近づくと、錦織の横を通って縁側に上がる。そのまま、本殿の中へと入っていく。

（実は六道神社の関係者なのかな？）

　錦織は階段を少し上って、本殿の中に入っていく老人の背中を目で追った。

　すぐに、老人は百畳以上ありそうな畳の部屋の、薄暗い奥から火鉢と火のついた蝋ろう燭そくのような物を持ってきて、部屋の中央に置く。蝋燭の炎を火鉢の中に近づける。火鉢の中からモクモクと白い煙が出てきて、本殿中に広がっていった。

　煙は風に乗って、錦織のいる場所まで漂ってくる。むせるようなお香の匂においだ。火鉢の中で香を焚たいているらしい。

　老人は火鉢から煙を出したまま、錦織の所まで戻ってくる。呆ぼう然ぜんと目を大きくしている錦織をチラリと見る。

「あ、あの、大丈夫なんですかね？」

　煙の方を見ながら言うと、老人はただコクリと頷うなずき、錦織をジッと見つめる。その間にも、白い煙のようなお香は本殿の中を広がっていく。すぐに、一メートル先も見えないくらい、白のカーテンで被おおわれたようになっていた。

「ほ、本当に大丈夫!?」

　錦にしき織おりは立ちあがって、もう一度、老人の方を向く。

　その時、砂利を踏みつける音が聞こえた。振りかえると六りく道どうが立っていた。

「！」

　錦織はその姿にドキリとする。六道は千ち早はやに緋ひ袴ばかま姿という格好をしていた。着替えるとは聞いていたが、まさか巫み女こ衣装になるとは思ってもいなかった。

（か、可愛かわいいじゃん）

　思わず見とれてしまう。ごくりと生なま唾つばを飲みこむ。白と朱色の絹の衣装が、小柄な六道の体に凄すごく合っている。涼しげな首元。金きん箔ぱくの貼はられた髪飾りが、六道の髪に意外なほど似合う。

　そして、錦織は六道が髪を伸ばしている理由に気がついた。

「そっか。巫女衣装に合わせるためにやってるんだな」

　ポンと手を打つ。確かに今でも充分似合っているが、髪を伸ばすともっと巫女衣装に似合いそうだ。

　六道は縁側の階段まで走ってくると、錦織ではなく老人の方を向いた。

「おばあちゃん、もう来てたんだ。早かったね」

「ああ、草でもかって、時間をつぶしていたよ」

　老人が目を細める。



    

  
    
      



    

  
    
      「お、おばあちゃん!?」

　錦にしき織おりは裏返った声を上げると、改めて老人を見る。六りく道どうの祖母。そういえば、いるとかいう話は聞いたことがある。

「遅くなってごめんね。錦織くん」

　六道が錦織に手を合わせて、片目を閉じた。

「もしかしたら自己紹介は終わってるかもしれないけど……」

「終わってないよ」

　老人がボソッと言う。

「そうなの？　コミュニケーション不足だね。ええっと、こちらは六道の最愛のおばあちゃん」

「六道なつめ、だよ。孫がお世話になっているようだね」

　なつめは小さく会釈をした。

「に、錦織貴たかしといいます」

　錦織も丁寧に頭を下げる。

「かなめの許婚いいなづけだね？」

　探るような目で錦織を見る。

「え、ええ。まあ」

　錦織は口の端をヒクヒクさせながら頷うなずいた。

「今時珍しく、礼儀正しい好青年じゃないか。しかも、イケメンだ」

　なつめはにんまりと笑った。

「よかったね。おばあちゃん、気に入ってくれたみたいだよ」

　六道は錦織の耳元で囁ささやくと、錦織は複雑な表情をした。

「おばあちゃん。今日は、錦織くんに私の修行を見てもらおうと思って、来てもらったんです。見せてもいいよね？」

「これから六道家に入る男だ。何を見せて悪いことがあるかね」

「だって。よかったね」

　六道は錦織に向かって笑う。錦織は目をパチクリとさせた。

「いや、ちょっと待て。それは、六道家に入ることが前提になってるんじゃないのか!?」

　錦織は六道の耳元で囁く。

「ニヤリ」

「いや、だから、ニヤリって口で言うなよ。どういう陰謀!?」

「六道の秘密を知ったら、もう逃れることはできないよ」

「しまった、罠わなか！」

　錦織はこの場から今すぐ逃げたくなったが、六道のお祖ば母あさんがすぐ傍そばにいるので、それも敵かなわない。

「まあ、まあ、しっかり見ていってね」

　六りく道どうはウインクすると、縁側に上がって煙だらけの本ほん殿でんの中へと入っていく。

「お、おい。その煙の中で、特訓するのか？」

　錦にしき織おりは、不安そうな視線を六道の背中に送る。

「婿殿。嫁が心配かもしれないが、心配いらんえ」

　なつめが顔中に皺しわを作って笑う。

「む、婿殿って……。あの、これはなんの修行ですか？」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せる。

「あの煙は不浄の煙。六道家に伝わる秘力とは、不浄を浄化する力。婿殿も許婚いいなづけというなら、見たことがあるじゃろう？」

「見たこと？」

　錦織が自分を指差したのと同時に、本殿から強い光が放たれた。

「浄じよう化か光こうハンド！」

　六道の声と共に、六道の手から光が放たれた。光は四方八方に飛び、光に触れた白い煙は次々と無色の空気に変わっていく。

「こ、これは！」

　錦織は目を見開いた。

（そう言えば、あったな、六道のあんまし使えない特技が!!）

　夏休み前のことだ。輝夜かぐやの引き起こした豪雨で泥水に襲われた時、六道が泥水を真水に変えて被害を微妙に小さくした。

「ってか――、特訓ってこれなのか!?」

　錦織が愕がく然ぜんとした表情で、六道と綺き麗れいになった本殿の空気を見つめる。

「浄化能力が低いっ！」

　いきなり、なつめから叱しつ咤たが飛んだ。それまでの優しそうな顔が消え、鬼軍曹のような険しい表情が浮かんでいる。かなめを見るその目は、真剣そのものだった。

「ご、ごめんなさい」

　六道が緊張の面持ちで、唾つばを飲んでいた。

「片手でしかできないのだから、一つの力を上げるしかない。だが、今回は時間もかかった上に、浄化しきれていないじゃないか。それでもお前は、六道家の娘かっ！」

「すみません」

　真剣な顔で、唇を噛かんだ。

「六道の名を地に落としたくなかったら、もっと集中しろ。さあ、あと同じ練習を十本連続でするんだよ！」

「はいっ！」

　六道は回れ右をすると、再び充満していた煙に向かっていく。その背中を、錦織は真剣な顔で見つめながら「ツッコミをいれたい!!」と思っていた。

　

「ふう」

　タオルで汗を拭ふきながら、六りく道どうは錦にしき織おりが立つ、階段横の縁側に腰を下ろす。なつめに言われた十回連続浄化を終えて、ようやく休憩を許されたのだ。

「こういう感じなわけ？　毎日？」

　呆あきれたような顔で見る。

「そうだよ」

　六道は汗の浮かんだ真っ赤な顔で、ニコリと笑った。

「そうそう。六道が髪を伸ばしている意味、分かった？」

「ああ、まあな」

「やっぱ、巫み女こはロングヘアだよねえ」

　六道はまだ短い後ろ髪を、手で梳すいてみせた。

「なあ、六道。一つ訊きいていいか？」

「なに？」

「この練習って本当に重要なのか？　立派な巫女になるために？」

　なつめがいないことを確認して、尋ねる。

「大事だよお。不浄な物を光で浄化するのが、六道家の真しん骨こつ頂ちようだもの」

「さようか。真骨頂か」

　どう役立てるのか訊きたかったが、止やめておいた。

「言っておくけど、この六道の秘密を知るのは、関係者以外じゃ錦織くんだけなんだよ。あいふぉんだって知らないんだから」

　六道がフッフッフと笑う。

「……気が重いな」

「もし、これで錦織くんが六道家に入らなかったら、秘密を守るため全国の六道家縁えん者じや及び、信徒十万人が、錦織くんの敵にまわると思ってください！」

「まじかよ。それは避けたいな」

　錦織は肩をすくめてみせる。

「じゃあ、六道家にくる？」

　六道は錦織の表情をうかがうように見る。

「まあな。考えておくかな」

「やったあ。初めてちょっと前向きな感想をもらった!!」

　六道は笑う。その無邪気な微笑ほほえみを、錦織は思わず凝視してしまう。

（笑った顔、可愛かわいいんだよな）

　素でそう思った時――、錦織はハッとあることに気がつき、顔を背そむけてしまった。

「ん？　どうしたの？」

　六道は不思議そうな顔をする。

「り、六道！　その巫女衣装！」

　錦にしき織おりは少し赤らめた顔を横に向けたまま、震える手で六りく道どうを指差した。

「なに？　可愛かわいい？」

「可愛いことは可愛いんだが。それよりも……。絹に麻が入っているせいか？　汗を掻かくと、なんかすけてる……！」

「え？　襦じゆ袢ばん着てるのに？」　

　六道は自分の姿を確認した。

　汗で湿った薄手の生地から、六道の肌色が薄うつすらとすけて見える。しかも、体にベッタリと張りつくせいで胸や腰の辺りのボディラインも露呈していた。

「うわ、マジだ……。ってか……」

　六道は一瞬考えた後、

「いやん、たかしさんのエッチ！」

　両手で胸を隠してみせた。

「だから六道はリアクションが古い上に、遅いって……！」

「でも、六道の巫み女こ衣装、可愛いでしょ？　これを見せたかったの、錦織くんに」

　六道が再び、無む垢くな微笑ほほえみを浮かべる。錦織は横を向いたまま、「まあな」と答えた。



    

  
    
      
２　文化祭と新世界構築と破廉恥



「では、今度の文化祭での一年Ａ組の出し物について、最後の話し合いを始めます」

　米よね倉くらの静かな進行で、その打ち合わせは始まった。

　秘密基地で輝夜かぐやの記憶を取り戻す作戦が決められた翌日の、放課後。一年Ａ組のメンバーは、誰だれも帰宅することも、部活にいくこともなく、着席していた。

　翌月に迫る文化祭。紫し苑おん高校の一年のクラスは、どこも文化祭で何かをしなければいけない、という暗黙のルールがある。Ａ組もそれに向けて何をするか決めなければいけない。

「前回の打ち合わせで演劇をすることが決まったと思います。それで、今回は題目を考えてきたのですが……、『竹たけ取とり物語』はどうでしょうか？」

　米倉は教壇から教室を見まわした。

　教室内が少しざわめく。「いいんじゃない」という声が大半。全員米倉を信頼しているので、あまり議論をしようとしないのだ。

「はい」

　錦織は挙手をする。

「よいと思うのですが、敢あえて『竹たけ取とり』にした理由はなんでしょうか？」

　訊ききたくても訊けない生徒の疑問を納得させるために、敢えて質問する。その意図を察したように、米よね倉くらは優しく頷うなずく。

「『竹取物語』はかぐや姫が主人公の物語ですが、意外と主人公のかぐや姫以外の登場人物も出番が多いので、学校の出し物としてやりやすいのです」

「なるほど」

「あと、『竹取』なら以前、脚本を書いたことがありますので、それを流用すれば時間を短縮できるかな、と」

　米倉がニッコリ笑って舌を出すと、クラスメイトたちの顔に笑みが浮かぶ。錦にしき織おりは満足そうな顔で席につく。これでクラスの全員が、劇に興味を持ったはずだ。

「どうでしょう。『竹取物語』でよいですか？」

　決をとる。反対はなく、全員賛成で決まった。

「それでですが……。演劇は文化祭の出し物の中でも、人によって負荷が大きく違う種類のものです。はっきり言うと、台詞せりふと出番の多い主演クラスの人は、練習量も多いですから大変です」

　再び米倉は真面目まじめな顔になる。教室に緊張が戻る。

「主演はかぐや姫、男三人、天皇、あと竹取の翁おきななどです。細かい配役を決めるのは後にして、一番、負荷の高い、かつ決まるのに時間がかかりそうな、主人公のかぐや役を誰だれにするか、今日決めたいと思います。早速ですが、誰かやりたい人、いますか？」

　教室はシーンとなった。女子生徒の一部は下を向いてしまった。

「誰か、かぐや姫を演じてみたいという人はいませんか？　自薦だけでなく、他た薦せんなどでもいいですよ」

　六りく道どうが手を挙げた。

「はいは――い。一年Ａ組のアイドル、一年Ａ組のマドンナ、一年Ａ組のお母さん、あいふぉんがやったらいいと思いまーす」

　Ａ組男子の中から、拍手が巻き起こる。あいふぉんコールも一部から聞こえる。米倉なら異論はないという意見が大多数だ。

「ごめんなさい。私はできれば脚本や演出などの裏方をやってみたいです」

　米倉は申し訳なさそうに、頭を下げた。

「そっかー。まあ、脚本を用意するなら、あいふぉんはそっちの方がいいかなあ。だったら、みっちーは？　みっちーだって、アイドルだし」

　六道は、今度は弓ゆ削げを指す。

「あたしねえ。やってもいいんだけど、文化祭当日はずっとステージに立ってるんだ」

「そっかあ。そういえばそう言ってたね」

　六道は顎あごに手を当てて考えた後、横の席を見る。

「じゃあ、錦織くんとかどう？」

「えっ!?」

　錦にしき織おりは「オレかよっ！」とツッコミを入れたくなるのを必死に我慢する。代わりに華麗に前髪をかきあげて、余裕の笑みを浮かべた。

「興味深いところなんだけど、残念ながら生徒会メンバーは、文化祭中、ずっと生徒会室に缶詰めなんだ。あと、準備も忙しいから、練習にも参加できないよ」

「そっかー、ちっ」

　クラスから笑いが起きる。

　錦織は微笑ほほえんだまま、「あとで復ふく讐しゆうするからなああ」と胸の中で六りく道どうに呪のろいの言葉を吐いていた。

　六道が席に座ると、教室内はシーンとなった。もともと、様々な点で自信がないと、主役をやろうとは言えない。しかも、候補として米よね倉くら、弓ゆ削げ、錦織といった、綺き麗れいどころの名前が出たため、ますます立候補しづらくなった。

「他た薦せんです！」

　唐突に、西にし村むらが挙手をした。

「輝夜かぐやさんはどうですか？」

　一瞬の沈黙の後のち、一気に教室内がザワついた。

　錦織は目を大きくする。米倉も同じような顔をしていた。まさかクラスメイトたちからそんな提案が出るとは思っていなかった。

（西村のヤツ……。輝夜改造計画、本気みたいだな……）

　そう思った瞬間、胸がギュッと痛くなった。

「名前も似てますし、顔も、長い髪もかぐや姫にそっくりだとオレは思う。これ以上の適任者はいないんじゃないでしょうか？」

　西村は教室を見まわした。

　中には「確かに」、と頷うなずく生徒がいる。輝夜は日本女性の役にぴったりくる。切れ長の目、長い髪、なんとなくそういう雰囲気はある。同意する声が上がる。

　多くの生徒の視線が、輝夜へ向けられた。輝夜は口をパカッと開け、驚きの表情を浮かべたまま、キョロキョロと首を動かしていた。

　杜若かきつばたが立ち上がる。

「私は反対です。確かに、外面的な点で輝夜さんが主役に適任とは思います。ですが、輝夜さんが、真面目まじめに練習に参加するとは思いません。今までの行動から見て」

　これにも確かに、という声がする。というか、今までの輝夜だったら、「なんでそんなことをしないといけないんだ！」と怒ってこの場から出ていくか、そもそも、この集まりに参加していない。

　西村がムッとした顔になる。

「それは記憶を失う前の話。今の輝夜さんは真面目に授業にだって出席してる」

「それはそうかもしれませんが、主人公はその演劇の顔です。他のメンバーがついていかないといけません。その役に輝夜かぐやさんというのは、余りに問題があると思いますが」

　杜若かきつばたの意見に一年Ａ組のメンバーも押し黙る。急に性格が変わったと言っても、すぐに受け入れられるものではない。一方で、当事者の輝夜は黙って、状況を見守っている感じだ。

「そうですね。私も輝夜さんは役にぴったりだと思いますが、杜若さんの意見ももっともだと思います」

　米よね倉くらが静寂を破る。

「それについて、生徒会メンバーの錦にしき織おりくんは、どう思いますか？」

（オ、オレ？）

　錦織は自分を指差す。米倉はジッと見ている。仕方なく、錦織は立ち上がった。

「ボクもどちらの意見も間違っていないと思う。ただ、現状ではかぐや姫役に希望者がいない状況だと、西にし村むらくんの他た薦せんも有効かな、と。他に、かぐや姫役をやりたいという人はいませんか？」

　錦織は部屋を見まわした。誰だれも手を挙げない。杜若も下を見ている。

「だったら輝夜さんに意志を訊きいて、彼女がやりたいというなら、やってもらえばいいんじゃないかと思うんだけど」

　錦織はそう言って座る。教室内の全員が、「確かに」という雰囲気になる。

「そうですね。まず一番大事なのは、輝夜さんの意志ですね。遅くなってごめんなさい。輝夜さんはかぐや姫役をする気がありますか？」

　米倉は顔を輝夜へ向けた。

「私は」

　輝夜は戸惑った顔をしたまま立ち上がる。そして、クラス内を見まわした

「やります!!」

　はっきりと言う。

「今まで自分が学校で何をしてきたか分からないし、もしかしたら、迷惑をかけた人も沢山いるかもしれないけど……。でも、もしかぐや姫役をやらせてくれるのなら、しっかり練習をして、演劇を成功させられるよう頑張るよ」

　小さく首を縦に振る。

　教室の空気が変わる。記憶をなくした輝夜が以前と違うというのは、今の発言でも明らかだ。昔の輝夜なら、今のようなことを言うはずがない。杜若ですら、驚きの表情を浮かべている。

「どうでしょうか。本人がああ言うのなら、かぐや姫役は輝夜さんでいいと思いますけど」

　米倉の言葉に、西村をはじめとする「輝夜改造計画」のメンバーが拍手を始めた。それにつられて、他のクラスメイトたちも手を叩たたき始めた。

　拍手の中、手を叩きながら、錦織は複雑な表情をしていた。

　輝夜がまっとうな生徒になって、クラスの脚光を浴びることが辛つらい。

　その理由がなぜか、今の錦にしき織おりには分からなかった。

　

　　　☆

　

「閣下、粗茶でございます」

「さんくす」

　輝夜かぐやは小さく会釈して、米よね倉くらから差し出された茶の香りを嗅かぐ。

「いい香りぃ」

　嬉うれしそうに綻ほころばせた紅色の唇にティカップを当てる。一口ふくむと、「美お味いしい」と目を細めていた。

　輝夜が記憶を失ってから一週間ほどが経たつ、ある日の放課後。

　錦織、六りく道どう、米倉、弓ゆ削げの四人と輝夜は、秘密基地の椅い子すに腰掛け、机を寄せて作ったテーブルを囲んでいた。

「閣下、立ち振る舞いが可愛かわいくなったよねえ」

　六道がうっとりと輝夜を見ながら、頬ほおを押さえる。

「紅茶を飲んだら可愛いのか？　安易だな」

　錦織が六道の耳元で囁ささやく。

「紅茶だけじゃないよお。あの脚の組み方だって、エロスを感じるじゃん」

「エロスと可愛さはますます違う」

　と言いつつも、錦織の視線は、輝夜の組まれた長い脚に向けられた。

「先日は演劇の主役に抜ばつ擢てきされることになって、戸惑ったのでは？」

　米倉は輝夜の表情をうかがう。

「そーでもないかなあ。演劇の話が出てきた時から、すごく興味わいていたし。やるなら一番大変な役をしたかったし」

　輝夜はニッコリと笑った。

　輝夜の言葉を聞いた途端、錦織は「うっ」と胸が痛んだ。

（最近、出るな。この痛み――）

　顔をしかめながら、必死で痛みを堪こらえる。

「でも、クラスのみんなは、私が演劇をすることが信じられないみたいだったような。どうしてだろ？」

　不思議そうに唇の下に指を当てる。

「それはさあ。記憶をなくす前の閣下は、自分がしたいと思っていること以外には、なんの興味もない人だったから。演劇に興味を持ったりはしないと思うのかと」

　六道がコロコロと笑う。

「なるほどお。じゃあ、今日、ここで私に聞かせてくれるのは、その、記憶を失う前の私がやろうとしていたこと？」

　輝夜かぐやは期待でキラキラさせた目を、錦にしき織おりへ向ける。

「ズバリ、そうだ」

　錦織が椅い子すから降り、ゆっくりと輝夜へ近づいていく。

「これから、記憶をなくす前の閣下がどんな人物だったのか、説明したい」

「はい、お願いしまーす」

　緊張の面持ちでお辞儀をする。その実直な態度に、錦織はまた「うっ」と胸が痛くなりながら、輝夜の横に立つ。

「まず、前に訊きかれたオレたちが閣下のことを閣下と呼ぶ理由なんだけど」

「ほいっ」

　輝夜は緊張するように両手で拳こぶしを作る。

「それは、閣下が自分のことは閣下と呼ぶように、と命令したから」

「私が、命令？」

　輝夜は目をパチクリとさせる。

「私がみんなに、自分を閣下と呼ぶことを強制したってこと？」

　錦織たちは一斉に頷うなずいた。

「それはまた……、かなりの……、ナニ様キャラだねえ」

　輝夜は人ひと事ごとのように言う。

「いや、キャラじゃない。キャラじゃないんだ」

　錦織は大おお袈げ裟さに首をブンブンと振る。

「事実、閣下は王様だったんだよ！」

「王！　わ、私が！　まじぽん!?」

　輝夜が目を見開く。

「ああ、まじだ。まじぽんだ。そして、オレたちは閣下からコードネームで呼ばれていた。オレは、ハラグロ、六りく道どうはサイクロン、米よね倉くらはセクシー、弓ゆ削げはアイマスと」

「ハラグロにサイクロン、セクシーにアイマス！」

　ますます意味不明な顔になる。

「ちょっと待って。あまりに複雑なのでメモしとく。メモメモ」

　輝夜はポケットからメモ帳を取り出し、書き始める。

「うん？」

　錦織はそのメモ帳を凝視する。それから、ワナワナと震える手で指差した。

「そ、そのメモ帳!?」

「あ、これ？　なんだか部屋の机の中にあったから、使っているの。記憶を失う前の私は、マメにつけているみたいで」

「い、いや、それ、閣下のじゃない！」

　ゆっくりと表紙をめくる。金糸で「ＥＩＫＯＵＮＯ　ＫＩＳＥＫＩ」という文字の刺しし繍ゆうが入っている。

「こ、これ……」

　オレのだよ、と言いそうになるが、止やめる。話すとどうやってメモ帳が輝夜かぐやの手に渡ったか説明しないといけなくなる。

「それ、閣下が大切にしていたメモ帳だから、大切に扱った方がいいよお」

　ニタニタと笑う事情を知る六りく道どうを、錦にしき織おりはブスッと睨にらみつけた。

「まあいい。話を戻すぞ。で、どうして閣下がオレたちにそんなコードネームをつけていたかと言うと、さっきも言った通り、閣下は王だったから。自称だけど」

「王ってどこの王様？」

　輝夜がごく当たり前の疑問を口にする。

「新世界の王だ」

「新世界の王!?　キタコレッ！」

　輝夜は衝撃を受けたように、目を大きくし、開いた口を手で押さえた。

「って……」

　大きくした瞳ひとみを瞬まばたきさせた。

「新世界の王って……、なに？　どういうこと？」

　キョトンと首を傾かしげた。錦織たちはガクッとうな垂れる。

「そ、そ、それを、閣下がオレたちに聞くか？　こっちが知りたいくらいなのに」

「そう言われてもねえ」

　輝夜はいじけるように唇を窄すぼませる。

「そもそも、新世界ってなに？　どういう世界？　なにがどう新しいの？」

「だからオレたちに訊きくなと言いたいが……、オレたちだって閣下の薫くん陶とうに染まってたせいで、なんとなく分かってる。閣下は、この世界に新しい秩序を与えたいらしいんだ」

「新しい秩序ときた……」

「そんな不思議な物を見るような目をオレに向けるなよ。ホントに、閣下が言ってたことなんだから。秩序というのはつまり、これなんだ」

　錦織は足元に置いておいたフリップを持ち上げ、輝夜に見せる。『大衆はコブタだ！』と毛筆で書かれた巨大な文字が中央で躍っている。輝夜が最初に見せた、一番大事なフリップボードだ。

「これを見て、何か思うことはないか？」

　錦織はフリップを輝夜の目の前に掲げる。

「この『大衆はコブタだ！』だけど……、ズバリ、これは祖母の字に間違いない！」

「やけに達筆だと思っていたら、おばあちゃんに書かせていたのかよ！　……じゃなくてさ。もっと本質的なところでなにか思い出せない？」

「この豚の絵のタッチは私です。なかなか巧うまい！」

「自画自賛かよ！」

　錦織は額を押さえた。

「ところで、“〝たいしゅうは、こぶただ”〟とはどういう意味？」

　輝夜かぐやはコメカミをグリグリとさせて、眉まゆをひそめた。

「どうして大衆がこぶた？　何かの暗号？　意味不明なんだけど」

「うっ。それをオレに訊きくか？」

　錦にしき織おりは困った顔になる。

「たぶん、大衆は食べるばかりでダメだ、と言いたかったと思います」

　米よね倉くらが助け船を出す。

「でも、だったらコブタじゃなくても色々ない？　ウサギとかハムスターとか。彼らもよく食べるよ」

「そこはイメージの問題だろ！　とにかく、閣下のモットーは、大衆はコブタだ、だったんだよ」

「へえ。私がそんなことを……」

　とても信じられない、という風にクビを横に振った。

「でも、閣下が言いたかったのはそれだけじゃないんだ」

　錦織は二枚目、三枚目のフリップボードをめくって見せる。

「閣下は、世の中の大衆は豚なので、新世界を構築して新たな秩序を作らないと、ダメな方向に向かっていく、と言っていた。だから王が必要だと」

　両手を広げて、一応、熱っぽく語ってみせる。だが、輝夜は相変わらず、ポカンと口を開いていた。

「はあ……。新たな秩序というのは、一体？」

「だからその辺の詳しいところは訊かないでくれって。オレたち下っぱは、その辺の詳細な青写真は知らないんだ。知るのは閣下のみ」

「なるほどです。とにかく、コブタと秩序ですな」

「いや、そんな風にまとめられても」

　メモ帳にその二文字を書き加える輝夜に、錦織は微妙な顔をする。

「整理するとだ。閣下はオレたちを部下にして、世界転覆、新世界の構築を目もく論ろんでいた。オレたちはそのアシスト役だったというわけだ」

　錦織は輝夜を見つめながら、ゆっくりと頷うなずく。

「よーく分かったあ！」

　輝夜は頷き、メモ帳を閉じる。

「とにかく、私は電波な王様キャラだったと。かなりビックリ」

　本当に驚いたように、肩をすくめて見せる。

「まさか閣下自身の口から、電波なんて言葉が出てくるなんて。……間違ってないが」

　錦織は衝撃を受けたような顔になる。

「あと、ついでに言うと、ここは新世界の構築をするための作戦を練る場所で、オレたちは秘密基地と呼んでいた。放課後、閣下の召集があると集まっていた」

「なるほど。だから、こんな目立たない場所にあるんだ」

　輝夜かぐやはコクコクと頷うなずく。

「その壮大過ぎる計画の中で、ハラグロくん、サイクロンさん、セクシーさん、アイマスさんはなにをやっていたの？」

「ああ、それね」

　錦にしき織おりは違うフリップボードを取り出す。そこには錦織たち四人のコードネームと役割がまとめてある。輝夜が最近作ったものだ。

「オレは参謀。作戦を立てる係。米よね倉くらは後方からのバックアップ係ということになっていたが、結局はブレイン。六りく道どうは掃除係。あと弓ゆ削げは……。あれ？　弓削はなんだったっけ？　広報担当だっけ？」

「さあ？」

　弓削も首を傾かしげる。

「まあ、とにかく、こんな感じで、いつもオレたちは閣下と一緒に作戦を実行していたんだよ」

「実際におこなった作戦は？」

「ある。大いにある。例えばな……」

　聖剣を探す計画、メディアジャック計画、生徒会転覆計画などなど。輝夜と知り合って以来、巻きこまれた数々の作戦を説明する。

「なるほど。色々みんなでやっていたと。訊きいていると結構、楽しそう……かも？」

　輝夜は無邪気に笑う。

「楽しそうって……。今、説明したこと、微ひそかにでも覚えてないのか？」

　錦織の問いに、輝夜はただ首を振るのみ。錦織の胸をヒュ――ッと、寂せき寞ばくとした風が吹きぬける。

「ところで、最初の話に戻るけど……」

　輝夜は真面目まじめな顔で錦織を見る。

「世界には秩序が必要だとして、どうして一女子高生の私が率先して、新世界の秩序を取り戻さないといけないの？」

「だから！　それはオレたちが知りたいのっ!!」

　思わずイラッとして、錦織は大きな声を出した。

「むっ、どうしてそこで怒るのよ！」

　輝夜はブウと頬ほおを膨らませる。

「錦織くん、もっと優しく優しく！」

「そうですよ、落ちついて」

　六道と米倉が口々に責め立てた。

「あ――、ごめん。ついヒートアップしてしまった。わりい」

　錦織は慌てて頭を下げて、謝るように手を立てる。

「別に大丈夫だけど。あんまり大きい声、出さないで欲しいなあ」

　輝夜かぐやはイジケた顔でいう。

（うっ、イジケた顔、めっちゃかわいいし……）

　記憶を失った後、再々見せる、輝夜のいじらしい表情。以前から分かっていたことだが、輝夜は性格ブスなだけで、容姿はアイドルクラスだ。それがこういう女の子らしい顔をすると、とんでもなく可愛かわいく見えてしまう。

「とにかく……私が新世界構築という壮大な目標を掲げて、みんなとこの秘密基地で計画を練っていたことは分かった、かな」

　輝夜は気を取りなおしたように頷うなずいた。

「それで私はどうすればいいんだろう？」

　輝夜は真面目まじめな顔を、錦にしき織おりたちへ向ける。

「どうすればって？」

　錦織は米よね倉くらと顔を見合わせる。

「記憶を失う以前の自分の考えとか、みんなとの関係も教えてもらった今、私はどうすれば、と。記憶を失う前と同じように、新世界の構築を目差した方がいいのか？　それとも昔は関係ないのか。よく分からなくて……」

　心から困った風に、錦織たちの顔を見た。

「い、いや、オレたちとしては……」

　錦織もまさかそんな風に訊きかれるとは思ってなかったので、しどろもどろになる。

「にしぽん！　当初の目的を忘れてるよ！」

　弓ゆ削げの声が錦織に飛ぶ。

「お、おう。そうだった。いや、閣下。記憶を失った閣下に、今、何かを期待しているわけじゃないんだ。ただ今は、新世界構築の意義と、この秘密基地が閣下にとって大事な場所だということを知って欲しいと、思っている」

「はあ」

　輝夜は腑ふに落ちない感じで頷いている。

「あ――、もう手ぬるい」

　弓削が急に立ちあがった。

「つまり、かぐやんにとって、この秘密基地は神聖な場所だったんだよ。そして、あたしやにしぽんは、閣下の忠実なしもべだったの」

　手を広げながら、弓削は輝夜へ近づいていく。

「じゃあ、もし、こんな神聖な場所で、しもべ二人がこ―――んなことをしたら、かぐやんとしてはどうよ？」

　急に錦織の方を向くと、いきなりその首に腕を巻きつけた。

「むぎゅっ!!」

　サウンドエフェクトを口で叫びながら、錦織の体を抱きしめた。

「お、おい！　弓ゆ削げ！」

　錦にしき織おりは慌てる。当初、こんなことをする予定は全くなかった。

「あ―――、みっちー、抜け駆けだ！」

　六りく道どうが立ちあがる。米よね倉くらもピクッと眉まゆの端を持ち上げていた。

　だが、弓削はそんな言葉が聞こえてないかのように、錦織の首に絡めた腕を絞めていく。

「ぎゅ―――――――――」

「弓削、や、やめろ！　そんなことをしたら、お前の人工的な……、人工的な胸の膨らみが顔に密着して……」

　ボールのように柔らかな胸パットを頭に押しつけられながら、錦織が叫ぶ。

「密着して……な・に？」

　弓削が色っぽい声を出す。

「変な気持ちになるじゃないか！」

「それこそあたしの狙ねらいよ！」

　弓削は絡めた腕の力をさらに強くする。錦織の頭はますます胸の膨らみに埋没した。

「やめろ――。オレの中の何かがこわれる――――――――――――」

　錦織は全身の力をこめて、絡められた腕の輪から顔を下に脱出させた。椅い子すから転がるように降りて、床にお尻しりをついた。尻しり餅もちをついた状態のまま、ゼーゼーハーハーと荒い息を吐きながら弓削を指差した。



    

  
    
      



    

  
    
      「おまっ、いきなりそういうことをするのは止やめろよ！」

「やった！　にしぽんをドキドキさせることに成功したっ！」

　弓ゆ削げがグッと拳こぶしを握る。

「ちゃんと段取り通りしてくれ。今日は閣下に事実を知ってもらうことが第一だろう？」

　と、言いつつも、錦にしき織おりは輝夜かぐやへ目を向ける。輝夜の反応を知りたかった。

　以前の輝夜なら、弓削があんなことをすれば、破は廉れん恥ちカンカン砲とまではいかなくても、顔を真っ赤にして怒るはずだ。

　ポカーン。

　輝夜は情けなく口を開いたまま、呆あつ気けに取られていた。目を点にして、錦織と弓削を交互に見ていた。少なくとも、怒っているようには見えない。

「あの、閣下？」

　錦織は焦あせりの表情で立ちあがる。

「なんだよ、そのポカーンは。なにか思うところはないの？　忠実な閣下の使徒たちが、閣下の聖地とも言える秘密基地で、今みたいなことをやってたんだぜ？」

「思うところ？」

　顔を傾ける。

「特になにも。二人は仲がいいんだなあ、と思ったけど？」

「仲がいい？　そ、それだけ？　いつもならこの破廉恥カンカンがあ、って叫ぶところじゃないか」

「破廉恥カンカン？　なにそれ？」

　輝夜はまたキョトンとする。

「破廉恥だあ！　と、私たちは閣下が怒ると思っていたのです」

　米よね倉くらが説明する。

「なぜ、怒らないといけないわけ？　仲間同士、仲がよいのはいいことだと思うよ。仲良きことは美しきかな、武者小路むしやのこうじ実さね篤あつ」

「胸に顔を埋うずめさせるのは、仲良しのレベルを少しくらい逸脱してるの！　最も早はや、破廉恥の段階だろ？」

「は、破廉恥？？？」

　輝夜の反応に、米倉が「やっぱり」とため息を吐ついた。

「錦織くん。もしかして、今の閣下はそういう知識も忘れてしまっているのではないでしょうか？」

「そういう知識って、なんのこった？」

　錦織まで首を傾かしげる。

「つまり、なにが破廉恥か、分かってないってことです。もっと言うと、男女関係の妙のようなものの知識がないのかと！」

　言いながら、米倉は顔を赤らめる。

「そうなのかなあ。ねえ、閣下。さっき、あたしとにしぽんが、何をやっていたのか、分かるよね？」

　弓ゆ削げが不審そうな目を輝夜かぐやへ向ける。

「ずばりハグ、でしょ」

「ハグは知ってるんだ」

　意外そうな顔をする弓削。錦にしき織おりは「ってか、さっきのハグだったか？　一方的に首を絞められていたんじゃないか？」と眉み間けんに皺しわを寄せる。

「じゃあ、ハグって、どんな人たちが、どんなシチュエーションでするか知ってる？」

　弓削がさらに訊きく。

「う―――ん。仲良しがするんじゃない？」

「仲良しには違いないんだけど、男女の場合ちょっとちがうんだよ。もうちょっとラブラブな感じ？」

「ラブ？　あ――、それってどういう感じの物だったっけ？」

　輝夜は遠い記憶を思い出すように頭を抱えた。

「ホントだ。閣下、そっち方面の知識がなくなってるかも」

　弓削は米よね倉くらの方向に振りかえる。

「閣下はもともと、その手の情報ソースは少女漫画だけだからな。しかも、新世界構築までは恋愛封印だったから、知識が記憶に定着していなかったんだろう」

　錦織は肩をすくめる。

「え？　私が無くしているその知識って、どういう知識のこと？」

　輝夜が落ちつかなさそうな表情の顔を、キョロキョロとさせる。

「閣下が分かっていないのは、ずばり男と女の関係の妙ね！」

　弓削が輝夜をビシッと指差した。

「男と女の関係の妙!?」

　輝夜はゴクッと生なま唾つばを飲んだ。

「そ、それはどうやったら身につくの？」

「経験だけが物を言う……と言う人もいるけど、記憶を失う前の閣下は漫画でその知識を得たみたい。だから閣下の家にある少女漫画を読むだけでも、なんとなく分かると六りく道どうは思うんだよね」

　突然、六道が通学鞄かばんを持って、立ちあがる。

「でも、そんな純な少女漫画よりももっと効率的に、すぐに理解できる漫画が……これ」

　六道は鞄から分厚い漫画雑誌を取り出し、輝夜の目の前に置く。

『恋愛現代』と書かれた、堅いタイトルにもかかわらず、表紙には少女漫画チックなタッチの男女が描かれた雑誌だ。

「実は、六道、あいふぉんと一緒に、人格の変わった閣下がピュアな女の子になってるんじゃないかと、事前に心配していました」

「そ、そうなの？」

　錦にしき織おりが驚いて米よね倉くらを見る。米倉は「ええ」と頷うなずいていた。

「だから、こんなこともあろうかと、用意していたのがこれ、『恋愛現代』。これには大人の恋愛が沢山詰まっています。そう、男女の様々な妙が描かれているのです！」

「それはすばらしい本、かも」

　輝夜かぐやは目をキラキラと輝かせる。

「へえ。こんなの六りく道どうは読んでるのか？」

　錦織が横から『恋愛現代』を開こうとすると、

「ダメ！」

　六道が錦織の手を握って止める。

「それを男子が見たら不幸になります。そういう呪のろいがかかってます！」

　鬼気迫る顔で叫んだ。

「呪いってなんだよ。ってか、この力、女の子のリストじゃないぞ！　オレの骨がミシミシ言ってる」

「キャッ。六道としたことが。なんてはしたない！」

　六道は錦織の手を離し、恥ずかしがるような仕草をした。

「なに中途半端にキャラを出してんだよ。ってか、普通にこの手、痛いよ？　骨にヒビが入ったんじゃないか？」

　錦織は握られた手を、ブランとさせた。

「閣下、その漫画雑誌と共に、このノートも読んでみてください」

　米倉が一冊のキャンパスノートを『恋愛現代』の横に並べた。

「これは閣下が以前から言われている、新世界構築の考えや作戦を私がまとめた物です。両方を理解することができれば、閣下は少なくとも、私たちの見ていた閣下に近づけると思います」

「ありがとう」

　興味深そうに輝夜はノートをめくる。

「先ほど閣下は、どうすればいいか？　と言ってましたね。それについては、私たちも閣下にどうして欲しいと決まってはないんです。ですから、今日の錦織くんやこのノートで記憶を失う前の閣下の考え、あと、男女の知識を身につけて、どうしたいか閣下自身が決めてみてください。閣下も、だから私たちに尋ねて来たんですよね？」

　米倉はジッと輝夜を見つめる。

「了解。両方勉強して、それからどうしたいか考えてみようかな」

「どちらかと言えば、男女の知識の方に重点を置いた方がいいかもしれません。特に破は廉れん恥ちの意味が分かったらよいかなと。応用が利きますから」

　素直に頷く輝夜に、米倉が片目を閉じてみせた。

　

　

「結局、今日は巧うまくいったのかな？」

　廊下で錦にしき織おりはポツリと言った。秘密基地で輝夜かぐやに新世界構築の啓けい蒙もう活動をした後のことだ。漫画『恋愛現代』と米よね倉くらのノートを携えて先に輝夜が帰ると、残された四人も秘密基地を出て、教室に戻っていた。

「予定通り種はまくことができました。後は、大きく成長するのを待つだけです。閣下が破は廉れん恥ちの意味が分かった時が勝負ですよ」

　米倉は自信がある様子で頷うなずいた。

「閣下が破廉恥の意味すら分からないことを予想して、漫画を用意していたとはね。さすが米倉。……でも、どうしてオレに事前に教えてくれなかったわけ？」

　少し不満そうな顔をする。

「すみません。だって、錦織くんは閣下の不思議な力と恋愛要素は関係ない、みたいなことを言ってましたから」

　米倉はばつの悪そうな顔をする。

「いや、全くないとは思わないよ。知識がなかったら、確かに破廉恥とも思わないもんなあ。抱き合っていても、ポカンだよな」

　頭の後ろで腕を組む。

「米倉が、最後に閣下に言ってた、男女の知識の方が、応用がきくってどういう意味？　よく分からなかったんだけど」

「それはですねえ」

　米倉は気恥ずかしそうな顔をする。

「ますます、錦織くんの考えを否定するようになるんですけど」

「いいよ、別に。教えて」

「いえ、その……。もし、閣下が男女の関かかわりの知識を知ってくれたら、新世界の構築とは関係なく、閣下をドキドキさせて、不思議な現象を起こすことができるかなと」

　錦織は少しの間考えた後、「なるほど」と頷いた。

「やっぱ、米倉は閣下の破廉恥カンカンに、新世界構築はあんまり関係ない、と思っているんだなあ」

「す、すみません」

　米倉は恐縮したように肩をちぢこめる。

　そんなことを話しながら錦織たちが一年Ａ組の前まで戻ると、教室のドアの前に、他のクラスの男子が立っていた。そわそわと、窓から教室の中を窺うかがっている。

「誰だれかに用ですか？」

「わあっ！」

　米倉が背後から話しかけると、男子は声を上げて１センチほど飛びあがった。それから、気恥ずかしそうに顔を赤らめながら振り向いた。あどけなさの残る容よう貌ぼう。美形というには童顔過ぎるが、整った可愛かわいい顔立ちをしている。

（この顔、どっかで見たような）

　錦にしき織おりは首を傾かしげる。

「あの……、輝夜かぐやさんは、いますか？」

　男子は上目遣いで米よね倉くらを見ながら、言いい辛づらそうに口を動かした。

「輝夜？」

　錦織が不審そうな表情を浮かべる。

「もしかして、輝夜さんへのクレーム？　またなにかトラブルあった？」

「いえ、トラブルというわけじゃないんですが……」

　男子は手をパタパタと振る。

「そっか。どっちにしても、輝夜さんはもう教室にはいないと思うよ。授業が終わった後、どこか行ったみたいだから、帰ったんじゃないかなあ」

　錦織は肩をすくめる。秘密基地を出た後、家に帰ったのは事実だ。

「そうですか。だったら、また来ます。ありがとうございました」

　男子は丁寧に会釈をして、Ｃ組の教室の方に去っていく。

「今の誰だれだっけ？　どこかで見たことがあるような気がするんだが」

　男子の背中を見送りながら錦織がポツリと言うと、

「伊い藤とうくんだよ。知ってるよ、中学一緒だったもん」

　六りく道どうが当たり前のように言った。

「伊藤？　なんか大事な人物だったような気が……。あっ！」

　エア手帳をパラパラとやる。それで、ようやく思い出した。

「あれか。閣下に以前、告白してた彼か！」

「ああ、そんなことあったねえ」

　六道もポンと手を打った。

「オレはその場に偶然出くわしたんだ。あの時は特殊技能の無いヤツには興味ない、とい　う悲惨な理由でふられたんだぜ。可哀かわい相そうに」

　錦織は哀れむように首を振る。

「でも、どうして今いま頃ごろ、閣下を訪ねてきたのでしょうか？」

　米倉が不思議そうな顔をする。

「さあ、なぜかなあ」

「もしかして、かぐやんの性格が変わったことを聞きつけて、チャンスだと思ったのでは？」

　弓ゆ削げが目をキランと光らせた。

「なるほどなあ。輝夜の人格が変わった今なら、返事が変わるかなと思ったのかもしれない。でも、閣下は記憶不全になる前の告白のことなんか覚えてないから意味無いぜ」

　そう言いながら、錦織は鼻を鳴らす。

「あららぁ？　今、なんか錦にしき織おりくん、伊い藤とうくんに対して、少し突き放すような言い方だったんじゃね？　何か恨みでもあるのかなあ？」

　六りく道どうがイヤらしい笑みを浮かべた。

「他意はねえよ。ただ、思ったことを口にしただけ」

「本当は他の男子が閣下に告白したのを思い出して、穏やかじゃないんじゃないの？」

　錦織は口の先を尖とがらせて、そっぽを向く。

「ええ？　そうなの、にしぽん」

「そうなんですか？」

　弓ゆ削げと米よね倉くらが少し大きな声を出す。

「違うって。つーか、告白のことなんか完全に忘れていたっつーの！」

「「「へえ」」」

　女の子＋１は一斉に、目を糸のように細める。

「な、なんだよ、みんな、その目は。つかっ、オレ、これから生徒会なんだ。じゃあ、また明日な！」

　錦織は女の子たちの視線から逃げるように、廊下を走り去っていった。



    

  
    
      
３　輝夜の恋愛修行



「ハアハア……、なんでこんな時にいきなり呼び出しだよお」

　錦織は息を切らせながら、放課後の紫し苑おん高校本校舎三階の廊下を早歩きで歩いていた。文化祭準備のため生徒会室でレジュメを作っていると、急に輝夜かぐやからメールが届いた。丁寧なメールで、秘密基地に来て欲しいと書いてあったのだ。

「まさか、あの時の効果が出てきたのかな？」

　輝夜から集合がかかるのは、記憶不全以来、初めてだ。米倉たちと一緒に、秘密基地で輝夜に新世界構築の啓けい蒙もうをおこなってから一週間ほど経たっている。六道が貸した漫画、“〝恋愛現代”〟もそろそろ読み終わっているはずだ。

「ま、まさかな」

　新世界構築などの知識を得て、記憶まで取り戻したのでは？　という楽観的な予測ができなくもない。ただ、メールの文章が、「秘密基地に来て下さい」と丁寧口調で書かれていたので、違うような気もする。教室でも、輝夜の態度に記憶が戻った兆候はなかった。慌ててメールのことを六道に確認すると、他のメンバーにも召集のメールが来ていた。

（でも、このいきなり感は、まさしく閣下のやり方だよな）

　記憶回復ではないにしても、新世界構築の魅力に気がついたのかもしれない。

（とにかく何か変化があったはずだよな）

　微ひそかな期待感に背中を押され、錦にしき織おりの歩を進める早さは次第に増していく。

　その足が急に止まる。

　廊下の前方から、よく知る人物達が向かってきていた。その二人も、錦織の前で立ち止まる。錦織は生なま唾つばを飲みこみ、二人の内の一人を見た。

　リボンでとめた明るい色の長い髪の女の子。芯しんの強そうな、でも、どこか幼い雰囲気の残った顔。だがその顔は、今の錦織と同じように少し緊張している。その横の、もう一人の女の子。こちらは肩にかかる程度の長さの濃い色の髪の持ち主。どこかボーイッシュな面影を持っている。長い髪の女の子に、ボディガードのように寄り添っている。なぜか、少し険しい視線を錦織に送っていた。

「ご、ごきげんよう」

　明るい髪の方の女の子、松まつ島しま美み紀きの声は、若干、躊躇ためらいを含んでいた。

「こ、こんにちは」

　錦織が答えると、濃い色の髪の女の子、後ご藤とう舞まいは無言で会釈する。

「さ、三階に来るのって珍しいわね。もしかして、私に用かしら？」

　美紀は動揺を誤ご魔ま化かすように、前髪をかきあげた。



    

  
    
      



    

  
    
      「い、いえ。実は文化祭の準備で」

「あ、そういうこと。もう一いつヶか月げつ切ってるものね」

　錦にしき織おりはコクリと頷うなずき、舞まいの顔をうかがう。

　舞はジッと錦織の顔を見つめていた。舞は三階にある秘密基地の存在を知っているので、当然、そちらを疑っているはずだ。

「そう言えば小耳に挟んだんだけど……、文化祭に錦織くんたちのクラスは、演劇をやるそうね」

「そ、そうですけど」

「輝夜かぐやさんが主役って聞いたけど、本当？」

「本当です」

「ふ――む」

　美み紀きは険しい顔で腕を組む。

「それで本当に巧うまくいくんでしょうね？」

「じ、実は輝夜は記憶の不全があって、性格が変わったんですよ。それで、演劇にもやる気を見せていて……」

「記憶不全の話は聞いているけど……」

　胡う散さん臭くさそうに目を細めた。

「まさか、それが罠わな、なんてことないでしょうね？」

「た、たぶん。自分も疑ったのですが。たぶん大丈夫です」

　錦織はコクコクと頷く。

「まあ、それならいいわ。一年Ａ組が決めたことだから、引退した生徒会長が口を挟むところじゃないでしょう」

　美紀は組んだ腕を解ほどき、小さく笑う。

「生徒会の文化祭運営の方は大丈夫？」

「順調です」

「なら、いいわ。錦織くん。生徒会の運営の仕方で文化祭の成否は変わるんだから、頑張ってね」

「はい、分かっています」

　美紀は軽く錦織の肩を叩たたき、錦織の横をすり抜けていく。舞が横を通る時、少し怖い顔をしていたのが錦織は気になった。

「ふう」

　錦織は安あん堵どのため息をつく。

（まじいなあ）

　少し前、錦織は美紀に告白された。錦織は文化祭まで考えさせて欲しい、と返事を先延ばししたのだ。その期限が近づいてきている。

　ちなみに舞はそのことを知らないはずだ。でもなんとなく、気がついている気がする。このごろ、舞まいからのプレッシャーが美み紀き以上に強い。

「文化祭もきっちり成功させて、生徒会での立場を強固にしないといけないし……」

　そして、なんとしてでも文化祭の後にある役職分けで、目標の生徒会長になる……。

「うっ」

　急に胸が痛くなる。

（まただな）

　錦にしき織おりは心臓を押さえる。輝夜かぐやが記憶喪失になってから、時々、胸のうずきが起きる。それも妙なタイミングで。

「それよりも、とりあえず、今は基地に行くのが優先だな」

　胸から手を下ろすと、錦織は再び急ぎ足で歩き出した。

　

　錦織が秘密基地に入ると、既に、他の全員は揃そろっていた

「にしぽん、遅いよ――」

　弓ゆ削げが偉そうなことを言って錦織を指差す。

「わりいわりい」

　錦織は頭をかきながら、いつもの席に座る。それから一番前の椅い子すの輝夜や他のメンバーたちに視線を送った。

「それでどうなんだ？　もしかして、記憶が戻ったのか？」

　錦織が隣の六りく道どうの耳元で囁ささやく。六道は首を振る。

「いや、そういうわけではないみたいなんだけど」

「じゃあなんで急に呼び出しなんだろうな」

　六道と一緒に、輝夜の方を向く。輝夜は一番前の席に脚を組んで座り、前に六道たちの貸した漫画を熱心に読んでいた。錦織が咳せき払ばらいをするとようやく気がついたらしく、驚いた様子で漫画から顔を上げた。

「これで全員集合ね」

　秘密基地内を見まわして頷うなずく。

「突然、呼び出してごめんね」

　神妙な表情で頭を下げる。錦織は「やっぱり、治ってはなさそうだな」と一人呟つぶやいた。

「実はお願いがあって、急に呼び出したの。……こんなことを相談できる相手は他にいないしね」

　輝夜は肩を縮こまらせる。

「いや、前の閣下ならこっちの予定とか関係なく呼んでいたから普通だぜ」

　錦織が言うと、六道たち他のメンバーもうんうんと頷いていた。

「それで、お願いというのは？」

　米よね倉くらが緊張の面持ちで輝夜を見る。

「実は、この漫画にものすごくはまってしまって……」

「はっ？　漫画って、恋愛現代だよな？」

　錦にしき織おりは首を傾かしげる。お願いというのは漫画と関係あるのか？

「それで、実は……」

　輝夜かぐやはポッと顔を赤らめた。

「「「「ポッ？」」」」

　錦織たち四人は同時に眉まゆをひそめる。

「私も……」

「私も？」

　錦織はゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。

「恋をしたいと思った！」

　そう言って、輝夜は「キャッ」と赤く染まった頬ほおを押さえる。

　

　シ――――ン。

　

　形容しがたい静寂に、秘密基地内が包まれた。

　ややあって、

「はあっ―――？　ええっ―――!!」

　錦織はムンクの叫びの格好で天井を仰ぐ。

「あ、あの、閣下？　こ、恋というのは……つまり？」

　六りく道どうが恐る恐る尋ねる。

「つまり……この漫画のキャラクターのようになりたい、と！」

「ま、漫画のキャラクターのように!?」

　錦織は上ずった声を上げる。

「こういう感じです！」

　輝夜は漫画雑誌のページを開く。

　大量の薔ば薇らの花弁が描かかれた背景に、半裸の男女が描かれている。二人の間には何かあったらしく、目に涙を浮かべた女の子が男の子をビンタしていた。女の子には台詞せりふがついていて、

『み、見そこなわないでください！　私はそんな軽い女じゃないんです！』

　と書いてある。

「はあ……」

　錦織は目を点にして、漫画を見つめる。

「つ、つまり、そんな感じに男をなぐりたいってことか？」

「惜しい、全然違う！」

「どっちだよ」

「私のお願いは、どうすればこんな風に恋ができるのか、みんなに教えて欲しいってこと」

　輝夜かぐやは人差指をツンツンとやって、上目遣いで錦にしき織おりを見る。そのいじらしい態度に、錦織は「うっ」と唸うなる。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、閣下。オレたちも頭が混乱しているから。ちょっと整理させてくれ」

　錦織は立ちあがって秘密基地の後ろの方に行く。米よね倉くらたちも集まってくる。

「どど、どうなったんだ、閣下は」

　錦織は震える声を出す。

「たぶん……、記憶を失った閣下には、あの漫画の刺激は強すぎたのでしょう。強すぎる刺激の余り、恋愛に大きな興味を」

　米倉は深刻そうに首を振った。

「強過ぎってそんなに刺激的なの!?　あの“〝恋愛現代”〟！」

「いや、普通の女子高生にはまあまあ普通の内容なのですが、今の閣下は小学生、いや幼稚園の園児並みの知識しかないので……」

「うんうん。園児にあれは刺激的かもしれない」

　六りく道どうと弓ゆ削げも頷うなずいていた。

「理由は置いておいて、どうすんだよ？　閣下は恋を手伝って欲しいって言ってんぞ」

　輝夜の方を指差しながら叫ぶ。

「う――んどうしましょう？」

「なんだか、最初の目的とずれている気がすんぞ。閣下に『恋愛現代』を渡したのは、男女の酸すいと甘いを教えて、破は廉れん恥ちカンカン砲を撃たせるためだよな？　いいのか、恋愛したいなんて思わせて」

「それは問題ないでしょ。ただ、閣下が恋愛の知識をつける以上に、自分の恋愛の方に強い興味を持ってしまったのが問題なんじゃない？」

　弓削が肩をすくめる。

「それは分かる。でも、手伝えって言われてオレたちは手伝うべきなのか？　それが閣下の記憶回復に繋つながるのか？」

「それは、私たちに閣下がどれくらいのヘルプを期待しているか、それを聞いてみてから、考えることではないでしょうか？」

「う―――ん」

　錦織は納得がいかない様子でしばらく唸っていたが、やがてコクリと頷いた。

「確かに、そうだな。とりあえず、閣下の話を聞こう」

　四人は頷き合うと、それぞれ元の椅い子すに戻る。

「あ、あの閣下」

　錦織は椅子に座って、真剣な顔で輝夜を見つめる。

「はいな？」

　輝夜はピュアに輝かせた瞳ひとみに錦織の姿を映す。

「恋というもんは、そうそうできるもんじゃない。そんな気軽な気持ちで恋がしたい、なんて言えないんだよ」

「えっ？　そうなの？」

　輝夜かぐやは意外そうに目を丸くした。

「だけどこの本の中では、次から次へと新たな出会いが……」

「それは創作物だから!!　起きなかったら話にならないじゃないか」

　錦にしき織おりは首を振る。

「現実はそうそうできるもんじゃない。だから、記憶を無くす前の閣下は、恋愛は封印するって言ってたくらいだ。オレだって、小学生の時から恋愛沙ざ汰たからは距離を置いているんだぞ。それくらいハードボイルドなんだよ！」

「錦織くんが恋愛しないのは、別の理由だったような……」

　小声でツッコミを入れる六りく道どうを、錦織がキッと睨にらんだ。

「そうか。それほど大変なものなんだあ」

　輝夜は残念そうな顔をする。

「ですが、ハラグロくんは、恋愛してないと言ってたけど、実際は恋愛をしてるじゃん。アイマスさんと！」

「してないっ！」

　錦織は瞬間的に答える。

「さすが閣下、よく分かってらっしゃる!!」

　弓ゆ削げがイエイと人差指を立てると、

「閣下、二人はそんな関係ではありませんよ」

「またみっちーが既成事実を作ろうとしている」

　米よね倉くらが冷静に否定し、六道もブーイングを飛ばした。

「ですが、この前二人はハグをしてたよね。この本を見る限り、あれは恋人同士がするもののようだけど？」

　輝夜は混乱した様ように、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そ、それはその通りなんだが、この前のはちょっと違うんだ。なんつーか本命の時のための予行演習のようなもの？」

「予行演習！　そんなことをしなくてはいけないほど、大変なこととは……さすが恋愛。やっぱり、私もチャレンジしてみたい！」

　輝夜は夢を見る少女のように目を輝かせる。

「だ、駄目だ。か、閣下は本当に乙女チックになってしまった」

　錦織は米倉たちに向かって首を振る。

「いや、でも、ハグがドキドキだってことは分かってもらえてよかったじゃん。これなら破は廉れん恥ちカンカン砲だって復活しそうだよ」

　六道はコソコソと小声で言う。

「六りく道どうは前向きでいいな。で、でもだぞ。もし、本当に閣下が恋とかすることになったらどうすんだよ？」

「それはそれでいいんじゃない？」

「そうだよ。閣下が恋愛をしたら、なんかにしぽんに問題でもあるの？」

　弓ゆ削げも疑うような目で錦にしき織おりを見る。

「う、それを言われると……」

　錦織は言葉を詰まらせる。

「た、ただ、いや、その。もし閣下が恋愛をして、さらに交際して、その後、元の閣下に戻ったらどうすんだ？　そいつは不幸だぞ」

「それはそうかもしれないけど、愛があるならなんとかなるって」

　弓削は首の後ろで手を組んだ。

「さっきから錦織くんがブツブツ言うのは、単純に閣下に恋愛されたくないだけでは？」

　と、六道が意地の悪い笑みを浮かべる。

「そ、そんなことはない！」

「また恥ずかしがってるし。うぶだね、錦織くんは！」

「り、六道め！　それ以上言うなら、制裁だぞ！」

「ラメ――」

　六道は、頭をゲンコツでグリグリしようとする錦織からボクシングのウイービングの動きで逃れようとする。

「ハラグロくんは、サイクロンさんとも愛しあっているんだ？」

　錦織たちを見守っていた輝夜かぐやが、ニコニコと笑いながら言う。

「ち、違う！　これも恋愛とは違うぞ」

　錦織は捕まえた六道の頭を慌てて離す。

「そっかあ。それほど仲良しなのに恋愛をしてないって、不思議な感じ。漫画的には、既にできてるような親密度なのに！」

「できてる、とか言わない！　漫画読みすぎ！」

　錦織はビシッと漫画を指差す。

「それは置いておいて……」

　米よね倉くらが真剣な顔になる。

「閣下は私たちに恋愛の協力をして欲しいと言ってましたが、具体的にはどのようなことでしょうか？　恋愛したい相手は今、いるのですか？」

　錦織たちの注目が一斉に、輝夜に向く。

「恋愛したい相手は……」

　輝夜は人差指を唇の下に当てる。

「今のところいません」

　ホッと、秘密基地内に安あん堵どの空気が広がる。錦織も「ふう」とため息をつきながら、

（って、なにオレ、安心してんだ？）

　自分にツッコミを入れていた。

「じゃあ、相手探しからだね。あたしたちは、相手を探してくればいいの？」

　弓ゆ削げがあっさりと言う。

「勝手なこと言うなよ、弓削！」

　錦にしき織おりはムッと睨にらむ。

「いえ、相手を探して欲しいとか、そういうわけじゃあないんだ。ただ、恋愛をしたいと思った時、どうすればいいのか教えて欲しいかな、と」

「ああ、なるほど」

　弓削がパンと手を打った。

「そういうことなら、まず、逆ナンだよ」

「逆ナン？」

　輝夜かぐやが不思議そうな顔をする。錦織が眉まゆをひそめた。

「お前、自信たっぷりに言ってるけど、やったことあんのか？」

「ないけど？」

　弓削はケロッと答える。

「だって、あたしは色々事情があるから、そうそうできないじゃん。でも、普通、待ってても恋愛相手はやってこない。こっちから好きな男の子を探してアタックする。当然でしょ」

「お前が言うな、と申したい」

　錦織は胡う散さん臭くさそうな顔をする。

「私は初心者の閣下にそれは、ハードルが高すぎると思います」

「六りく道どうもそう思うなあ」

「ええ―――」

　米よね倉くらと六道の反対を受け、弓削は不満そうに口を尖とがらせる。

「閣下……」

　米倉は眉み間けんに皺しわを寄せて輝夜を改めて見つめる。

「恋愛の仕方なんですが、私も経験が少ないので助言らしい助言はできないのですが、恋愛の一つの形は、閣下の家の部屋にある漫画で学べるのでは、と思います」

「あっ、確かに部屋に漫画が沢山あったよ。最近、綺き麗れいに本棚に並べた」

「並べた？　閣下が？」

　錦織は驚きながら、輝夜の人格が変わったことを改めて感じた。

「ええ。閣下は少女漫画を読んでましたから。『恋愛現代』よりも、恋愛の“〝過程”〟を描いていますから、そちらの方が為ためになるのではないでしょうか。記憶を無くした閣下も漫画好きのようですから、向いていると思うのですが」

「なるほど。それはそうかも」

　輝夜かぐやは納得したようにコクコクと頷うなずいている。

「あいふぉん、あいふぉん。少女漫画で恋愛の仕方を勉強しても、なにか間違った幻想を持ってしまいそうな気もするんだけど。大たい抵てい、劇的な出会い、劇的な事件、起きてるし」

　六りく道どうが口に手を当てて、米よね倉くらに向かって囁ささやく。

「いいんです。恋愛は夢がある方がいいんです。それとも、かなめは閣下に逆ナンさせた方がいいと言うつもりですか？」

「そうとは言わないけど……」

　六道は腕を組んで首を傾かしげる。

「閣下。とりあえず漫画で恋愛の形を覚えて下さい。それでもどうすればよいのか分からない場合は、経験豊富な弓ゆ削げさんを筆頭に、我々が全面的にバックアップしますから」

「分かったあ。では、家の少女漫画を読んでみようかな。よーし、今夜中に全部読むぞお」

　拳こぶしを作ってやる気を見せる。

「全部？　それは無理だろ、結構な数、あったぜ？」

　錦にしき織おりはツッコミを入れながら、内心焦あせっていた。それは、輝夜が恋愛をしたい、と言い出したことに対してではなく、もっと大きなことに。

　記憶を失って以来、どんどん性格が変わっていく輝夜の姿に、戸惑いと焦りを感じているのだ。

　

　　　☆

　

　数日が経たった週明け、月曜の放課後、生徒会の打ち合わせから錦織が戻ってくると、一年Ａ組の教室から大きな声が聞こえてきた。朗々とした男子の声だ。

　錦織が廊下に面した窓から中を覗のぞくと、全部の席を黒板側に寄せて作ったスペースに、一年Ａ組の生徒が多数、集まっていた。

「そっか。今日は演劇の練習だった」

　パチンと指を鳴らす。生徒会のために劇には参加しないので忘れていた。真剣な練習の中に入っていくのは気が引けたのでしばらく窓から中を覗く。丁度、かぐや姫が登場するシーンのようだ。体操服に着替えた輝夜がスペースの真ん中に現れる。

「おっ」

　錦織は輝夜に注目する。明快に発音される台詞せりふ。ジェスチャーを含めた細かい動き。輝夜の演技は演劇に詳しくない錦織から見てもすぐに分かるくらい、沢山の練習に裏打ちされた、完成度の高いもの。

「真面目まじめにやってるみたいだなあ」

　ポツリと言う。端の方に脚本を持って立つ米倉も、嬉うれしそうに輝夜の演技を眺めている。

　錦織はホッと安心すると同時に、「ううっ」と最近、多い胸の痛みに襲われた。

（なんで、起きるのかなあ、これ）

　よく起きているが、未いまだに規則性が分からない。自分が優等生を演じている時、そして人格の変わった輝夜かぐやを見た時、発生している気がする。

「お、生徒会長」

　窓からさりげなく見ていると、後ろから話しかけられる。西にし村むらだった。

「まだ生徒会長じゃあないんだけど」

「じゃあ次期生徒会長」

「それも微妙だけどね」

　錦にしき織おりが肩をすくめると、西村が笑った。

「今日は練習の日だったんだ」

　錦織は再び教室の中に目を戻した。

「おう。文化祭までもう一いつヶか月げつないしな。生徒会の方も忙しいだろ？」

「それはもう。大変なことになってるよ」

　錦織は素で辛つらそうな顔になる。

「当日も忙しいんだろ？　ちゃんと劇は見にこれそうか？」

「それくらいは空けられるって」

　錦織は愛あい想そう笑わらいを浮かべた。

「でさ。どう？　劇の感じは。巧うまくいきそう？」

「よく分からないが、いくんじゃないか？　脚本もよいし」

「……魔ま王おう女おんなは真面目まじめにやってる？」

「おう、オレの見こみ通りバッチリだ。台詞せりふも最初の練習の時に、全部覚えてきてたし」

「そっか、それはよかった」

「なんか記憶を失って、すっかり優等生だぜ。魔王女」

　西村の言葉に、錦織はまた胸が痛くなる。特に優等生という言葉に。

（なんなんだ、これ）

　錦織は軽く胸を押さえる。

「あれ、次期生徒会長、中に入らないのか？」

「まだ少しやることがあるから」

　手をさりげなく挙げ、逃げるようにその場から去った。

　

　錦織はそのまま図書室に向かい、久しぶりに宿題をして時間をつぶした。

「そろそろいっかな」

　今週分と来週分の数学と英語の宿題をコンプリートし、携帯の時計を見る。そろそろ最終下校時間だ。そろそろ練習も終わっているだろう。錦織はノートを鞄かばんにつめた。

　図書室を後にして教室に戻っていると、階段の手前の角に隠れ、廊下を覗のぞいている見なれた女子二人を見つけた。六りく道どうと米よね倉くらだ。

　錦織は首を傾かしげて、そこへ向かい、六道に背後から話しかけた。

「おい、どうしたんだ？」

「うお、錦にしき織おりくん！」

　六りく道どうはものすごく驚いたように目を大きくし、それからばつの悪そうな顔になる。

「なぜそこでばつの悪そうな顔になる!?　また、なんかオレに黙って悪巧みか？」

「そうではないのですが」

　米よね倉くらまで困ったような顔をする。

「あれを……」

　米倉は壁から顔を出して、廊下の先を指差す。錦織も顔を出して、指差した方向へ細めた目を向けた。

「!!」

　飲みこんだ唾つばが気管に入りそうになった。廊下に生徒が二人立っていた。一年生の男子と女子……。女子の方は輝夜かぐや。そして、もう一人は――、

「伊い藤とうじゃないか」

　驚きの声を上げる。

「練習が終わった後、三人で帰っていましたら、いきなり話しかけてきて……」

「閣下を連れていったわけか」

　錦織は冷静な表情で答えながら、その実かなり興奮していた。胸がドキドキと高鳴る。

「それで、追いかけてきたの？」

　錦織は声を潜めた。

「そう。錦織くんだって気になるでしょ？」

「そりゃ、気にはなるが」

　もう一度、輝夜の方を見ようとした時、二人は急に歩き出した。

「ど、どうする？　追うのか？」

「当然！」

　六道を先頭に、三人は輝夜たちを追って、壁伝いに廊下を歩きだす。

　輝夜と伊藤はそのまま校舎を出ると、校舎裏にある桜林に入っていった。

「ここって、以前にも二人で来た？」

「そうだな」

　六道の質問に、錦織はぶっきらぼうに答える。心臓の高鳴りが加速している。加えて、喉のどまで渇いてくる。

（伊藤のヤツ、どうするつもりだ？）

　もしや、と悪い予感が頭に浮かぶ。

　桜林の奥にある、ベンチやテーブルの置かれた開けた場所で二人は立ち止まる。錦織たちは近くの桜の後ろに隠れる。

「こんなところにまた呼び出してごめん」

　伊藤は振りかえり、輝夜に謝る。緊張の面持ち。頬ほおを強こわ張ばらせている。

「また？　二度目だったの？」

　輝夜かぐやはキョトンと首を傾かしげる。

「お、覚えてないの―――!?」

　伊い藤とうは両手で頬ほおを押さえて、ショックを受けていた。

「ごめん。実は記憶不全を起こしていて、一週間より前の記憶がほとんど残ってないんだ」

　輝夜は申し訳なさそうに言う。

「知りたいから、その一度目の呼び出しのことを教えてよ」

「は、はい」

　伊藤は自信なさそうに頷うなずいた。

「季節は五月くらいでした。ボクは輝夜さんをここに呼び出しました」

「そうだったんだ。メモメモ」

　輝夜は『栄光の軌跡』にメモを始めた。

「どうして呼び出したの？」

「それはその……」

「果たし合いとか？」

　輝夜は眉まゆを寄せる。

「違います。そうではなくてその……、こ、告白を」

「えっ！」

　輝夜が目を大きくして固まる。その手から、『栄光の軌跡』がゆっくりと離れて、落ち葉の上に落ちた。

「オ、オレの手帳が」

「シ―――」

　慌てた錦にしき織おりに、六りく道どうと米よね倉くらは人差指を立てる。

「ご、ごめんなさい」

　手帳を拾う輝夜に、伊藤は頭を下げる。

「えっ、どうして謝るの？」

「その、ボクが告白したことを知って、怒ったのかと思って……」

「怒ってなんかないけど。ただ驚き過ぎて、手の先の神経が一時的に麻ま痺ひしちゃった」

　言いながら輝夜は手のセルフマッサージを始める。

「それで告白してどうなったの？　私はなんて答えたの？」

「それは」

　伊藤はモジモジとする。

「ボクに特殊能力はあるかと、訊きいてきました」

「と、特殊能力？　伊藤さんはそんな力を持っているの!?」

「いえっ……。もってないからつきあえない、と言われました」

「えっ、まじぽん!?」

　伊い藤とうは頷うなずく。

「なんて酷ひどいことを」

　輝夜かぐやは衝撃を受けたように目を見開く。

「ってか、言ったの閣下だから……」

　錦にしき織おりは小声でツッコむ。

「それで……、伊藤さんはどうして、もう一度、私を呼び出したの？　ハッ、もしかして、特訓の末、特殊能力を身につけたとか？」

　伊藤はかぶりを振る。

「いえ……。色々と努力はしたのですが、特殊能力は身につきませんでした。高名な霊れい媒ばい士しに弟子入りしたりもしたのですが」

「そうですか。ごめん。私のために」

　輝夜は悲しそうな顔をする。

「ってか、すげえなアイツ。オレたちなんて、全然、まじめに練習しなかったのに」

「愛の力だね」

　六りく道どうはしんみりと頷く。

「ですが！」

　いきなり伊藤は大きな声を出した。

「特殊能力は手に入りませんでしたがいいんです！　もう一度だけお願いします！　ボクと付き合ってください!!」

　上半身と下半身を直角にして叫ぶ。

　その瞬間。

　錦織の心臓が、大きく脈打った。脈拍がさらに上がり、額に汗が滲にじむ。顔がどんどんと赤らんでくる。

　そして、輝夜も錦織と同じように、驚きの表情を浮かべていた。目を丸くして、口を押さえている。

「あ」

　米よね倉くらが上空に目を向けた。黒い雨雲のようなものが西の空から流れこみ、桜林を覆おおおうとしていた。

（まさか、また輝夜が？）

　錦織も汗の浮かんだ顔で、空へ目を向ける。

（閣下が記憶を失ってからは、初めてじゃないっけ？）

　もしかしたらまた雷が落ちて記憶が戻るかもしれない……。そんな期待が錦織の胸を過よぎる。

　雲が上空に垂れこめ、森は夜のように薄暗くなる。

　だが――。いつまでも雷雨も地震も起きなかった。

　と、その時――、

「う――ん」

　輝夜かぐやの声が聞こえた。雲に注意を向けていた錦にしき織おりは、慌てて視線を下ろす。

「でも、私、伊い藤とうさんのことよく知らないし……」

　輝夜は唇を噛かんでいた。

　ホッとする、錦織。

「だったら、一度だけでも、僕と一緒に遊びに行きませんか？　そうすれば、自分のことが分かってもらえるかもしれない」

「いや……でも……」

「そこをどうか。一度だけですから！」

　伊藤は上体を90度曲げて、輝夜に頼みこむ。

（伊藤、しつこいなあ……）

　錦織は舌打ちする。

「なにを言ったところでダメに……」

　小声で毒づこうとした時……、

「そこまで言うなら…………分かったよ」

　輝夜の声が耳に届いた。

「えっ？　分かった？　今、閣下、なんて言った？」

　錦織たちは呆あつ気けに取られた顔を見合わせる。伊藤の方も同じような顔をしていた。

「えっ、分かった、ってどういう？？」

「一度だけなら、遊びに行ってもいい。私のせいで特殊能力を覚えようとしてくれた、というのはなんだか悪いし……」

　輝夜は渋々な感じで言う。

「ま、まじで？」

　錦織はポカンと口を開く。

「ほ、本当ですか？」

　伊藤は真っ赤な顔を震わせている。

「ええ。ただし、一回きりだよ」

　輝夜はコクリと頷うなずいた。

「や、やった」

　伊藤はその場で飛び上がっていた。

　一方――、

（ん、んなアホな……）

　錦織は魂を抜かれたような顔で、目を何度も瞬まばたきさせる。

（んなアホななあああああああああああああああああああああああああああ！）

　頭の中で叫んだ。そして必死に、崩壊しそうな自我を繋つなぎ止めようとしていた。

　

　　　☆

　

「というわけで、なんだか成り行きで、今度、男子とデートすることになっちゃった」

　翌日、放課後の秘密基地には、いつも通り、輝夜かぐやと錦にしき織おり、米よね倉くら、六りく道どう、弓ゆ削げの五人が集まっていた。召集があったわけでも、示し合わせたわけでもないが、全員が秘密基地に集まっていた。輝夜の話を聞くためにだ。

「相手は一年Ｃ組の伊い藤とうくん」

　輝夜が自分のされた告白について説明している間、錦織は魂を抜かれたように顔をポカーンとさせて天井を見つめている。他の女子＋１のメンバーは、興きよう味み津しん々しんという様子で、輝夜の話に聞き入っていた。

「はいは―――い、質問です！」

　弓削が手を挙げた。

「デートといっても色々あると思いますが、どんな感じに遊ぶ予定ですかあ？」

　興味津々という様子で、目を光らせていた。

「あんまり決まってはないんだけど、駅前のショッピングモールに行くみたいなことを言ってたかなあ」

「おお。なんかデートっぽい」

　六道が合いの手を入れる。

「そこの屋上のクレープが美お味いしいとか、言ってた」

「その店、ナウでヤングな若者たちの間で噂うわさになってるよね。やるね、伊藤くん。情報チェックもバッチリじゃん」

　六道もチャチャをいれる。

「いいねえ。閣下、いきなり、青春しているねえ」

　六道はなんだか羨うらやましそうな顔をする。

「あの、閣下……？」

　錦織が疲れた顔を輝夜に向ける。

「どうして、なぜに、誘いを受けたんだ？　だって伊藤のこと別に知らないだろ？　好きでもなんでもないんじゃ？」

「う――ん、どうしてかなあ」

　輝夜は唇に人差指を当てる。

「まさか一ひと目め惚ぼれとかか？」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せた。

「いや、全然」

　輝夜はニッコリ笑いながら首を振る。笑いながらあっさり否定する姿に、錦織は底知れぬ怖さを感じると同時に、少しホッとした。

「伊藤さんのことを好きとか嫌いとか、全然そういうことはないんだけど、一回だけと頼まれて。しかも前に、私は酷ひどいことを言って断ったみたいだから、その恩返し？　いや、お詫わびを兼ねてオッケーを。まあ悪人という感じでもなかったし」

「そんな後ろ向きの理由で、デートの誘いにオッケーしていいのかよ」

「いいんじゃない？　少女漫画的には、出会いのきっかけは勘違いや偶然ってことが多いし」

　輝夜かぐやは自信たっぷりに頷うなずいた。

「だから創作と現実をごっちゃにするなって」

　錦にしき織おりは頭を抱えて、米よね倉くらの方を見る。

「米倉、これは少女漫画脳の弊へい害がいじゃないのか？」

「私はそんなことはないと思いますよ。閣下が伊い藤とうさんの誘いを受け入れたことは、それほど悪いことでもないと思いますし」

「そうか？　興味もないのにオッケーしていいものなのか？」

「まあ、形から入って、かぐやんが本当の愛を成就することもあるんじゃない？」

　弓ゆ削げが利いたふうな口を叩たたく。

「そうか？　そうなのかあ？」

　錦織は自問するように天井を見つめた

　その時、輝夜の携帯電話が鳴った。ファンシーな着信音。記憶を失うまでは無味乾燥な「ユーガットメール！」だった。

「メール。伊藤くんから」

　輝夜はディスプレイを一読して、立ちあがる。

「これから帰るので一緒にどうかって」

　そう言って、輝夜は帰り支度をする。

「あ、閣下、行っちゃうのか？」

　錦織は情けない声を出す。

「なんか日曜日の打ち合わせをしたいって言うから」

「上う手まい口実。伊藤くん、やるなあ」

　弓削が感心するように頷く。

　輝夜は基地の入口のドアの前でペコリと頭を下げる。

「ハラグロくん、みなさん。では、行ってきまーす」

　手を振って、秘密基地を出ていった。

　輝夜がいなくなると、しら――とした空気が基地内に広がる。

「まさかこういう展開になるとは、思わなかったね……って、錦織くん、お――い!?」

　六りく道どうは口をパカッと開けた錦織の顔を見て、大きな声で呼ぶ。

「ダメだ。錦織くんがショックのあまり、生きた屍しかばねになっている！　錦織くん。お――い。答えなかったら、消しゴムを食べさせるよー」

　本当に六道が錦織の口の中に消しゴムを入れようとした時、錦織はハッと我に返る。

「やめい！　誰だれが屍しかばねだ！」

「あっ、復活した」

　六りく道どうは頷うなずくと、錦にしき織おりに向かって親指を立てた。

「どんまいだよ、錦織くん！」

「ちょっ、なに励ましてんの？　ってか、なに慈悲深い顔をしてんの？　オレが励まされる意味が分かんないんだけど？」

　錦織は不満そうに口を閉じる。

「どんまい、にしぽん！」

　弓ゆ削げも残念そうな顔で親指を立てる。

「だから、なんでどんまいなんだって！」

　錦織は頬ほおを膨らませて、横を向いてしまう。

「錦織くん、閣下が知らない男子とデートするのに、ショックを受けてるのは分かるけど、やけなっちゃいけないよ。六道がついてるから」

「ショックなんか受けていない!!」

　錦織はブルブルッと顔を横に振る。

「ただ、あの崇すう高こうな理想を掲げて新世界の構築を目差していた閣下が、恋愛に興味があるなどとフ抜けた状態になったことに、ショックを受けているだけだ！」

「受けてるじゃん。ショック」

　弓削が錦織を指差す。

「い、いや、このショックは、ショックといっても、そういう簡単なものじゃなくて、もっと人格的な変化にショックを受けてるっていうだけで……」

　錦織はしどろもどろになる。

「でも、ショックはショックじゃん」

「いや、だから…………。はい。ショック、受けてます」

　素直に頷いた。

「あのひねくれ者のにしぽんが素直に認めるなんて……。それくらいショックなのね」

　弓削が哀れむように首を振る。

「そりゃあさ。閣下が男子と一緒に帰るんだぜ」

　錦織はハアとため息をつく。

『閣下はオレたちだけの人だと思っていたのに……』

「そこ、変な心の声をいれるな！」

　六道を睨にらみつけた。

「ただ。ただですよ」

　米よね倉くらが真面目まじめな顔で錦織を見る。

「少々、当初の予定から変わってきましたが、一応、予定通り、閣下は男女間のドキドキを分かってきたようです。これは狙ねらい通りだと思います。あと、錦織くんも気がついたと思いますが、閣下が伊い藤とうさんに告白された時……」

「なんだか黒い雲が出てきてたな」

　ムッツリと答える。

「え、そうだった？　六りく道どうは全然気がつかなかった」

「だから天然だって言われんだよ。プロはあの場で告白よりも空に注目する。これマメな」

「なんのプロか知らないけど、さすが錦にしき織おりくんだ」

「ですが……、雲が来ただけで、何も起きませんでした」

　米よね倉くらは顎あごに手をあてる。

「たぶん、興奮が足りなかっただけだろ？」

　錦織は鼻を鳴らした。

「確かに閣下は恋愛をしたいと思っているだろうさ。そんな中、男の子に呼び出されて告白された。確かにかなりドキドキのシーンだとは思う。だが、相手は見覚えのない、得え体たいも知れない男だ。しかもものすごい美形というわけでもない。そんなヤツに告白されても、いうほどドキドキしないだろ、普通？」

「なんだか錦織くんの私し怨えんが篭こもっているような……」

「そんなことはない！」

　六道の指摘に、錦織はブンブンと首を振った。

「閣下の記憶を取り戻すには、奇跡の発動が必要です。告白で興奮が足りないなら、より強い刺激を与えるしかないです」

　米倉は錦織を見る。

「それは分かるけど、どうやって？」

　錦織は不審そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「一度きりとは言え、今度、閣下は伊藤さんとデートにいきます。デートが盛りあがって、一度が二度になり、三度になったりするのなら、利用するのが一番じゃないでしょうか？」

「やっぱそうなるのか？　いやだなあ、ホントいや！」

　錦織は口を曲げる。

「どういうこと？　もし今後、かぐやんが伊藤くんと付き合うようになったら、それを利用して、かぐやんをドキドキさせるってこと？」

　と弓ゆ削げ。

「そういうことです」

　米倉はコクリと頷うなずく。

「でもさ。それでいくとして、オレたちにできること、あるのか？　二人が巧うまくいくかどうかは、二人次第だろ？」

　錦織は不機嫌そうな声を出す。

「例えば、二人の仲を進展させて、ドキドキのシチュエーションが生まれるように演出するとか？　そういうのならあたし得意だけど」

　弓ゆ削げが胸を叩たたく。

「とりあえず今は、そこまでしなくてもいいと思いますけど……。今のところ、閣下は伊い藤とうさんのことをどうこう思っている感じはありませんし。ドキドキの展開になるとしたら、伊藤さん次第になるかもしれません」

「そんな積極的な行動をとるかね、あいつ」

　ボソボソッと錦にしき織おりは言う。

「分かりません。ですが、この方法で奇跡を発動させるなら、伊藤さんに頑張ってもらうしかないでしょう」

「……」

　錦織は険しい表情で口を横一文字に結ぶ。

　そんな彼を、米よね倉くらが心配するように見ていた。

　

「あ、あの、錦織くん」

　錦織が紫し苑おん高校の門を通ろうとしていると、後ろで米倉の声がした。秘密基地で輝夜かぐやと伊藤のことでの会議が終わり、その場で解散した後のことである。

「米倉？」

　錦織は立ち止まって振りかえる。米倉は眉まゆを寄せ、不安そうな顔をしている。逆光の夕ゆう陽ひに照らされ影が落ちた顔。走ってきたらしく、ハアハアと荒い息を吐いていた。

「どうした、走って来たの？」

　錦織は驚いた顔で米倉を見る。

「かなめが学校でまだ用事があるということで、錦織くんを追いかけてきました」

「ああ。あいつ、担任から呼び出しを食らっちゃったんだよな。成績のことで」

「一緒に帰ってもいいですか？」

「おう。もちろん」

　錦織は小さく笑みを浮かべた。

「この時期の夕方って、なんかいやですよね」

　歩道を並んで歩いていると、米倉がポツリと言った。

「早く日が暮れるから？」

「夏に比べて同じ時間でももう暗いから、いつもより時間が経たってるような気がして、なんか焦あせらされます」

「確かに、オレもそうだな」

　オレンジ色に染まった近くの家の屋根を瞳ひとみに映しながら、錦織は言う。

　しばらく無言で歩く。錦織はなにか明るい話を振ろうと思ったが、なかなかいい話題が浮かばないでいた。輝夜のことが気になり過ぎて、それ以外の話題が浮かばない。そうこうしている内に米倉が口を開いた。

「今更なんですが、錦織くんは、閣下が記憶を失ったこと、どう思っていますか？」

　結局、そっちになるか、と錦にしき織おりは胸の中でため息をつく。

「なんつーか、最近、ジワジワとボディブローのようにショックを感じてきている。最初はそうでもなかったんだけど」

「最初は違ったんですか？」

「いや、そうなんだよ。最初は意外とそうでもなかったんだけど、今は結構きてるな」

　錦織は胸の辺りを押さえた。

「後さあ、理由はよく分からないんだけど、今の優等生になった輝夜かぐやを見ていると、時々、胸が痛くなるんだよな」

「時々、辛つらそうな顔をしていますよね」

　米よね倉くらは小さく頷うなずく。

「これが、なんで胸が痛くなるのかよく分からないんだよな。閣下を見た時だけじゃなくて、オレ自身がクラスや生徒会で仕事を真面目まじめにこなしている時だけでも、起きたりするんだよ。始まったのは、確かに閣下が記憶を失って以来なんだ。なんなんだろうな、これ」

「……」

　米倉はますます心配するように目を伏せる。

「以前、閣下が病気になった時も思いましたが、何度か思ったことですけど、やっぱり私たちにとって閣下の存在は大きかったのだと思います。閣下が何か言い出して、周りがそれについていっている内に楽しくなる。それが大事ですよね」

「そうかもな。そうかもしれない」

　錦織は夕焼け色の空を仰ぐ。

「もし……、もし仮に閣下がこのまま記憶を取り戻さなかったら、これから私たちはどうなってしまうんでしょうか？」

　米倉は不安そうな声を出す。

「どうだろう……」

　錦織も肩をすくめる。輝夜の記憶が戻らないことは充分にありえる。その時は、最悪、輝夜と愉快な仲間たち解散、の可能性もある。だが、あまりそのことは口にしたくないような気がする。口にしたら本当にそうなってしまいそうだから。

　錦織がふと米倉を見ると、目を細めて寂しそうな顔をする。錦織が考えていることが分かっているのかもしれない。

「そ、そういえば、米倉さあ」

　重苦しい雰囲気を吹き払うように、錦織は明るい声を出した。急にいい話題が頭に浮かんだのだ。

「漫画って、まだ描かいているの？」

　米倉は一瞬、驚いた顔をした後、「ええ」と桃色の唇を綻ほころばせる。

「ただ、最近はあまり固まった時間がとれてなくて、ゆっくりですけどね。もっと頑張らないと、と思っているんですけど」

「そうなんだ。また今度、見せてよ。オレ、米よね倉くらの漫画を読むの、好きだからさ」

「分かりました。では近い内に」

　と、米倉は微笑ほほえむ。錦織はそれを見て、心拍数を上げてしまう。やっぱり、米倉は笑った顔が一番可愛かわいい。

「錦にしき織おりくん……」

　急に、米倉が顔を真っ赤にして、錦織を呼ぶ。恥ずかしそうに手の指をツンツンとする。

「うん？　どうかした？」

「あの、ですね」

「おう」

「今週の日曜日……、空いてますか？」

「日曜日？」

　錦織はゴクッと唾つばを飲んだ。

「ああ、うん、空いてるよ。癖で日曜日は予定を入れないようにしているから。閣下に突然、呼び出されることが多いからな」

　耳の後ろを掻かきながら肩をすくめた。

「でしたら……、一緒に遊びに行きませんか？」

「おう。いいぜ」

　高鳴る心臓。だが、それを顔には出さず、クールに答えた。

（あ、あっさり誘われたけど、い、今のってデートの誘い？）

　ドキドキしながら、米倉の顔を見る。米倉は素で嬉うれしそうな顔をしていた。

「行く場所とかどうする？」

「遠出は大変ですから、運動公園を歩くのはどうですか？　ランチをその近くで食べて」

「おう、いいんじゃない？　じゃあそれで。で、あとさ。ええっと、つかぬことを聞くけど……、日曜日、六りく道どうはいないんだよな？」

「はい？　ええ、はい。かなめはいませんけど……」

　米倉は困った顔をした後、上目遣いで錦織を見る。

「もしかして、かなめも呼んだ方がいいですか？」

「い、いや。別にそういうわけじゃないんだ。ただ、純粋にどっちかな、と気になって」

　錦織はパタパタと手を振った。

「そうですか」

　米倉は安あん堵どの雰囲気を出した。

「ではその時に、今、描かいている漫画もお見せしますね」

「うん、頼むよ」

　錦織はうんうんと頷うなずく。

「……」

「……」

　しばらく二人とも無言で歩いていると、米よね倉くらが錦にしき織おりをチラリと見てきた。

「突然、誘ったりして、もしかして迷惑でした？」

「いやいや！　全然、そんなことないって。最近、へこむことが多かったから、息抜きしたいと思ってたんだ」

「そうですか。だったらよかったです」

　米倉はまた嬉うれしそうに目を細め、口を綻ほころばせていた。その顔を見ていると、錦織も荒れた心が癒いやされるような気がするのだった。



    

  
    
      
４　デートと新たな疑惑



　日曜は晴天だった。空には雲一つなく、秋の太陽から穏やかな陽光が降り注いでいる。

「よしっ」

　ジャケットと新しいシャツでバッチリ決めた錦織は、鏡の前で満面の笑みを浮かべていた。今日、これから米倉とデートなのだ。

　それから錦織はそ――っと音も立てずに部屋のドアを開ける。キョロキョロと首だけ出して、廊下と特に隣の部屋のドアを確認した後、やはり音も立てずに部屋から出て行く。

　抜き足差し足で廊下を進み、同じく階段を降りた。そのまま玄関に行こうとした時、

「お兄ちゃん!!」

　後ろから鋭い声。カクカクと機械人形のように振りかえる。やはり、妹の梢こずえが立っていた。

　梢は険しい顔で錦織を見ていた。眉み間けんに皺しわを寄せ、両腕をグッと組み、仁王のような迫力で立っている。

（これは友好的でない。友好的ではないぞお！）

　錦にしき織おりは頭の中でそんな風に唱える。

「日曜のこんな時間にどこに行くの？」

　事務的に聞いてくる。まるで職務質問をするおまわりさんだ。

「いや、ちょっとそこのコンビニに立ち読みをしに……」

　錦織は愛あい想そう笑わらいを浮かべた。

「ふ―――ん。そんなおしゃれをしてコンビニ？」

「何を言う。男は外に出たら七人の小人あり、なんだぞ。いつだって気をぬくわけにはいかないんだ」

「ふ――ん」

　梢こずえはますます怪しむように目を細める。

「七人の小人じゃなくて、一人の眼鏡をかけた胸の大きな女の子だったりしないの？」

「な、な、な、な、なんで、そうなる!!」

　錦織は一瞬で額に汗を大量に浮かべて叫んだ。こいつはエスパーか、とすら思う。

「と、とにかく！　コンビニ行ってくるから。じゃあ！」

　錦織は回れ右をすると、慌てて靴を履こうとする。

「待って！　コンビニなら梢もいく―――」

「こ、こなくていい！」

　錦織はかかとを踏みながら靴を履き、大急ぎで玄関を飛び出していった。

　

「はあはあはあ」

　最寄り駅の噴水近くで錦織は腰に手をあて、下を向いて荒い息を吐いていた。

「ちゃんとまけたかなあ？」

　心配そうに後ろを見る。梢に追いかけられたので、家からずっと走ってきたのだ。何度も角を曲がって逃げた甲か斐いもあり、なんとかまけたらしい。梢の姿は見えない。

「ふ―――――う。よかったけど、後が怖いよなあ」

　帰ったら何を言われるか、考えただけで憂ゆう鬱うつな気分になる。

　――と、

「なにが怖いのですか？」

　急に背後で声がして、錦織は「ギャッ」と飛びあがって、振りかえった。

「どうかしたのですか？」

　不思議そうな顔をする女の子が立っていた。見てすぐ分かる整いまくった容姿の美少女。米よね倉くら愛あいである。

「いや、急に声がしたから妹に見つかったかと思って……。ってか、あ、あれ？」

　錦織は驚いた顔で米倉の顔を指差した。彼女の顔にいつもあるものがない。

「ど、ど、どうしたの？　メガネ？」

　錦織は衝撃を受けた顔で言う。

「今日は久しぶりにコンタクトです。……どうですか？」

　米よね倉くらは不安そうに錦にしき織おりの顔を見る。

「可愛かわいいよ。メガネがなくなって、さらに可愛くなった感じ」

「ありがとうございます。嬉うれしいです」

　心から嬉しそうに微笑ほほえむその顔は、実際のところすごく可愛かった。清せい楚そな雰囲気のワンピースが、可愛さをさらに引きたてている。

「さてと。今日はまず、どうする？」

「お昼が近いので、まずはご飯から行こうかと。錦織くんは、お腹なか、すいていますか？」

「今日はまだ何も食べてないから、すきまくっている」

「それはいけません。早く行きましょう」

　米倉は頷うなずくと、さりげなく錦織に手を差し伸べた。頬ほおが少し紅潮している。

　錦織は刹せつ那な、逡しゆん巡じゆんした後のち、その手を取った。

「じゃあ、行こうか」

「はい」

　手を繋つないだまま、駅前の通りを歩き出した。

　

「ここに来るのは久しぶりですね」

「そだね」



    

  
    
      



    

  
    
      　運動公園近くのピザ専門のチェーン店に二人は来ていた。米よね倉くらが調べておいたのだ。通りに面した窓側の席で、注文したピザが焼きあがるのを待つ。

「ええっと……」

　米倉が控えめな様子で、鞄かばんから自由帳を取り出した。

「今回持ってきたのは下した描がきなんですけど」

「へえ」

　錦にしき織おりは受け取り、パラパラと開く。下描きと言っても、ものすごく描きこまれたものばかりだ。

「今回は思いきって、ファンタジーにしてみました」

「それは、だいぶ方針変更してきたなあ」

「まだ他人には誰だれにも見せていません。読んでいただけますか？」

「おう、喜んで読むよ」

　心配そうな顔の米倉に見つめられながら、錦織はパラパラとページをめくっていく。

　中味は王道ファンタジー。自分の出しゆつ生せいに疑問を持つ王子が主人公のストーリーである。壮大なストーリーを予想させる物語の、ごく最初の部分がまとめられていた。

　短い上に読みやすいので、すぐに最後まで読み終える。

「どうでした？」

　錦織がノートを閉じると、米倉が心配そうな顔をした。

「うん、前よりも面白かったよ。なんかストーリーの深さが増した感じ。絵も、下描きでも十分なくらい巧うまいし。これなら、また高く評価してくれるんじゃないかなあ」

「そうですか」

　ホッと胸を撫なで下ろしていた。

「まだ、デビューという話はないの？」

「今の実力では無理です。まだまだです」

　米倉は首を振る。

「そうなんだ。これだけ描けても、デビューできないんだ」

　さすが層の厚い日本の漫画業界だと錦織は思う。

「自分でも分かるんですが、少しずつ、力が足りないんですよね」

　米倉は桃色の唇を噛かむ。

「でもさ。オレは素人しろうとだから完かん璧ぺきなアドバイスはできないし、無責任な発言になってしまうかもしれないけどさ。これだけは言える。前に見せてもらった物よりは確実に巧くなってる。進歩してるのは確かだ。このまま進めば、デビューに近づいていけると思う」

　真剣に米倉を見つめる。

「ありがとうございます」

　米倉は嬉うれしそうに頭を下げた。

「錦織くんの言う通り、ここで迷ったらいけないんですよね。前に進んでいかないと」

　自分に言い聞かせるように言った後、米よね倉くらは満開の牡丹ぼたんのような微笑ほほえみを浮かべた。

「いつも錦にしき織おりくんの感想を聞くと、元気が出ます。自分がやっていることが間違ってないって、思えますから」

「そっか。だったらいいんだけどな」

　米倉の顔に見入りそうになりながら、錦織は鼻の先を掻かいた。

「最近、自分のやることに自信がなくなることが多くて」

「へえ。米倉でもそうなんだ？」

「米倉でもって？」

　米倉がちょっといじけたような顔をしてみせる。錦織は慌てて手をパタパタとさせる。

「い、いや、だって、米倉はオレ以上に完かん璧ぺきだからさ」

「そんなことありません。巧うまくいかないことばかりです」

「ホントに？　そうは見えないけどなあ」

　錦織は首の後ろで手を組む。

「そういう錦織くんの方が、いつも巧くやっている気がしますけど」

「そういう風に言ってもらえると素直に嬉うれしいけど。そうでもないぜ。ままならない毎日に、いつもため息をついているよ」

　しょげたように肩を落とすと、米倉は口に手をあてて笑った。それを見て、錦織も釣られて笑みを浮かべた。

　そこに注文していたピザが運ばれてくる。想像よりずっと大きい。薄い生地で横に伸ばされたピザだ。ピザ一枚で、二人席のテーブルの大半を占めるくらいだ。

「わわわ」

「すげえな、これ」

　錦織と米倉は顔を見合わせる。

「食べられるかな、二人で」

「お残しは厳禁です。一緒に頑張りましょうー！」

「お、おう！」

　二人とも気合を入れると、ピザに手を伸ばした。

　

　食事の後、近くの運動公園へ向かう。大きな森や噴水、芝生の丘陵のある大きなもので、この辺ではかなり大きい公園。錦織は以前、輝夜かぐやたちと異能力者探しや運動のために来たこともあった。

「意外と食べられましたね」

　米倉がお腹なかを押さえながら言う。

「そうだな。大きい割に薄かったもんな」

　その公園の遊歩道を錦織と米倉は歩く。芝生の広場で遊ぶ家族連れを横目に、森の中へ続く道を歩いていく。

　道が森の中に差しかかった時、米よね倉くらの手が錦にしき織おりの手に触れた。今度はごく自然と錦織は米倉の手を握ることができた。

「さっきは聞きませんでしたけど……」

　米倉が真っ赤な顔で錦織をチラリと見た。

「なに？」

「こういうのイヤじゃないですか？」

「こういうのって？」

「だから、こんな感じに手を繋つないで歩くこと……」

「いや、イヤじゃないけど……」

「そうですか」

　米倉はホッとした表情をしていた。

（今日の米倉はどうしちゃったんだろ。手を繋ごうとしてくるなんて）

　駅前で手を繋いだ時から、錦織は不思議な気がしていた。米倉はどちらかといえば控えめな女の子だ。こんなことはあまりしないイメージを持っている。たぶん、輝夜かぐやの記憶不全の一件で、ちょっと情じよう緒ちよ不安定なのだろう、と思う。

「そういえば、米倉に聞いておこうと思ったんだけど……」

　錦織は歩きながら、米倉の横顔を見る。

「はい？　なんの話ですか？」

「文化祭の劇さ。練習はどんな感じ？　閣下が頑張ってるって話は聞いたけど」

「ええ、閣下はかなり頑張ってますよ。たぶん、クラスで一番、練習しているのではないでしょうか。練習にものすごく熱が入っています」

　米倉は素直に感心しているような口ぶりだ。

「もともと、閣下は凝り性なところあるからな。劇とかもはまってしまうととことん取り組んじゃうんだろ。その辺の性格は記憶喪失になっても受け継がれてんだな」

　米倉はカクカクと頷うなずく。

「じゃあ、劇は成功しそうって感じ？」

「そうですね。きっと、巧うまくいくんじゃないかと思います」

「そっかあ。それはよかった」

　錦織はホッとする。それなら美み紀きに怒られることはないだろう。

「この辺でちょっと休みますか？」

「ああ、うん。そうすっか」

　森に入ってすぐのところにあるベンチに座る。森に囲まれた場所だが、木々がまばらに生えているので、湿度はなく、比較的明るい。木立の間から、芝生の広場で遊ぶ子供の姿がチラチラと見え、はしゃぐ声も聞こえてくる。

「劇のことで米倉にもう一つ……、聞いておこうと思っていたんだけどさあ」

　チラッと横を向いた。

「はい？」

「どうして、かぐや姫にしたの？」

「えっ？　ええっと……。それは……」

　米よね倉くらは一瞬、答えるのに戸惑いを見せた。

「いや、もしかして、輝夜かぐやのことを意識して、題目を決めたのかなあと」

「いえいえ、そんなことは……。かぐや姫は劇にしやすいと思って……」

　米倉は下を向きながら言う。

「そ、そうなんだ。確かに高校の劇の題目には適しているよな」

　言いながら、錦にしき織おりは途中の自販機で買っておいたペットボトルのジュースの蓋ふたを開ける。

「ピザ食べたから、喉のどが渇くよなあ」

「そ、そうですね……」

　米倉は下を向いて、ペットボトルを持ったまま蓋はあけないでいた。

「あ、あの、ごめんなさい」

　急に顔を上げて、そんなことを言う。

「えっ？　どうしたの？」

「かぐや姫を選んだ理由……、私、さっき嘘うそをつきました」

「へっ？」

　錦織はキョトンと米倉を見る眼めを瞬まばたきさせた。

「確かに高校生の演目として最適だと思って夏休みの間に書いた物ですが、一度は封印していました。いくら向いていても、閣下が劇なんてするわけがないと思っていましたから。それなのにあの脚本を出したのは、閣下の性格が変わったからです」

「はあ、なるほどな」

　錦織はうんうん、と頷うなずく。

「性格が変わって劇をすると思ったからお蔵入りにしていた脚本を出したんだよな。オレもそうかなあ、と思ってたんだ」

「でも、それだけじゃ、ないんです……」

　米倉は静かに首を振った。

「それだけじゃない？　何か他にも理由があるわけ？」

「……ええ」

　米倉は顔を強こわ張ばらせる。

「こんなことを言ったら、軽けい蔑べつされそうですが……、私がかぐや姫を提案したのは、劇を通じて生まれ変わった閣下が、クラスのみんなに受け入れられたらいいなって考えたから」

「へっ？　それでなんでオレが軽蔑しないといけないわけ？　輝夜がクラスに溶けこむのはいいことだと思うけど」

「ええ。それはいいことなんですが……。私はそうやって沢山の人との繋つながりを深めていくことで、閣下に今の生活に満足して欲しいなと」

「はあ、いいんじゃないか、それも？」

「……そうなれば、閣下はもう記憶を取り戻したいとは思わないんじゃないかって思いました」

　米よね倉くらは真っ赤な顔で大きな声を出した。

「えっ？」

　錦にしき織おりは米倉に向ける目を、大きく見開いた。

「ええっと、いや、でも、なんでそうなんだ？」

「そ、それはですね」

　米倉は頬ほおをさらに赤く染めながら、グッと息を飲みこんでいた。

「私は閣下の記憶が戻って欲しいと思ってましたし、今でも思っています。でも同時に、このままでもいいんじゃないかという、悪い気持ちも持っているんです。私たちのことも、錦織くんのことも忘れていて欲しいって」

「そ、そうなの？　なんで、どうして？」

「もちろん、閣下が元に戻りたいのなら、記憶回復のため努力したいと思います。でも、もし、閣下がこのままで良いと言うなら……、私は敢あえて、無理やり戻そうとしなくてもいいんじゃないかって。錦織くんは違うんですか？　昔の閣下に戻って欲しいですか？」

「ああ、もちろん」

　錦織は首を縦に振る。

「今だからはっきりと確信を持って言えるけど、オレは今の閣下を見ているのが辛つらい。どうしても戻って欲しい。だから、米倉が閣下の記憶が戻らなくてもいい、なんて言うのが、全然分からない。オレたちのことを忘れてもらいたいなんて……。どうして？」

　錦織は真剣な瞳ひとみで米倉をジッと見る。

「私が閣下に忘れたままでいて欲しいのは、特に錦織くんです」

　米倉は下を向きながら言う。

「だから、どうして？」

「それはですね……」

　米倉はモジモジと体を動かした。

「その理由は……」

　米倉の唇が小さく開いた、その時。

　顔を上げた米倉の瞳が大きく開いた。錦織の背後に視線が行っていた。

「どうしたの？」

　錦織は後ろを振りかえる。刹せつ那な、胸が強く高鳴った。輝夜かぐやが歩いていたのだ。一人ではない。伊い藤とうと一緒に。

「まじかよ」

　錦織は前を向くと下唇を噛かみ締めて、もう一度、後ろを向く。なぜか体中が焦あせっている。

　二人は広場から錦織たちの居る小道に向かってこようとしていた。錦織は立ちあがる。

「錦にしき織おりくん？」

　米よね倉くらが驚いたように、立った錦織の顔を見上げる。

「か、隠れよう」

「ど、どうしてですか？」

「いや……、なんとなく。気まずいだろ？」

「たしかに。そうかもしれませんね」

　米倉もベンチから立ちあがる。

　錦織と米倉はベンチ裏の林の中に入り、太い杉の木の幹に隠れた。

「そうか。今日は閣下のデートの日だった。モールから移動してきたのか？」

　苛いら立だたしそうに言う錦織の顔を、米倉は心配そうに見ていた。

　輝夜かぐやと伊い藤とうは、錦織たちが来たのと同じ、林の中の小道を歩いてくる。やがて、そのまま錦織たちが座っていたベンチの前に差し掛かる。

　錦織は幹から顔を半分だけ出して、二人の様子を窺うかがう。輝夜は作戦時の機能的過ぎる格好からは想像できないほど、洒落しやれた格好をしていた。秋らしいブラウンの巻きスカートにニーソックスを履いて、ブラウスに白のパーカーをはおっていた。伊藤はジーパンにジャンパーと、ラフだが自然体な格好をしている。二人は何やら会話をしながら、肩が触れるような距離を並んで歩いている。当たり前だが、手を繋つないではいなかった。

「一応、デートっぽい感じだよな」

　歩き去っていく輝夜の背中を追いながら、錦織はぶっきらぼうに言う。

「どうします？　追いかけますか？」

　米倉は錦織の顔をチラリと見る。錦織はグッと拳こぶしを握る。

「……お、追おう」

　ややあって、錦織は押し殺した声を出した。

「やっぱり、そうなりますか」

　米倉は小さくため息をついた。

「だって、見かけたからには追うしかないだろう。それにあの二人の関係は、閣下の記憶を取り戻す上でものすごく重要だし」

「……確かに、そうですね。分かりました。追いましょう」

　コクリと頷うなずいた。

　林から小道に戻り、輝夜たちの行った方向へ早足で歩く。道が林の中で曲がりくねっているため、既に二人の姿は視界から消えていた

「なんだか、閣下と一緒に行動するようになって、いつもこういうことをやっているような気がするんだが……」

「そうですね。お陰で尾行が得意になりそうです。将来は探偵になれますね」

　米倉は軽口を叩たたく。

「にしても、あの二人、こんな人の来ないようなところに行って何をするつもりなのかね？　結構、マニアックなゾーンだろ、ここ」

「さあ、どうでしょう」

「連れていってるのは伊い藤とうだよな。あいつ、邪よこしまな考えを持っているのではなかろうな？」

「そんなことはないと思いますが……」

　そんな話を交わしながら、錦にしき織おりと米よね倉くらが早歩きでしばらく道を進んで行くと、ようやく前方に輝夜かぐやと伊藤の姿が見えてきた。そこからは一定の距離を保って歩くようにする。

「あんま近づくと、輝夜に気づかれるからなあ」

　輝夜が動物的な勘の持ち主であることを、二人とも知っているのだ。

　やがて林が終わり、ひらけた場所に出る。芝生に覆おおわれた地面。入口近くに比べると狭いが木立に囲まれた広場だ。中央は盛りあがった高台になっていて公園内を見渡せる展望台になっている。場所が悪いせいか四人の他に人の姿はない。

　丘の展望台に向かう輝夜たちを追わず、錦織と米倉は展望台の真下にあるトイレの陰に身を隠した。真上を見上げる格好で、展望台の周りに張られた丸太の柵さくの脇わきに立つ二人の姿を確認できた。

「輝夜さん」

　展望台では伊藤が輝夜をボーッと見ていた。輝夜は風で揺れる髪を耳にかけながら、景色に目を向けている。

「伊藤、あれは、相当、参ってるな」

　錦織は米倉に囁ささやいた。不機嫌そうに口を結ぶ。

「二人とも、いい感じじゃないですか？」

　米倉は錦織に遠慮するように言う。

「そうかなあ。なんだか閣下がストーカーに見られているみたいで、気持ち悪い」

「そんなことを言ったら、伊藤さんに悪いですよ。もしかしたら、彼次第で、奇跡が起きるかもしれませんし……」

「奇跡が起きるって、つまり、閣下が興奮するようなことを伊藤が？　うわあ」

　錦織は渋じゆう面めんになる。それだけは見たくない。生理的な悪お寒かんのようなものが、錦織の体中を走る。唾つばを飲みこんで、もう一度二人を見る。

　不意に、伊藤がさりげなく輝夜の肩に手をやる。

　カッ――と、錦織の中で炎のような感情が生まれる。心臓が高速で鼓動を始める。

（あいつ、まじかよ!?）

　伊藤を睨にらむ。そして、高鳴る自分の心臓に驚く。

（てかっ、なんで、オレがこんなに興奮しないといけない？？）

　自分だけなのか、と、横の米倉を見る。米倉も顔を赤くして、輝夜と伊藤の姿をジッと見つめている。だが、米倉は錦織ほど息が上がってはいない。

（オレは米倉よりも興奮してる。なぜだ？）

　自問。だが、その答えは出てこなかった。再び顔を上げる。

　さらに心臓が高鳴る。

　伊い藤とうと輝夜かぐやが顔を向かい合わせていた。伊藤はテンパった顔で輝夜を見つめ、輝夜はキョトンと惚ほうけた顔を傾けている。

　そして、伊藤が両手を輝夜の肩に置く。

（このやろう、何をするつもりなんだ！）

　錦にしき織おりが胸の中で叫んだ時、

「!!」

　突然、突風が吹きぬけた。周囲の林から枝が揺れる音が聞こえ、落ち葉が舞いあがる。真っ青だった空に、西方から鉛色の雲がこちらに接近していた。

（始まった……のか？）

　錦織は米よね倉くらと顔を見合わせた。

（もしかしたら奇跡が起きるかもしれない――、そう、記憶を取り戻すような……。だがそれには、伊藤が輝夜に！）

　錦織は睨にらみつけるような目で、二人を見る。伊藤が輝夜の肩にかけた手を、ゆっくりと引こうとする。

（伊藤！）

　ドキン――。さらに錦織の心臓が高鳴った。同時に、空を覆おおう鉛色の雲の厚さが増し、明け方のような薄うす暗くら闇やみに包まれる。



    

  
    
      



    

  
    
      　伊い藤とうが輝夜かぐやの顔へ、汗が一杯に浮かんだ顔を近づけようとする。

「！」

　錦にしき織おりは右手をグッと、力をこめて握りしめた。

　同時に――。

　近くで、雷光が閃ひらめいた。真上を被おおう灰色の雲から雷が、バリバリと激しい音と共に近くの木に落ちる。

（来たかっ!?）

　錦織は息を止めた。もう真まっ平ぴらだ。このまま、本当に奇跡が起きて欲しい。奇跡が起きて、輝夜の記憶が完全に戻って欲しい。そして、輝夜に伊藤を拒絶してもらいたい。歯を食いしばって、そう心から願う。

　伊藤と輝夜のシルエットが重なろうとする。

　次の瞬間――。

　輝夜が、ひょいっとしゃがむ。肩に置かれた伊藤の手を逃れ、上体を落としたのだ。そして、右手で拳こぶしを握ると、伸びる脚のバネの力と一緒に拳を振り上げた。

　ガツン――。

　丘の下の錦織に聞こえたくらい、拳は見事に伊藤の顎あごにヒットする。伊藤はフラッと一度よろけた後、尻しり餅もちをついて倒れる。

「カエル飛びアッパ――！」

　輝夜は倒れた伊藤を指差して叫ぶ。

「デートはすると言ったけど、こんなことまでするとは約束してない！」

　はっきりと言う。その顔は赤くもなってなければ、汗もかいていない。ごく落ちついた表情そのもので。

　錦織は米よね倉くらと顔を見合わせて、目を瞬まばたきさせる。

（閣下は、やはり伊藤のことを好きになったわけじゃなかった）

　錦織の胸を、安あん堵どの感情が満たしていく。

　そして同時に、一つの疑問が湧わいた。

（でも、だったら、さっきの雷はなんだったんだ？）

　伊藤に迫られた最初から、輝夜の顔は穏やかに見えた。ずっと、何が始まるのか分からないような顔をしていた。変なことが起きる寸前の輝夜の表情を、錦織は何度も見ていた。怒りに燃えていたり、差し迫る危機に絶望していたり、確実に冷静ではない。にもかかわらず今回は、落ちついていたのに雷が落ちた。

　錦織は再び空を仰ぐ。公園を覆おおっていた雲は消え去り、風も止まり、穏やかな陽ひの光が降り注いでいる。

（なんでだ？？）

　頭の中で、現象を説明できる仮定を沢山立てる。だが、何一つとして、自分の納得のいく答えに辿たどりつかない。

「ああ、今の台詞せりふやりなおし！　……ええっとこんな時はなんて言うんだっけ？」

　頭上で、輝夜かぐやが思い出したように手を叩たたいていた。

「み、見そこなわないでください！　私はそんな軽い女じゃないんです！」

　もう一度、ビシッと伊い藤とうを指差していた。

「今の台詞……」

「『恋愛現代』にありましたね……」

　錦にしき織おりと米よね倉くらは何とも言えない表情で顔を見合わせた。輝夜は恐らく漫画で仕入れた知識から鑑かんがみて、現状であれだけの接近は無し、と思ったのだろう。

「じゃあ、伊藤くん。私はこれで帰るから」

　輝夜はバイと言って、回れ右をする。長い髪がフワリと揺れる。地面に倒れたまま、手を伸ばして引きとめようとする伊藤は少し哀れに見えた。

　輝夜がいなくなり、さらに傷心の伊藤がとぼとぼと帰った後も、錦織は米倉とトイレに隠れていた。

　二人とも疲れたような顔で、虚こ空くうを見つめている。

「奇跡、起きませんでしたね……。もう少しだったんですが」

　米倉が顔を上げた。

「伊藤さんが常識以上に積極的に動いたお陰で、予定以上に関係が進みそうだったのですが……。さすがの閣下も、仮のデートでアレは駄目って分かったみたいですね」

「いや、それよりも……さっきの雷……」

　錦織は険しい顔で言う。

「えっ？」

　顎あごに手を当てて考えこむ錦織を、米倉は不思議そうに見る。

「どうかしたのですか？」

「いや、閣下はあの時、大して興奮してなかったよな。なのにどうして起きた？　どうして雷が落ちたんだろう？」

「それは……、表面上は落ちついて見えただけで、実は興奮していたんじゃないですか？」

「確かに、その可能性はあるけど」

　それで説明がつかないことはない。だが、どこか納得できない気がする。見落としていることがあるような。

　錦織は鋭い眼光を、芝生の地面に向ける。

「錦織くん……、今日はこれから、どうしますか？」

　米倉が、心配そうに錦織を見ていた。

「お散歩、続けますか？」

「えっ？　ああ」

　錦織は少し焦あせりながら、頷うなずく。

「もちろん。閣下もいなくなったし、オレたちはオレたちの散歩に戻ろうぜ。まだ紅葉、見えてないしさ」

「そうですね」

　米よね倉くらはホッとしたように胸を押さえ、それから微笑ほほえんだ。

　その吸いこまれそうな笑顔に、錦にしき織おりはモヤモヤで一杯になった心が、微ひそかに洗われるような気がしてならなかった。

　

　

「今日はなんか、色々あったな――」

　夕ゆう陽ひで橙だいだい色いろに照らされた住宅街を錦織は歩く。考えてしまうのは、少し前まで公園で一緒にいた米倉のことではなく、輝夜かぐやのことだ。

　輝夜と伊い藤とうの顔が重なりかけた光景が、頭の中でリフレインしている。

（すげえ、ビビッた。停止するんじゃないかってくらい、心臓がバクついた）

　輝夜のことでどうしてあそこまで心が乱れたのか、錦織は不思議でならない。だが、それを考えたくない気もする。ただ、今でも、輝夜たちになにもなくてホッとする気持ちが、心の中に残っていることは事実だった。

　家の近くの曲がり角を曲がる。

　ピタリと足を止めた。なんでだ？　と思う。

　家の近くの電信柱のそばに、輝夜真ま央おが佇たたずんでいたのだ。

（なんで、輝夜がオレの家に？）

　偶然、この辺に来たということはないだろう。錦織の家を目当てに来たに違いない。

　少し悩んだ末、錦織は輝夜に近づいていく。

「お、おい。閣下」

　輝夜が驚いた顔で振りかえる。

「ハ、ハラグロくん。どうしてここに？」

「それはこっちの台詞せりふだっつーの」

　錦織は肩をすくめる。

「オレは外出した帰り。そこがオレの家なんだよ」

「えっ、そうなの!?」

　輝夜は驚きの声を上げる。

「閣下、知らずに来たのかよ？　こんな所に？」

「私も外出していたのだけど、用事が思ったより早く終わって……、フラフラと歩いていたら、いつの間にかここに来てた」

「いつの間にかって……、そんな偶然」

　錦織は眉まゆをひそめる。

「もしかしたら、微かにオレん家ちの場所の記憶があったのか？　記憶不全になる前の閣下は、うちに来たことがあるからなあ」

「あ、もしかしたら、そうかもしんない」

　輝夜かぐやはアハハと笑う。錦にしき織おりはその輝夜の顔を、思わず見つめてしまう。夕ゆう陽ひに照らされたその顔はものすごく可愛かわいかった。

「こ、ここで会ったのもなんだしさ。ちょっと話すか？」

　錦織はチラッと輝夜の表情をうかがう。

「うん、いいよ」

　輝夜は嬉うれしそうに頷うなずく。

「悪いが家の方は、今はちょっとまずいんだ。公園でもいいか？」

「りょーかい」

　輝夜はコクリと再び頷いた。

　錦織は輝夜を近くの公園へ連れていく。住宅地の真ん中にある、小さなものだ。滑り台にブランコ、砂場と必要最低限のものしかない。時間が微妙に遅いため、いつも甲高い声を上げている子供の姿はなかった。

　錦織と輝夜はブランコに並んで座る。

　輝夜は座ったまま、少し考えている様子で地面を見つめたまま、何も喋しやべらない。天然で明るい、記憶喪失後の輝夜の雰囲気ではない。

「なんか暗いな。どうしたの？」

「ええ、ちょっとブルー気味かな」

「なんで？　……今日は伊い藤とうとデートだったんだろ？」

「えええっ、なんで知ってるの？」

　輝夜は目を丸くして顔を上げる。

「い、いや、秘密基地で前に言ってたじゃん。日曜に誘われたって」

　実は近くにいました、という話はしない。

「えっ？　あっ、そういえば言ったかも。私、健忘症かな？　記憶不全真っ最中の上に」

　てへっと舌を出す。

「デート、なんかダメだったのか？」

　錦織は輝夜の顔を見ながら言う。

「特にダメだったわけじゃあないんだけど」

　輝夜はハアとため息を出す。

「やっぱり、情けでデートの誘いを受けるもんじゃない、と思った」

「なんだよそりゃ。まあ、オレは最初からそう言ってたけどな」

　錦織は鼻を鳴らす。

「ねえ、ハラグロくん」

　輝夜は錦織の方を向く。

「おう、どうした？」

「記憶を失う前の私とハラグロくんって、どういう関係だったの？」

「えっ？」

　急に聞かれ、錦にしき織おりはドキッとする。

「どういう関係って……言われても。前にも言ったように、閣下と参謀の関係だな」

「それだけ？」

　輝夜かぐやは下唇に指を当てる。

「それだけって……。なんでそんなことを聞くんだ？」

「その、今日、いつの間にか、ハラグロくんの家に足が向かってたし。偶然じゃなくて、昔の記憶を辿たどってここにきたのだったら、私にとってハラグロくんは、なんでも相談できるような関係だったのかなあっ、と。もっと言えば、恋人同士だったんじゃないかなって？」

「こ、恋人同士!?」

　裏返った声を上げた。

「い、いや、違う恋人同士じゃあ、なかった」

　ブンブンと首を振る。

「でも、そうだな。ある意味、閣下がオレになんでも相談していたのは確かだ」

「やっぱり、そうなんだ」

　手を合わせた。

「でもそれだったら、どうして恋人にはならなかったわけ？　漫画ではなんでも相談できる相手というのは、最終的にはそういう関係になるものじゃない」

「どうしてって言われても……。オレと閣下は主従関係だったから。恋人同士にはなれない感じだったんだよ」

「恋はそういう身分のようなものを越えて成立する、と描かれてあったけど」

「だから、それは漫画の世界だけだって」

　錦織はハアとため息を出す。

「ふうむ。不思議だなあ。ハラグロくんは割とイケメンで性格もいい上、なんでも相談できたのに恋人同士じゃなかったとは。実に妙だ」

「そうそう漫画のようにはいかんよ。あと、オレの性格はよくない」

　鼻を鳴らす。

「じゃあ、錦織さんにとって、私はどういう人だった？」

「オ、オレにとって？」

　錦織は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ハラグロくんにとっても、私はなんでも相談するような相手だった？」

　輝夜は興きよう味み津しん々しんな様子で、目を輝かせる。

「い、いやあ。相談相手ではなかったかな。どちらかというと」

「そっか」

　残念そうな声を出す。

「いや、でも、頼りにしてなかったとか、そういうわけじゃあなくてさ。だって、さっきも言った通り、オレと閣下は主従関係にあったから。そんな、軽軽しく相談なんてさ」

　錦にしき織おりがパタパタと手を振ると、輝夜かぐやは「なるほどお」と頷うなずいていた。

「あのお、……ぶっちゃけで教えてよ」

　輝夜は再び、錦織を見つめる。

「お、おう」

　錦織は身構えた。

「今の私と、記憶を失う前の私、ハラグロくんは、どっちが好き？」

「ええっ！」

　錦織は裏返った声を上げる。

「それって、人としてどっちが好きかってことだよね？」

「別に人としてでも、異性としてでも、どっちでもいい、かな」

　輝夜は口を結ぶ。

「そっか。どっちでもいいんだな。じゃあ、オレとしては……」

　ゴクッと唾つばを飲みこんだ。それから輝夜を見る。

「オレは、昔の閣下が好きだ」

　はっきりと言う。その瞬間、輝夜の顔に失望が浮かぶ。

「そうかあ。ガックシ」

「えっ、なんでそこで、ガックシになるわけ？　閣下、記憶を取り戻したいと思ってないの？」

　錦織は焦あせりの声を上げる。

「まだよくわからないのよ。取り戻したいような気もするし、取り戻したくない気も……」

「えっ!?　マジで？」

　錦織は驚きの声を上げた。

「だって、今の生活にも満足しているもの。知り合いがどんどん増えてきてるし。文化祭の劇の練習も楽しいよ」

「そ、それはそうかもしれないけど。じゃあ、記憶を失う前の閣下と、オレや米よね倉くらたちの関係は元に戻らなくていいってこと？」

　錦織は声を大きくした。

「ハラグロくんたちは、みんないい人だし。新しく関係を作ることもできるかもって」

「違うんだって」

　首を大きく振る。

「オレたちと閣下の関係は普通と違うの。前の閣下だからこそ、成り立っていたの！」

「でも……、今の私は、昔の私じゃあない」

　寂しそうに言う輝夜の横顔を見ながら、錦織は衝撃を受けていた。まさか輝夜が必ずしも記憶を取り戻したいと思っているわけではないとは思わなかった。

（輝夜かぐやはもう、オレや米よね倉くらたちのことは、どうでもいいんじゃないのか？）

　そんな気さえする。

　錦にしき織おりがどんよりとした顔を下に向けていると、輝夜が慌てて首を振った。

「いや、でも、絶対に今のままでいたいってわけじゃないよ。ただ、悩んでいるだけ」

「……そういうとこが、違うんだよなあ」

　錦織は輝夜に向かってため息を吐つく。

「昔の閣下は、今みたいなフォローをしたりはしなかった」

「だって、今は違う人なんだから、仕方がないじゃない。ぶう」

　不満そうに頬ほおを膨らませる輝夜を、錦織は複雑な表情で見ていた。



    

  
    
      
５　よねくらくい――ん



「とまあ、こういうことがあったわけだ」

　明けた月曜日の放課後である。錦織と米倉は六りく道どう、弓ゆ削げを秘密基地に集めて、公園であったできごとを説明していた。特に、伊い藤とうと輝夜の間であったことについて、二人が見たことをそのまま話す。

「つまり、まとめるとだ。恋愛突撃野郎の伊藤が閣下に迫ったが、閣下は華麗にスルーして、何も起こらなかった。もしかしたら、伊藤を使って閣下に奇跡を起こさせるのは、無理かもしれない」

　基地の一番奥の場所に立ち、錦織はぶっきらぼうに話す。

「ふーん、なるほどねえ」

　相あい槌づちを打ちながら、六道が意味ありげに目を細めた。

「む、なんだ六道。なに気持ちの悪い笑みを浮かべているのだ？　さてはまた、好ましくない妄想の羽を広げているのか？」

「いや、錦織くんがなんだか嬉うれしそうだなあ、と思って。伊藤くんラブラブ作戦が失敗したのがそんなに嬉うれしかったのかなあと？」

「べ、別に、嬉しかったわけじゃない！」

　錦にしき織おりは顔を赤らめながら、首を振った。

「ただ、やはり、無理やりひっつけたような恋愛で、閣下がドキドキすることはないということが証明された、と言ってるだけだ」

　不愉快そうに唇を結ぶ。

「あたしはそれよりも、なぜその場にあいふぉんがにしぽんと一緒にいたのか、気になる」

　弓ゆ削げが怪しむような顔をする。

「おお、確かに、そこはスルーしそうになってた」

　六りく道どうと弓削が同時に米よね倉くらの方を向く。当人は桜の花弁のように、ほんのりと頬ほおを染めていた。

「ああ、それは、オレが米倉の描かいた漫画を読ませてもらっていたんだ。言ってなかったかもしれないが、オレは以前から米倉の漫画を読んで、感想を述べさせてもらっていたんだ。いや、マジで」

「漫画読むのになぜに公園？」

　弓削が顔をしかめる。

「そ、それは、大自然の中で読んだ方が、よい発想が出てくるかもしれないからに、き、決まってるじゃないか」

「苦しいなあ」

「く、苦しくなんてない。とにかく、それが事実」

「はいはい。漫画漫画」

　弓削は頬を膨らませる。

「そ、それよりもだ！」

　いやな空気をはね飛ばすように、錦織は大きな声を出す。

「伊い藤とうを利用したラブラブ作戦が失敗した以上、新たな作戦を考えないといけないんじゃないか、と思うんだ。閣下の記憶を取り戻すための。だから、みんなの意見をぜひ聞かせて欲しい」

　錦織は一人一人の顔を見ていく。

「それも、本当に閣下の記憶を取り戻した方がいいかどうかも、含めて言ってくれると、有難いかな」

「戻した方がいいかどうか？」

　六道が不思議そうな顔をする。

「そりゃ、戻った方がいいんじゃないの？　そういうことで作戦を考えてきたんじゃん」

「それはそうなんだが、閣下って、今の生活に結構、順応してるだろ？　演劇だって真面目まじめにやっているし、友達だってできるかもしれないし、新世界構築だなんて、非社会的なこともしなくなったし……。ぶっちゃけ、このままの方が、閣下にとって幸せかもしれないんじゃないかと……。と、そういう意見もありえるだろう？　だから、みんなの意見をいま一度聞いておきたいんだ」

　言いながら、錦にしき織おりはチラリと米よね倉くらの顔を見る。米倉は口を小さく噛かんで、気まずそうな顔をしていた。

「じゃあ、まず、六りく道どうから」

　六道の顔を指差す。

「えっ？　指名制!?」

「だから全員の意見を聞きたいっていっただろう？」

「それはそうだけど……。まあ、いいや、分かった。じゃあ、六道の意見だけど、六道はやっぱり閣下には昔の閣下に戻って欲しい。一緒に新世界構築を目指していきたい。これはたぶん、みんな思っていることだと思う」

「いつから、そんな新世界構築信者になってたんだよ、六道。ありし日の閣下が聞いたら喜んでいることだろう」

　錦織はわざとらしく目を細めた。

「で、方法なんだけど……。う――ん、奇跡を使う方法は間違ってないと思うんだけど……、あ、こういうのはどうかな？」

「なんだ？　また良からぬ方法か？」

　錦織は怪しむように顔をしかめた。

「恋愛系で興奮させるのは諦あきらめたよ。代わりに危険系な方向で、閣下を興奮させるの。つまりデインジャラス作戦」

「危険系？　デインジャラス？」

「つまり、ものすごくピンチの時だって、変なことは起きてるじゃん。それを六道たちの手で引き起こすのよ」

「……具体的には？」

「閣下の目の前で、錦織くんを校舎の屋上から突き落とす！」

　六道は両手を前に突き出す仕草をした。

「それでオレはどうなるんだ？」

「そりゃ、落ちるでしょ。普通」

「死ぬじゃないか！　オレが」

「大丈夫。バンジージャンプ用の紐ひもをつければビヨ―――ンと伸びて、すぐに戻ってくるから。かなり安心」

「なにがビヨ―――ンだよ。一歩間違えれば、激突。二歩間違えたら即死じゃないか。却下だ却下！」

「え―――、いい方法だと思うけどなあ」

　六道は腕を組んで、不満そうな顔をする。

「はい、次。米倉はどう思う？」

　錦にしき織おりは遠慮がちに米よね倉くらを見る。米倉は下を向きながら小さく口を開き、モゾモゾと話し始める。

「わ、私は……、実は最近は、無理に記憶を戻さなくてもいい、とも思っています。閣下は今の生活に満足しているように見えますし」

「ええ、あいふぉん、そうなの!?」

　六りく道どうが驚きの声を上げる。

「ただ、そのことについては、輝夜かぐやさんの気持ち次第だとも思います。もし、今の自分がよいというのであれば、それでいいと思うし、もし戻りたいというなら、私たちにはそれを治す義務があると思います」

　米倉が頷うなずくと、弓ゆ削げが手を挙げた。

「あたしもあいふぉんと同じかなあ。治すかどうかは閣下の気持ち次第でしょ。そりゃ、治す方法が分かっているんなら、簡単に試せばいいと思うけど……。もう記憶を失ってから、時間がかかり過ぎてるよね。治す方法だけど、とにかく待って、自然に治るのに期待するのもありなんじゃない？」

　肩をすくめた。

「ええっ？　まさかの一対二？　意外とみんな、閣下に記憶を取り戻して欲しくないんだ。かなり信じられない」

　六道が軽くショックを受けていた。

「まあ、今の閣下が意外といいヤツだからなあ。クラスにも溶けこんでいるし。その気持ちも分かるだろう、六道？」

「そういう錦織くんはどうなの？」

　六道はチラッと錦織の表情を窺うかがった。

「オレは……」

　錦織は両手を机について、皆を見まわした。

「実は、これはまだ誰だれにも言ってないことなんだけど。日曜日の夕方、閣下とさしでちょっと話したんだ」

「えっ？」

　米倉が驚いた顔をしていた。

「その時に、みんなが気にしてる閣下の意志ってやつを聞いたんだが……、閣下は今のままでもいいかもしれない、って言ってた。今時点では、記憶をどうしても戻したいと思っているわけじゃないって」

　その瞬間、米倉、六道、弓削の顔に衝撃が走る。六道は「そんなあ」とべそをかく。

「じゃあ、錦織くんは記憶を取り戻さなくてもいい派なの？　もうこのまま、普通の閣下でいて欲しいってこと？」

　六道は不安そうな顔で尋ねる。

「いや、オレは、よく分からない。まだ自分の中で結論が出ていないんだ。だけど、確かに閣下は、今の生活に満足していると思う。自分でもそう言ってたし。だったら、わざわざ記憶を取り戻して、元の修しゆ羅らの世界に引きずり戻す意味って、あんのかな？　それってオレたちのエゴだったりしないのか？　とも思う……。本当に閣下は戻って、幸せになるのかなって。そう思っているのはオレたちだけじゃないのか？」

「そ、それはそうかもしれないけど」

　六りく道どうが俯うつむいてしまう。

「しかも、記憶を取り戻す確たる方法が分からない。しかも、閣下、いや、もう閣下って呼び方も変だよな。輝夜かぐやも、今のままでいいと思い始めている。だったら、オレたちが必死になって記憶を呼び戻そうとしなくてもいいんじゃないか？　最近、そう思わなくもないんだ」

「でもさ」

　六道は立ち上がる。

「閣下の気持ちは分かったし、いい治療法がないっていうのも分かるけど、六道たちの気持ちはどうなのよ。わがまま言っちゃ駄目かな？　今まで、閣下のもとに集まって、ワイワイやってたあの時間はなんだったの、って話にはなんないの？　エゴでもいいじゃん。六道はあの時間が好きだから、あの時間を取り戻したいから、閣下には戻って欲しいよ。六道は本気でそう思うよ」

　六道が珍しく大きな声を出した。

「それに、閣下が現状に満足しているのだって、記憶を失う前のことを知らずに言ってるだけじゃん。もしかしたら、記憶を失う前の方が、日常に満足してたかもしれないよ？　少なくとも六道にはそう見える」

「……」

　錦にしき織おりは黙って腕を組んでいる。

「本当は錦織くんだって、メチャクチャ治って欲しいと思ってるんでしょ？　いつものように、ひねくれちゃっただけなんでしょ？　いや、絶対にそうだ」

　六道は尖とがらせた口を錦織に向ける。

「断定されちゃったよ」

「だって、錦織くん、閣下と一番仲良しだったじゃん」

「仲良しって、オレ、子供かよ……」

「じゃあ、一番、閣下に目をかけてもらってたじゃん」

「その言い方もどうかと思うが……。そりゃあ、最初の部下だったことは確かだ。そこを否定する気はない」

「だったら治ってもらいたいでしょ？」

「だから！　そこんところが、よく分からなくなってきたんだよ。だから、あんま言わないでくれよ、ホントにオレだって混乱しているんだから」

　錦織も昨日、輝夜に会うまでは、記憶を取り戻したいと思っていた。だが、米よね倉くらや輝夜の話を聞いている内に、心が揺らいできた。

　六りく道どうはさらに何か言おうと口を開いたが、何も言わず閉じて椅い子すに座る。

　ひっそりとする秘密基地。全員が顔をうつむけて、何も言わないでいた。

　ややあって隣の生物資料室で音がした。錦にしき織おりたちはハッと目をドアへ向ける。やがてドアは開き、輝夜かぐやが入って来た。

「あれ？　今日はどうしてこんなに静かなの？」

　輝夜は基地に入ってくるなり足を止め、不思議そうに秘密基地の中を見まわし、目を細めた。

「いや、特に理由はないんだけどさあ」

　錦織がパタパタと手を振る。

「そっかあ」

　首を傾かしげながら、秘密基地を縦断して一番前の席に座る。再び部屋は沈むように、静寂に包まれる。

「そ、そういえば」

　静けさに耐えられなくなったように、六道が口を開いた。

「閣下。伊い藤とうくんとのデートはどうだった？　今後はあるの？」

　錦織が「そこに触れるかよ」と呟つぶやき、渋い顔をする。

「デートは普通。今後は……」

「今後は？」

　さらに聞く六道を、錦織が軽く睨にらみつける。輝夜が爽さわやかに、かっこよく前髪をかきあげる。

「たぶん、二度とデートはないかな。元々、一度きりの約束だったし。伊藤くんには、もう誘わないで欲しい、って伝えたよ」

　一瞬、時の流れが止まる。

「えっ!?」

　錦織たちは一斉に驚きの声を上げた。

「なんで、どうして？」

「なんか理由はあるの？」

　弓ゆ削げや六道が疑問の声を張り上げる。

「も、もしかして、強引に唇……んぐんぐ」

　言おうとした六道の口を、錦織が押さえる。

「デート、巧うまくいかなかったからですか？」

　米よね倉くらが言葉を選んで尋ねる。

「それもあるけど。最大の理由は、言うなれば、なんというか、うん、そうだ。悲しいすれ違いというヤツ」

　残念そうに首を振る。

「すれ違いといいますと？」

「デートの間、伊い藤とうくんはずっと私を見ていたけど、実は、見ていたのは記憶を失う前の私でした。だから、デートの打ち合わせの時から、前の私と比較するようなことを何度も言われたし。実はそれが、私にとって、か・な・り、イマイチだった。もうやめてって感じだった」

　輝夜かぐやは軽く目を尖とがらせた。

「もちろん、伊藤くんは以前の私しか知らないから仕方がないんだけどね。でも、ともかく、伊藤くんが告白した相手は、記憶を失う前の私ということが分かっちゃったのよ。だから、予定通りデートは一度切りにしたわけ。まとめると、輝夜、初恋ならず、という感じかなあ」

　あっさりと言う。

「そ、それは……。閣下が記憶を失う前の姿と比較されるのは、以前のキャラクターが強烈でしたから。ある程度、仕方がないのでは？」

　米よね倉くらが伊藤を庇かばうように言う。

「それは分かるけど……。伊藤くんだけじゃなく、以前の私を知る人は、みんな、今の私と比較するし。ハラグロくんたちだって、そうだし」

　輝夜は不満そうに言う。

「それはそうですが、それは私たちが前の閣下と特に親密でしたから、仕方がないことかもしれません。ですが、だからって、今の閣下を見てないということはないですよ。これは本当に」

「う――ん、そうかなあ」

　輝夜は納得がいかなさそうな顔をする。

「……そういえば、私の記憶を取り戻そうという作戦はどうなっているのですか？　巧うまくいきそうなんですか？」

　上目遣いで錦にしき織おりを見る。

「それを今、話しあっていたところなんだよ」

　錦織は小さく首を振った。

「その件で閣下、教えて欲しいのですが……。錦織くんから聞いたのですが……、閣下があまり記憶を取り戻したくない、と思っているのはホントですか？　今のままでいたいのですか？」

「えっと、それは、う―――んと」

　輝夜は唇の下に指を当てる。

「実はまだよく分かんない」

　輝夜以外の全員が、ガクッとなった。

「戻りたいかもしれないけど、だけど、戻らなくてもいいと思っている自分もいるの。困ったことに」

　ハア、とため息をつく。

「ただ、完全に新しく生まれ変わっても、それはそれでいいんじゃないかという気もする。記憶を失う前の自分が、どうして新世界構築を目指したり、不思議な性格だったりしたのか興味はあるけど、どうしてもそんな自分に戻りたいってわけでもないし。両方とも本当の気持ち」

「ええ――、閣下……」

　六りく道どうが残念そうな声を出した。

「ただ、もし生まれ変わるんなら、昔の自分を知る人の多いここよりも、誰だれも知らない場所の方がいいかな、って最近、思う」

　輝夜かぐやは遠くを見るように目を細める。

「ええっ？　そ、それって、この学校から転校するってこと？」

　六道が大きな声を上げる。錦にしき織おりも「えっ？」と輝夜を見つめた。

「いやいや。ただ、そういう方法もあるかな、と考えただけ。でも、そんなに悪いことじゃないんじゃない？」

　輝夜はパタパタと手を振る。

「いや、閣下、そんなこと言わずにさ。ここに残って、記憶を取り戻そうよ。今の閣下もかっこいいけど、昔の閣下はもっと面白かったよ」

　六道は輝夜にかけより、その手を握りしめた。

「う――ん。どうするのがいいのかなあ」

　体を揺らされながら、輝夜は悩ましい声を出していた。

　

　

　再び静かになった秘密基地に、女子＋一人が残っている。米よね倉くらと六道、そして弓ゆ削げだ。輝夜が帰宅し、錦織も生徒会に行ってしまい、三人だけになったのだ。全員、何か言いたげな顔を机に向け、重苦しい空気が部屋に充満していた。

「あたしも帰ろうかな……」

　弓削がポツリと言って立ち上がる。鞄かばんを持ち、「じゃあ、また明日ね」と、静かに基地の出口へ向かおうとする。

「おまちくだせえ！」

　顔を上げた六道が叫ぶ。

「うん、待つ」

　弓削はすぐさま戻ってきて椅い子すに座る。

「このまま閣下を放ほうっておくのはダメだと思う」

　六道は椅子の上に立ち上がった。

「六道としては、やっぱり閣下にはなんとしてでも記憶を取り戻して、元のかっこいい、最強伝説をひた走る閣下に戻ってもらいたい。だって、このままじゃ本当に閣下、転校しちゃいそうじゃん。それは、本当は錦にしき織おりくんだって、あいふぉんだって、みっちーだってイヤでしょ？」

　弓ゆ削げは手を挙げる。

「さっきも言ったけど、あたしは微妙かな」

「そこが六りく道どうには分かんないんだけど」

「だってかぐやんがにしぽんのことを忘れている方が、あたしたちにとって都合のいいことだってあるじゃん」

　六道に向かって、顔を上げる。

「へっ？　なんで？」

「も――う。ろくちゃんはホントにいい子だなあ。だってさ。記憶を失う前のかぐやんって、どう考えてもにしぽんのこと、気にしてたじゃん。それはろくちゃんだって分かるよね？」

「うん、そうだけど」

「でもって、にしぽんの方だって、かぐやんのこと、やっぱり気にしてたじゃん。かなり意識してたよね」

「うん、それもそう」

「それなら、天然のろくちゃんでも、分かるんじゃないの？　かぐやんが忘れている方がいいって理由」

　六道は顎あごに手を当てて考えた後、ポンと手を打った。

「まさか、閣下が記憶を失っていたら、ライバルが減るってこと？」

「露骨に言うと、そうなるかな。ってか、ろくちゃん、気がつくのが遅いなあ。ホント、天然だなあ」

「いや、でも……。あいふぉんもそうなの？」

　下を向いたままの米よね倉くらを見て、六道はショックを受けた表情になる。それからプルプルと顔を震わせると、

「ふ、二人とも！　そんなんでいいの!?」

　バ――ンと机を叩たたいた。

「確かに、閣下は錦織くんのこと気にしてたよ！　でもって、錦織くんだって閣下のこと気になってる。それは鈍い六道だって分かる！」

　グッと拳こぶしを握る。

「でもだからって、閣下がいなくなって欲しいなんて、単純過ぎだよ！　そんなに世の中はシンプルじゃないっ!!」

　六道は本気で怒った目で米倉と弓削を睨にらむ。

「そんな逃げの気持ちじゃ、閣下がいなくなっても、錦織くんと仲良くなんてなれないよ！　閣下に勝って、錦織くんのハートを奪うくらいの自信もなくて、錦織くんのハートを射抜けるわけないじゃん！」

　米よね倉くらと弓ゆ削げはハッとしたように顔を上げた。

「六りく道どうは意地でも閣下の記憶、取り戻すから。誰だれも協力してくれなくても、たった一人でも、昔の閣下を復活させるんだもん。その上で、閣下に勝って、錦にしき織おりくんとラブラブになるから！」

　六道は目に浮かんだ涙を散らしながら、大きな声で叫んだ。

「……そうですね。かなめの言う通りです」

　米倉が静かに言う。

「閣下が記憶を失っている間に、錦織くんと仲良くなりたいなんて甘い考えでした。そんなんじゃ、絶対に閣下には勝てないですね」

　六道を真面目まじめな顔で見つめる。

「ごめんなさい、かなめ。私が悪かったです」

　ゆっくりと頭を下げた。

「そだね。あたしも、ちょっと安易なこと言ってたかも。閣下がいなくなったからって、にしぽんが自分の方を向くとは限らないもんね。ごめん」

　弓削もペコッと六道に謝った。

　六道は情けない顔で二人を見ると、

「ううう、二人なら分かってくれると思ってたよお」

　米倉に抱きついてベソをかいた。

「じゃあ、ここにいる三人は、閣下の記憶を取り戻すために、協力しあう方向でいいよね？　決まりだよね？」

　六道は、米倉、弓削の顔を順に見た。二人はコクリと首を縦に振る。

「でもさあ。協力したいのはやぶさかでないんだけど……、具体的に記憶を取り戻す方法がないのは、仕方がないよねえ」

　弓削が肩をすくめる。

「ないわけじゃないよ。さっき六道が言ってたアレ。試してみるのはどう？　個人的にはかなりの自信作です」

　六道はギラリと目を光らせた。

「あれって、錦織くんをピンチにする方法ですか？」

　米倉が少し不審な顔になる。

「そうそれ。過去の奇跡の発動を振りかえってみると、破は廉れん恥ちカンカン砲よりも、ピンチの時に起きた方が多いんだよ」

「確かに……。それは、そうですね」

「今まで、ずっと閣下をドキドキさせる方向でやってきたけど、六道たちの手で錦織くんをピンチにする方が、ずっと可能性高いと思う」

「う―――ん」

　弓削と米倉は腕を組む。

「一つ気になるのは、今の閣下でも錦にしき織おりくんの危機を見て、心を動かすかどうかですが……。意外となんとも思わなかったりして？」

　米よね倉くらは不安そうに目を細める。

「大丈夫。記憶喪失後も、閣下にとって錦織くんが赤の他人ってことはないんだから。ピンチになったらドキッとするでしょ」

「そうですね……。一度、反応を見るだけでもいいかもしれません。……では、どうやって錦織くんをピンチにしますか？　本当に危ないのは駄目ですし、かといって、安全過ぎても閣下は興奮しないでしょう」

「つまり、にしぽんを安全かつ瀕ひん死しな状況に追いこむってことだね。なかなか難しそうじゃん」

　弓ゆ削げが急に興味を持ったように、身を乗り出した。

「そうなんです。その辺の微妙な見極めが重要なんです。……で」

　六りく道どうは頷うなずくと、ニヤリと笑った。

「だから肉体より、内面からえぐるような攻撃がいいんじゃないかな、と」

「内面からえぐる！」

　米倉が心配そうな声を出す。弓削は六道と同じような怪しい笑みを浮かべて、目を輝かせた。

「具体的には、なにを？」

「それはね……」

　六道の説明を聞いていくうちに、米倉の顔はみるみる赤くなっていった。

　

　

「なんだよ、あいつ。急に呼び出したりしてさ」

　錦織はブツブツ言いながら、生物資料室の中へ足を踏み入れる。秘密基地には前日にきたばかり。その日は来るつもりはなかったが、放課後、生徒会室へ向かっていると急に六道から呼び出された。

　カビの匂においのする資料室を通って、秘密基地の前に立つ。ドアを開けると、基地の中は真っ暗だった。

「呼びつけたくせに、誰だれもいないし」

　不満そうに口を尖とがらせた時、パチッと明かりが点つき、女子制服に黒マントに真っ黒な覆面という格好の少女が三人、姿を現した。見るからに怪しげな格好。しかも、三人の手には鞭むちが握られていた。

「なんか部屋、間違ったみたいだ。じゃっ！」

　すぐに錦織が回れ右をしようとしていると、覆面二人が走ってきて、その腕をギュッと掴つかんだ。

「てえっ！　なにすんだよ。ってか、すごい力だな！　六道と弓削！」

「我々は六りく道どうと弓ゆ削げではない！」

　二人のうち、胸が無い方の黒装束が叫ぶ。声は明らかに六道のものだ。

「われわれは、“〝あいふぉんくいーんさま”〟に仕える、しもべ一号と！」

「二号だ！」

　二人は叫ぶ。

「どういうノリだよ。ってか、あいふぉんくい――んってまんまじゃないのか？」

　錦にしき織おりは部屋の奥に立つ、同じく覆面にマントをつけているが、二人とは比べようもないくらい豊満な胸を持つ少女へ、目を向けながら言う。

「しのごの言わず、ついてこい！」

　二人は強力な力で錦織の腕を引く。錦織は抗あらがうこともできずに米よね倉くらの前まで連れていかれ、正座させられた。

「よ、よねくら？」

　錦織はきつそうな顔で米倉を見上げる。

「わ……わたしは、よ、米倉、などでは、ないっ！」

　震える声で言った。教育ママのとんがった眼鏡のような覆面で隠れていない頬ほおが、羞しゆう恥ち心しんで真っ赤になっていた。声は上ずり、明らかに恥ずかしがっていた。

「わたしはあぁぁ―――、サディスティックな女王、あいふぉ――ん、く、くい―――ん!!!」

「クイーン？　はっ？　米倉……、大丈夫か？」

　哀れむような目で、米倉を見上げる。

「口を慎め！」

　しもべ一号こと、六道が錦織の横の床を鞭むちで打つ。空気を切り裂く音に続き、ピシッと乾いた音が上がる。

「すごい音がしたんだけど！　当たったらメチャ痛そうなんだけど！」

「打たれたくなかったら、我々の言うことを聞くがいい」

　再び鞭が床を打った。

「分かった。従うから、その物騒な物を鳴らすのはやめてくれ!!」

　錦織は悲鳴を上げる。

「よし。ならばまず、あいふぉんくい――んさまの上履きを、舐なめるがいい！　ペロペロと舐めて差し上げろ！」

　一号がビシッと錦織を指差した。

「はあ!?　なんでそんなことをしないと、いけないん……」

　ビシッと再び鞭。

「……でしょうか？？」

　錦織の声のテンションが急激に下がる。

「あいふぉんくいーんさまが、女王さまだからに決まってるじゃないか！　女王さまの上履きは舐なめて当然！」

　二号が理由になってない理由を叫ぶ。

「と、当然、なのか？」

　錦にしき織おりは真意を尋ねるように、米よね倉くらを見上げる。米倉は目線を合わせないように、真っ赤な顔をプイッと横に向けた。

（なんなんだ！　なんでこんな仕打ちを受けないといけないんだ！）

　錦織は理不尽な世の中について、頭の中で吼ほえる。

　仕方なく錦織は、米倉の足元に目を向ける。赤色の上履き。紫し苑おん高校の生徒ならば、誰だれもが履いている。

（オ、オレに、これを舐めろだと？）

　考えるだけで額から発汗が始まり、動どう悸き、息切れが始まる。

「うううっ」

　錦織は心臓を押さえる。素で痛い。

「マ、マジでやらないといけないんでしょうか？　ご存知のことかと思いますが、オレ、こういうの苦手なんですが」

　一号の方を見る。再び鞭むちが翻った。

「当然だ。やるんだ！」

　錦織の顔のすぐ横から、ビシッと鞭の音が上がる。



    

  
    
      



    

  
    
      「分かった、分かったから。鞭むちはホント、止やめてくれ！」

　錦にしき織おりはゆっくりとあいふぉんくいーんの上履きに顔を近づけていく。心臓は急スピードで鼓動し、顔は汗だくで真っ赤だ。

（うう、苦しい……）

　錦織は胸の中で叫ぶ。次第に、目に映る、あいふぉんくいーんの上履きが大きくなってくる。同時に、上履きの横の名前を書く欄が、はっきりと見えた。

「ってか、思いっきり“〝米よね倉くら愛あい”〟って書いてある―――――――――！！！！」

「うるさいっ！　つべこべ言ってないで、早く舐なめろ！　ペロペロと舐めて、綺き麗れいにしてさしあげろ！」

　部下二号が恫どう喝かつする。

　仕方なく、錦織は顔を近づけた。顔の色が青白くなっていき、体が小刻みに揺れ、今にも死にそうだった。心臓がバクバクとして痙けい攣れんしてくる。

（苦しい。まじで死ぬ――）

　早過ぎる鼓動、早すぎる呼吸、蒼あお過ぎる顔……。すべてが過ぎる中、錦織は酸欠の金魚のように、あうあうと口を動かしながら、それでも顔を近づけていく。これは強い精神力の賜たま物ものである。

　だが、錦織の口が、まさに輝夜かぐやの上履きに近づこうとした時――、

「ぐあああああああ――――――。もうだめだあああああああああああああああああああああ！！！！！！」

　錦織は首をかきむしり、

「ぐはああああ」

　もんどりをうってその場に倒れた。体を小刻みに痙攣させて、泡を吹く。

「錦織くん！」

　あいふぉんくいーんこと米倉が、倒れた錦織にかけよる。背中をさすって、助けようとする。錦織は「こ、こんな屈辱……ボクは耐えられないよお……」とうわ言のように言うだけで、意識が戻らない。

「ああ、思ったより早く倒れちゃったなあ」

　部下二号の弓ゆ削げが、錦織を見下ろしながら、首の後ろで手を組んだ。

「閣下、もう出てきていいよ――」

　二号が米倉の後ろに置かれた、露骨に怪しいダンボールに向かって合図をする。ダンボールが持ちあがり、中から輝夜が出てきた。

「……」

　輝夜は口をポカーンとＯオーの字に開き、眉み間けんに皺しわを寄せて訝いぶかしむような表情をしている。目を何度も瞬まばたきさせて、錦織と米倉を見比べる。この状況をよく理解できていない様子である。

「閣下、どうだった？」

　六りく道どうが輝夜かぐやに近づいていく。

「いや、どうだったと聞かれても？」

　輝夜は普通に狼ろう狽ばいしていた。

「じゃあ、今のを見て、苦しむ錦にしき織おりくんを見て、なにか思わなかった？　どうしようって。ドキドキしなかった？」

「実はなにをやっているのか分からなくて、さっぱりなんだけど。芸かなにかの練習？」

　困った顔を横に振った。

「だ――――。その辺の理解が難しかったかあ。失敗だあ。でもなんとなく、錦織くんが大変そうだな、とは思わなかった？」

　六道が腕を組む。

「ああ、それはなんとなく分かったけど……、どうして苦しんでいるのか分からなくて。それも芸風かと」

「うわあ、大失敗だああ」

「ちいっ！　もうちょっと分かりやすい、精神的なピンチを作る必要があったね。見込みが甘かったなあ」

　弓ゆ削げが残念そうに指を鳴らす。

　悔しがる二人の横で、米よね倉くらは膝ひざ枕まくらさせた錦織に慈悲深い視線を注いでいた。

「ごめんなさい。もうちょっと他にもいい方法があると思ったのですが、これが一番安全で効果の大きい方法だということになって……」

「ううう」

　ようやく意識を取り戻した錦織が、唸うなりながら米倉の顔に向かって手を伸ばし、青紫色の唇をゆっくり開いた。

「ク、クイ――ン、オ、オレはもうだめだ。目の前に光の街が見える。もしかして、あれは天てん竺じくなのだろうか？」

　うわ言のように言う。

「可哀かわい相そうに。錯乱してしまって」

　米倉は目を伏せた。

「錦織くん！　残念なことに、錦織くんが今くらいのピンチになっても、閣下はあまり興奮しなかったみたい。せっかく、死にそうになりながら協力してもらったのに、ごめんね。このお詫わびはいつかします」

　六道が手を合わせていた。

「なにを言ってるのか分からないよ……」

　錦織は息も絶たえ絶だえに答える。

「とにかく、今、オレは眠りたい……」

　錦織はそう言うと、また目を閉じてしまった。

　

　

「なんでオレを殺すんだよ！」

　一時間後、完全に回復した錦にしき織おりは、元気いっぱいの声で叫んでいた。

　六りく道どうの作戦が行われた直後の秘密基地。米よね倉くらと弓ゆ削げはマントとマスクをとっている。六道だけ、なぜかマントを着けたまま椅い子すにあぐらをかいていた。輝夜かぐやの姿はない。作戦の後、私用で帰ってしまった。

「なんでって、これなら閣下が興奮して奇跡を発動すると思ったんだもん！　分かりやすいじゃん！」

　六道はブウッと口を広げる。

「閣下の記憶は戻るかもしれないけど、その前にオレが死ぬだろ!!　マジでもうちょっとで三さん途ずの川かわだったよ？」

「大丈夫だよ！　実際、死ななかったし。こんなに元気だし。閣下が健在だった頃ころ、いたぶられた錦織くんの苦しみは、こんなもんじゃなかったじゃん！」

「だからって、やっていいわけじゃないの!!」

　錦織は腕を組む。

「それに……、結局、閣下は奇跡を起こすどころか、興奮すらしなかったじゃないか。見こみ違いもいいところだろ！」

「それはそうだけど……」

　六道は「うっ」と口をつぐむ。

「でもそれは……、錦織くんが、思ったより死にそうになかったからだと思う。まだまだ余裕が見えた」

「いや、余裕なかったよ！　ジーマーで瀕ひん死しだったよ！」

「失敗だったなあ。ピンチの大きさより、分かりやすさが大事なんじゃないかなあ。ろくちゃんが言っていたことに近いけど、屋上からロープで吊つるして、そのロープが切れかかるとか」

　弓削が真面目まじめな顔で、六道の方を向く。

「それっ！　下へ手たをしたらオレ、死ぬよ！」

「でも、死ぬくらいじゃないと、たぶん、奇跡は発動しないよ！」

　弓削が肩をすくめる。

「いや、そういう問題じゃないだろ！　全員、分かってない！」

　錦織は大きな声を出して、みんなの顔を見まわした。

「みんなだって、本当は分かっているんじゃないか？」

　急に落ちついた声で言う。

「今の閣下は、オレや、他の誰だれかがピンチになっても、オレがこの基地で何をやっても、たぶん、なんとも思わないんだよ！」

　錦織は首を振る。

「分かるだろう？　閣下は、記憶を失う前ほど、オレたちに関心なんてないんだよ。オレたちなんて、どうでもいいと思ってるって」

「そ、そんなことな……」

　六りく道どうは自信なさげな声を出す。

「記憶を失う前の閣下は、そりゃあ、色々オレたちのことを気にしてくれたけどさ。今は、ただのクラスメイトとそう変わらない。だから、ピンチがあっても心も動かさないの。だから、奇跡も起こりっこない。つまり、どうしようもないんだ。オレたちが何をやっても無駄だ！」

　吐き捨てるように言った。

「だったら、まず、六道たちと閣下の関係を構築して、それからすればいいんじゃない？　それなら……」

「オレたちと閣下の関係ってなんだよ？」

　錦にしき織おりは半眼になって六道を見返した。

「オレたちは自主的に閣下の下もとに集まったわけじゃない。オレなんか、無理やり部下にされたんだ。秘密を握られていて、仕方がなくやってたんだよ。そこに大事な関係なんて、ないだろう？」

「最初はそうだったかもしれないけど、最近は違ったでしょ？」

　六道は錦織を睨にらみ返す。

「それは否定しないけどさ。閣下を多少なりとも信頼していた。ここにいるメンバーも。でも、それは以前の閣下がいた時の話だ。今の閣下じゃ、信頼関係なんて結べない」

　激しく首を横に振った。

「たぶん、今の閣下はオレの手帳の秘密なんて覚えていない。隠していたことすら覚えてない。閣下が記憶を失った今、オレはもう閣下の為ために何かする理由がない。もっと言えば、ここに来る意味もない」

　錦織は冷たく目を細めて、横を向いてしまった。

「錦織くん。本気で言ってますか？」

　米よね倉くらは真面目まじめな顔で錦織を見る。

「ああ。本気だ。今まで、ぼんやりと思っていたことだけど、今日のことではっきりした。少なくとも、閣下の記憶を取り戻す計画には協力しない。もし、仮に輝夜かぐやが記憶を取り戻して、またオレを脅迫するというなら戻る。それがあるべき姿だから。でも、その可能性は低いような気はするけどさ」

　錦織はそう言って、立ちあがる。秘密基地の出口へ、向かおうとする。

「錦織くんが怒っている本当の理由は、そうじゃないんじゃないですか？」

　米倉の声に錦織は立ち止まる。

「本当は自分がピンチになっても、閣下が奇跡を起こさなかったから。自分の存在が本当に忘れられていると思って、それで腹を立てているんじゃないんですか？」

　錦にしき織おりは「うっ」と顎あごをひき、唇を噛かんだ。

「そうかもしれない。でも、怒ってる理由が分かったところで、状況は変わらないんだ」

　そう言い残して、錦織は秘密基地を出ていく。残された者たちは、一斉に「ハア……」とため息を出した。



    

  
    
      
６　恋をとりもどせ！



　何事もなく時間は過ぎ、週末になっていた。

　錦織は部屋のベッドに横になって、天井を眺めている。何をする気も起きない。ボーッと、木目の数を数えていた。

「は――――あ」

　胸の中がモンモンとしていた。理由ははっきりとは分からないが、秘密基地で六りく道どう、米よね倉くらたちと言い争ってからというもの、ずっと同じような気持ちでいた。どこか釈然としない。喉のどの奥がつかえるような感覚がある。

『閣下に忘れられて腹を立てているんじゃないですか？』

　米倉に言われた言葉が頭の中を過よぎる。その言葉が、錦織の胸にグサリと刺とげのように刺さっている。

「……だったらなんだって言うんだよ」

　いじけたように口を結ぶ。

　自分でも分かっている。輝夜かぐやが記憶を失って、情じよう緒ちよが不安定だった。伊い藤とうとの交際騒ぎの時も、心が揺れた。でもその最大の理由は、輝夜かぐやが自分のことを、自分との絆きずなのようなものを忘れたことだ。

　自分にとって輝夜真ま央おはどういう存在だったのか？　錦にしき織おりは自分に問う。

　最初の出会いは自己紹介だった。

『大衆はコブタだ!!』

　輝夜真央は初日の自己紹介でそう言い放ち、クラスのドギモを抜いた。錦織も、エア手帳に、危ないヤツと書いた。だが実際は、その時、錦織が想像した以上に、輝夜という少女は危険な存在だったのだ。

　その後、秘密を知られ、輝夜の“〝作戦”〟に従わされるようになった。同じ仲間が増えていき、最初はかなり迷惑に感じたが、最近は輝夜に振りまわされる状況に慣れていた。以前のように驚かなくなっていた。

「でも、慣れていただけだ。それ以上に意味はない……」

　今でも新世界構築なんて戯たわ言ごとだと思っている。積極的に協力したいとは思えない。にもかかわらず、“〝輝夜と一緒にいると、なぜか居心地がいい……”〟。それも事実だ。自分から秘密基地に行くようにもなっている。

　こんな何もない日曜日。輝夜が記憶を無くすまではない。ほぼ間違い無く呼び出しがかかり、行くと一番に輝夜が来ていて、米よね倉くらや六りく道どうが来て、弓ゆ削げも来る。それから、輝夜発案の、奇妙な作戦を手伝う。いつだってそんな日曜日だった。それが今は、部屋に一人で横になっている。

「ホント。オレにとって、輝夜はなんだったのかなあ」

　天井を見ながらそんなことを考える。だが、いつまで待っても、答えが出てくる気はしなかった。

「……予習でもすっか」

　モゾモゾとベッドから這はい出して、机に向かう。既に二年生までのカリキュラムは全科目終わらせてある。最近取り組んでいるのは三年生の範囲。この辺になってくると大分、難しくなってくる。

　本屋で手に入れた参考書を、机の上で広げる。

　その時、電話が鳴った。携帯。クラスメイトの西にし村むらからだった。

「錦織だけど、どうかした？」

　いつも通り、爽さわやかな感じで答える。

「あのさあ。悪いんだけど、明日までの宿題、全然できそうにないんだけど、朝、写させてくれないかあ？」

　西村はしゃあしゃあと、そんなことを言った。

（またかよ）

　心の中で錦織は毒づく。これで何度目だ？　少なくとも十回以上は朝、写させている。いい加減自分でしろよ、と言いたい。

「いいよ。分かった。じゃあ明日の朝、いつもより早めに出て、教室にいるから。お前も早く来いよ」

　爽さわやかに錦にしき織おりは言う。

「おう。ありがとうな。さすが、錦織。頼むよ」

　そう言って、切れる。

　その途端、急に、胸がつかえ、息が苦しくなる。

（ハア、ハア、ハア、ハア――）

　錦織は胸を押さえながら、息を切らせる。

　苦しい。ここ最近、よく出る胸の痛み。優等生を演じた時、変わってしまった輝夜かぐやを見た時、出ている。

（なぜだ？　どうして、でるんだ？）

　仮面優等生なら何年もやってきた。どうして今いま頃ごろ、苦しくなるのか。

　輝夜の姿が脳裏に浮かぶ。

（輝夜と関係あるのか？）

　電話を充電器に置こうとする。

　その時、二度、その電話が鳴る。

　また西にし村むらからか？　と思い、うんざりしながらディスプレイを見る。

　ドキッとした。前生徒会長の松まつ島しま美み紀きからだ。

　ゴクリと生なま唾つばを飲みこみ、それから息を吸いこんでから、通話ボタンを押す。

「はい、錦織ですけど」

　最大限、真面目まじめな声で答える。胸に電流のような痛みが走る。

「……日曜日なのに、ごめんね」

　美紀の声。あの告白以来、以前のような元気のよさが抑制されている気がする。その原因は自分だ。

「いえ、そんなことないです。どうかしましたか？」

「い、いきなりなんだけど、これから私は舞まいと新宿に行くのだけど。もし、すぐに来れるんだったら、来ない？」

「えっ？」

　錦織はドキリとした。

「と、時には都会に行くのは、どうかなと思って？」

「え、ええっと」

　錦織は携帯電話を握りしめたまま固まる。

（ど、ど、どうする？）

　時間はある。生徒会内の選挙を控えている。美紀の協力を得るためには、ここでイエスと答えておきたい。しかも、あの告白を保留している状態なのだ。舞もいるというなら、気楽に受けておいた方が正解だ……。

「すみません。実は今日は、予定が入っていて……」

「そっかあ……。ゴメンね。いきなりだったもんね。だったら、今日は諦あきらめて今度の機会かな」

　明らかに残念そうな声。

「じゃあ、またね」

「あ、美み紀き先輩？」

「なに？」

　錦にしき織おりは言いそうになる。美紀に自分の真実の姿を言いたい。自分はこんな優等生ではない。美紀の敵でもある輝夜かぐやとも通じ、政治的な目的のために告白への返事も遅らせていることを。話したい。胸のつかえから解放されたいために。

　だが、

「い、いえ。今度行く時は必ず誘ってください」

「うん。じゃあね」

　電話が切れる。錦織は「ううっ」と胸を押さえた。痛みはますます激しくなった。

「なんなんだこれ。まさか良心の呵か責しやくなんて、そんなもんじゃないだろうな？」

　錦織は勉強机の椅い子すから立ち上がる。もう予習はできそうにない。再びベッドに戻り、ゴロンと横になる。

「ダメダメだな。今のオレ」

　自虐的に呟つぶやいた時、

「じゃじゃ―――ん!!!」

　部屋のドアが開き、大きな声と一緒に白い塊が走ってきた。塊はベッド際ぎわからジャンプし、錦織に向かってボディプレスをする。

「う、うわああああああああああ。なんだなんだ？」

　錦織は悲鳴を上げ、自分の体にのしかかった物の正体を確認する。

　予想通り、梢こずえである。しかも、なぜか水着を着た梢だ。ライトグリーンのツーピースの水着。脇わきの部分が紐ひもで留めてある風のビキニだ。

「な、なんだよ！　なんで、お前、水着着てるんだよお!!」

　梢の体を押しのけようとしながら、錦織は悲鳴を上げる。

「それは新しく水着を買ったからです！」

「お前、もう秋だぞ！　寒くないのか！　お前の頭の中は年中夏なのか!?　季節感はどうなっちまったんだ？」

「季節はずれで安いからだよお。来年着ればいいし」

「入らなくなっても知らないからな！」

「だから大きいの買った。胸の成長分も考えて！」

　梢は両脚で錦織を挟んでホールドしたまま、上半身を起こす。それからライトグリーンの水着の胸を押さえてみせた。

「来年には、この水着からこ、こ、こ、こぼれんばかりに、胸が成長する予定だよ！　どか――んっ、と」

「こぼれる!?　どか――ん!?」

　錦にしき織おりはその言葉の淫いん靡びさに生なま唾つばを飲みこんでしまった。

「あっ、お兄ちゃん、梢こずえの水着姿にドキドキする？」

「してねえよ。まったくしてねえ！」

　錦織は少し赤くなった顔を隠すように、横を向いてしまう。

「むっ、まったくというのはかなりムカつく」

　梢は頬ほおを膨らませると、また上半身を倒して錦織に体を覆おおい被かぶせていく。梢の若くて柔らかな体が、錦織の体に密着し始める。

「どうよ、これならドキドキする？」

「やめい！　危険すぎるぞ、このシチュエーション！」

　叫びながら、錦織は本当にドキドキと心臓を高鳴らせていた。

（まじで梢がどんどん成長している――）

　胸の膨らみ、腰のくびれ。水着なので、中学二年生の梢が少しずつ大人の女性の体になってきていることがよく分かる。米よね倉くらには遠く及ばないが、既に六りく道どうよりはナイスボディなんじゃないか、とさえ感じる。肌に触れるプニプニの感触に、心臓の鼓動がさらに高まる――。



    

  
    
      



    

  
    
      　ハッ――とする。目を見開く。

（この心臓の動どう悸き――）

　過去に何度も体験したことがある。

　そうだ。輝夜かぐやの周りで変なことが起きる時はいつも。

　初めてあったのは、アクシデントで六りく道どうと体を密着させた時。海から落ちそうになった時も、聖剣が光った時も、輝夜が興奮した時は、錦にしき織おりも心臓を高鳴らせていた。

　そして。最近、輝夜のデートの時、伊い藤とうと顔が重なりそうになった時も、錦織は動悸していたのだ――。

（輝夜は冷静だったが、オレは……）

　そして黒い雲が現れていた。

（いや、まさか――。そんなことってありえるのか？）

　錦織は六道の母親の言葉を思い出す。以前、尋ねた時、変なことを言っていた。輝夜の力とは限らないと。

（輝夜じゃないのか？　オレが関係しているのか？　まさか？）

　錦織は真っ青な顔をブルッと震わせる。梢こずえを乗せたまま、上体を起きあがらせた。目を大きく開く。

「な、なに!?　どうしたの、お兄ちゃん？」

　ベッドの上に転がり落ちながら、梢がポカンとしている。

「でも、もしそうだとしたら、どうすりゃいいんだ？　オレは、なにをどうすればいいんだ？　どこに行けばいい？」

　錦織は叫ぶ。答えは出てきそうにない。だが、ジッとはしていられなかった。クローゼットを開け、外出用のジャケットを出す。

「お兄ちゃん!?」

　梢が目を瞬まばたきさせながら、錦織を見ていた。

「わりい。ちょっと行ってくる」

　言うや、錦織は部屋を飛び出した。

「なんなのよ、もう!!」

　梢は水着のまま、唇を尖とがらせる。それから鼻をくんくんと動かし、

「あ、お兄ちゃんの匂においだ！」

　布団の中でクロールを始めた。

　

　

「あの人なら分かるんじゃないか？」

　錦織はママチャリを立ちこぎして、猛スピードで住宅街の道路を走り抜けていた。自転車は中学校時代から使っている物。最近はあまり使わないが、今日は特別だった。目的地は六道神社だ。

「霊れい験けんあらたかな六りく道どうの母親なら、本当のことが分かるんじゃないか？」

　以前にもヒントのようなものを貰もらったことがある。

　ペダルを漕こぐこと十数分ほどで、六道神社の鳥居の前に到着する。参道の階段の下に自転車を止め、長い石造りの階段を、走って上がって行く。そのまま、六道の家の前まで進んでいく。

　チャイムを鳴らす。誰だれも出ない。もう一度鳴らしたが、やはり同じだ。

「こんな時に留守かよ！」

　錦にしき織おりは足元のジャリを蹴け飛とばした。

「いや、なに焦あせってんだ？　オレ？」

　別に今日、聞かなくてもいい。冷静に考えるとそうだ。だが、今すぐ答えを知りたい。それで何も変わらないにしても、だ。

　家にはいないが、神社の方で特訓しているかもしれない。錦織が足を本ほん殿でんへ向けようとした時、

「錦織くん!?」

　六道の声が、背中から聞こえた。振り返ると以前の特訓の時と同じ、千ち早はやに袴はかま姿の六道が、焦った顔で立っていた。

「もしかして、あいふぉんから聞いた!?」

「はっ？　オレは六道のママさんを訪ねてきただけなんだが……。六道が巫み女こ衣装ってことは、ママさん今日は留守か？」

「それどころじゃないの!!」

「えっ？」

　錦織は六道の真剣すぎる顔に圧倒されながら、聞く。

「さっき、みっちーがバスに乗っていたら、なんか大きな鞄かばんを持ったかぐやんが、駅の方向に歩いていたって連絡があったの。引越しの時みたいに、沢山荷物を持ってたって。どこか遠くに行くみたいだったって」

「えっ？」

「もしかしたら、このまま引っ越すんじゃないかって。今、駅に集合かかってるんだよ。錦織くんにも電話なかった？」

「携帯、家に忘れてきた！」

　錦織は舌打ちをする。

「とにかく、錦織くんも行くんだよね？　じゃあ急いで着替えてくるから、ちょっと待ってて……」

「輝夜かぐやが向かってたのは駅だよな」

　錦織は踵きびすを返して、階段に向かって走り始める。

「ちょ、ちょっと―――、錦織くん!!」

「わりい！　オレ、自転車だから。先に行く！」

　一段飛ばしで階段を駆け降り、自転車に飛び乗った。

「輝夜かぐやのヤツ！　なにも言わずに行ってしまう気か!?」

　自転車を立ち漕こぎしながら、錦にしき織おりは叫ぶ。

　なぜ自分が焦あせっているのか、錦織は分からない。ただ、このまま輝夜を行かせるわけにはいかない。

　輝夜の記憶喪失の原因が、自分にあるかもしれないから？　それだけじゃない。今は、輝夜を止めたいという気持ちが、体を支配している。行って、伝えたいことがある。

「とにかく、追いつかないと話が始まらない！」

　叫ぶと、ペダルを漕ぐ足に、さらに力をこめた。

　

　

　駅に辿たどりつく。急行も停とまるこの辺では大き目の駅だ。以前、温泉地への旅行の時も使ったことがある。

「錦織くん！」

　駅前の広場に自転車を止めていると、米よね倉くらが走ってきた。錦織が現れたことに、驚いている様子だ。

「輝夜はもう行っちゃったか!?」

　錦織は焦った顔で米倉を見る。

「いえ、まだだと思います。ですが、恐らく、閣下が乗っていると思われる電車が、今、あそこに！」

　振りかえり、プラットホームに停車中の電車を指差す。真っ赤に塗られた急行列車、東京行きだ。

「間に合うか!?」

　錦織が駅舎に走ろうとした丁度その時、プラットホームの発車メロディが聞こえてきて、間もなく扉が閉まった。

「げええ」

　錦織は悲鳴を上げる。回れ右をして、自転車に飛び乗った。

「ど、どうするんですか？」

「次の駅で追いつく！」

　錦織は叫ぶと、自転車を漕ぎ始めた。

　あの、急行電車はこの駅の周辺では住宅地の中を走るのだ。そのため、騒音防止のため比較的速度が遅いのだ。しかも、すぐに隣町の駅にも停まるはずだ。自転車をフルスピードで飛ばせば、間に合うかもしれない。

　自転車を駅横の商店街の道に向かわせる。

　前方で踏切がカンカンと音を鳴らしていて、まさに今、出発したばかりの赤い列車がゆっくりと通り抜けていく。

「ああっ！」

　錦にしき織おりは声を上げた。

　踏み切りのバーの側そばで待つ錦織側の窓の席に、輝夜かぐやが座っている。窓の桟さんに肘ひじをついて、物もの憂うげな顔をしていた。視線は外に向いていない。

「輝夜！」

　小さく叫ぶ。だがその声は電車の走行音にかき消される。電車はゆっくりと、錦織の視界を右から左へと走りぬけて行く。

「くそおお」

　バーが上がると、錦織は猛ダッシュで踏み切りを渡っていく。

　錦織の記憶によるとこの道は商店街を抜けた後、緩やかなカーブになっている。そのまま線路と並行に走る、山道になるはずだ。

　記憶通り、商店街が終わるとカーブで進行方向が九十度曲がる。それから傾斜の道路が始まった。人家の隙すき間まから電車の姿が見える。

　速度が遅い。自転車の方が速いくらいだ。

「このままリードを保って、隣の駅まで行く！」

　気合を入れた直後、斜面の傾きが急になる。

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお―――――――――――――――――――――――――――!!!」

　錦織は力一杯、ペダルをこぐ。

　自転車は、平へい坦たんな道と同じくらいのスピードでグイグイと上っていった。道はだんだんと線路のある場所より高い位置まで上る。左手の白いガードレール越しに線路と列車を見下ろすことができる。後方に、列車の先頭車両が見てとれた。まだ、自転車との差は十分にある。

「このまま差を広げるぜ！」

　錦織はぺダルを漕こいで漕いで漕ぎまくる。

　坂道だというのに、まだ自転車は加速する。未いまだ住宅地を走る電車の速度は遅い。ちょっとした差になっていた。

　坂を登りきる。

　この辺りの二つの町を隔てる小高い山の頂上。小さな住宅街の入口が道路の右手にある。その横をスルーして道路を進んで行く。下り坂が始まる。

　この坂を下り切れば、すぐに目的の駅だ。

「これなら間に合うかな」

　余裕が出てきて、錦織は再び後方を振りかえる。

「うぐっ」、と唸うなる。かなりの差があったはずの電車との距離が、大きく縮まっていた。住宅地を抜けて電車が加速し始めたらしい。すごい勢いで速度を増し、錦織との距離を縮めてくる。

「電車、はんぱねえ!!!」

　叫びながら、錦にしき織おりはペダルを漕こぐ、漕ぐ、漕ぐ。

　下り坂だから、重力加速度を伴いどんどん加速する。細いタイヤが横Ｇに負けて、車体がふらつく。左の白いガードレールの向こうは急きゆう勾こう配ばいの崖がけだ。落ちると十メートル以上ある下の線路までまっさかさまだ。

　道はまっすぐではなく、微妙に曲がりながら下っている。１・５車線くらいの、中途半端に広い幅の車道。車はいないから、道幅を大きく使ってアウトインアウト。高速でカーブを抜けていく。

「うおおおおおお」

　錦織は、叫んでスピードへの恐怖に打ち勝とうとする。高速で走り抜けていく左右の風景。自転車のフレームがガタガタと悲鳴を上げ、タイヤがキリキリといっている。今にも壊れそうだ。

　これだけ速ければいかに電車でも……、と後ろをチラッと振りかえる。

「げっ」

　さらに縮まっていた。

「やっぱ人力じゃ勝てねえよ。馬何頭分だよ、向こうのパワー!!!」

　錦織は絶叫した。さらにこぐスピードを上げようとするが、既に車輪を回すよりも、斜面で回される方が早い。

　ブレーキをかけないために、自転車はどんどん加速する。それでも電車の速度に勝るほどではない。だがすぐに、道の先、坂を下りきった向こうに、ようやく隣の駅の駅舎が見えてくる。

（間に合うかも？）

　そんな期待が錦織の胸を過よぎった時、

　だが――。

　ガタンガタン。

　電車が枕まくら木ぎを叩たたく音が近くから聞こえた。すぐ近くに電車が来ているに違いない。

　錦織はチラッと振りかえる。

「げえぇぇぇ！」

　電車はすぐ後ろにいたのだ。先頭車両の窓ガラス越しに、運転手の顔がはっきりと見えるくらい、近く！

（抜かれる！）

　錦織がそう思った時、激しいクラクションの音が聞こえた。前方から。

　前方のカーブから、自動車が錦織に向かって迫ってきていた。

　ほとんど対向車のいない道だ。向こうもまさか上から自転車が猛スピードでやってくるとは思わなかったらしく、思いっきり道のど真ん中を走ってきていた。錦織の自転車と同じように。

「やばい、死ぬ！」

　鳴り続けるクラクションの音。

「鳴らさなくても、わかってるっつ―――の！！！！」

　叫びながら、錦にしき織おりはハンドルを大きく切り、自転車の車体を白いガードレール側に寄せた。

　

　刹せつ那な――、

　

　錦織の肩からほんの数ミリの所を、車のサイドミラーが走りぬけた。ギリギリのところで衝突を免まぬがれた。

　だが、ホッとする間もなく、錦織の自転車に前方のカーブの、白いガードレールが迫っていた。

　錦織はもう一度、ハンドルを切った。

　次の瞬間、前輪のタイヤがグリップを失い車体が大きくふらつく。

　自転車は横滑りし、ガードレールに向かって流れていく。制動がかからない。錦織の自転車は吸い寄せられるように、ガードレールに向かっていく。

「曲がりきれない！」

　必死で叫んだ。同時に脳裏に一人の少女の姿が浮かぶ。輝夜かぐや真ま央おの姿が。

　次の瞬間――。

　自転車はガードレールに激突する。

　グシャッとフレームが曲がる音と共に、自転車は錦織を乗せたままレールを乗り越え、静かに落下を始めた。

（死んだっ!!）

　自転車と一緒に落ち始めた直後、錦織は思う。

　ガードレールの下は線路だ。

　真下を向く自転車の曲がった前輪と自分の顔。視界に映る、線路の枕まくら木ぎと砕石。激突すればそのまま死ぬか、そうでなくても後から来る電車に轢ひかれて死ぬだろう。つまり、必死。

（そういえば、こんなこと、前にもあったな）

　そんなことを思う。

（ああ、あれか。鐘つき堂から落ちた時か……）

　春のことだ。輝夜と出会って間も無い頃ころ……。

（輝夜――）

　また脳裏に輝夜の姿が映る。

　凜りんとした立ち姿、腕を組んで怒った表情で錦織を見ている。

「ハラグロ、情けないな。こんな所で死ぬのか!?」

　その顔は、そう言っている気がした。

　久しく聞いていない、魔王と呼ばれていた時の輝夜かぐやの声。

　錦にしき織おりはカッ、と目を開く。

（いや、ここで死ぬわけにはいかない！　もう一度、なんとしてでも会いたい。会って伝えたいことがあるんだ！）

　心臓の鼓動が高鳴り、体中から発汗する。

　目の前まで迫った線路。

　聞こえてくる、けたたましい電車の汽笛の音。

　次の刹せつ那な――。

　ボオッと強い上昇気流が吹き上がり、錦織と自転車を押し上げた。

　落下速度に急制動がかかると共に、錦織と一緒に落下していた自転車の体勢が、突然、上を向く。

　そのまま、後輪が線路脇わきの地面に着地する。ゴムボールのように自転車と錦織が跳ね上がった。フワリと。

　その目の前を、赤く塗られた急行電車が通り抜けていく。

　その瞬間、錦織は自転車を放す。自転車は落下し、錦織の体だけが電車に向かって飛んでいく。

　目の前に窓が迫る。上部分の風の取りこみ可能な窓が、錦織を迎えるように開いた。その隙すき間まに向かって、錦織の体は慣かん性せいのままに飛びこんだ。

　錦織は四人がけの座席を飛び越えて通路に、しゃがむように着地した。

　飛びこんだ窓の四人席にいた、カップ酒を手に赤い顔をしていた男性客が、驚いた表情を浮かべていた。

　ハアハアハア――。

　錦織はしゃがんだままの体勢で、肩で息をする。自分に起きていることについて考える。だがその結論は出ないままに立ち上がる。自分が飛び込んできたのと反対側の四人席へ目を向けた。

　四人席の一人、窓まど際ぎわに座っていた女の子が、驚いた顔をしていた。

　輝夜だ。大きな旅行鞄かばんを膝ひざの上に置き、白いシャツに可愛いチェックのスカートをはいていた。

「ハ、ハラグロくん？」

「おう」

「珍しい所から入ってきたね」

　輝夜は錦織の入ってきた窓を見る。驚いている様子だがそれなりに冷静なのは、記憶を失ってもさすがは輝夜だなと、錦織は思う。

　錦織はパンパンとズボンの土つち埃ぼこりを軽く払うと、四人席の中に入っていく。輝夜を見下ろす形で、いきなり言う。

「行かないでくれっ！」

　真剣な顔で叫んだ。

「転校なんてしないでくれ！　閣下の記憶喪失は治すことができる。オレが治してみせる。だから、行かないでくれ。そしてまた、オレたちの、オレの閣下になって欲しい！　頼む。お願いだ！」

　錦にしき織おりは大きな声で言う。近くの乗客が見ていた。それでも構わなかった。

　輝夜かぐやは錦織が飛びこんできたことよりも、その言葉の方に驚いていた。目を見開き、口を半開きにする。

「行かないでって……ど、どうして？」

「よく考えた。本当によく考えたんだ。閣下が自分にとってなんだったのか……。それで分かった。閣下はオレにとって必要な人だった。閣下といる時だけ、オレは素の姿でいられた。優等生でいなくてもよかった。それは閣下、いや、輝夜がオレの秘密を知っているからじゃない。そうじゃないんだ！」

　スッと息を吸いこむ。

「閣下はいつも、おかしなことを言う。言いたいことを言う。やりたいことをする。オレたちまで巻きこむ。オレはそれに歯向かうこともできない。だが、閣下は明るい。オレにはまぶしい。眩まぶしすぎるくらい、自分に素直に動いている。だから、オレは閣下の放つ光に照らされる。それで、オレは自分に正直になれるんだ。オレはハラグロだ。腹が黒い。輝夜が放つ光は、オレの黒い所を照らしてくれる。だから、閣下がオレには必要なんだ。昔の、あの眩しかった閣下が、オレに必要なんだ！」

　錦織は胸を押さえる。

「だから、閣下には行って欲しくない。行かないで欲しい！」

　錦織は下を向いて叫ぶ。

　顔と耳がカッと熱くなっている。なに言ってるんだ自分、と思う。だが、最近、モヤモヤしていたことを全部吐き出せた。輝夜の記憶不全以来、時々、胸が痛かった理由が、意味が、今なら分かる。

　優等生を演じて胸に溜たまっていたことを、錦織は自由な輝夜の姿に投影して吐き出していた。

「ハラグロくん……」

　輝夜は未いまだ不思議そうな顔をしている。

「あの、その……」

　言いい辛づらそうに口をモゴモゴと動かす。

「実は最初から、何を言っているのかよく分からなかったのだけど？　ええっと、その？　ホワット？」

「へっ？」

　錦織は目を瞬まばたきさせる。

「分からないって、何が？」

「最初の、行かないでくれというのは、なんの話？」

　指を唇の下に当てて、首を傾かしげる。

「えっ？」

　錦にしき織おりは眉まゆをひそめた。「まさか、早まったか？」と思う。

「い、いや、前にあんなことを言ってたから、他の環境に行って、新たなスタートを切りたいって。だから、これから転校するのかな……と。まさか……違うのか？　オレ、早まりガイ？」

「転校だなんて……、なわけないじゃん」

　輝夜かぐやはパタパタと手を振る。

「私は、東京に住む両親の所に向かってるだけ」

「両親？」

　いたのか、と錦織は思った。

「祖母によると、もう何年も会ってないらしくて。たぶん、何かあったのだと思うんだけど、記憶を失っているせいで覚えていないんだ。祖母も教えてくれないし。病院の先生に尋ねたら、そういう刺激が記憶を取り戻すヒントになるかもしれないと言うから、行ってみようって思ったの。二泊三日の予定です。学校には休みのことを伝えてあるんだよ。先生から聞いてない？」

「全然、聞いてない！」

　錦織は首をプルプルと振った。

「……じゃあ、このまま引っ越すなんてことは……」

「あるわけないよー」

　輝夜は笑う。錦織は「まじかよ」と、ヘナヘナと肩を落として椅い子すに腰かけた。全身から力が抜ける。

「よねくらぁ……」

　もしや、知っていて煽あおったのでは、とさえ思えてきた。

「ハラグロくん」

　輝夜は優しげな目で錦織を見る。

「ハラグロくんは言ってた。私に記憶を取り戻して欲しいと。それが、ハラグロくんがよく考えた上での結論？」

「ああ」

　錦織はゆっくりと頷うなずく。

「奇遇です。実は私も……よく考えて、気持ちを固めたんだよね」

　輝夜も首を縦に振る。

「へっ？　というと？」

「ハラグロくんたちは最初から私のことを大切にしている。そう思えてきた。秘密基地に呼んで、記憶を取り戻すために色々してくれたり。最初はさ、私はそれが今の自分を否定されているようでホントはちょっといやだったけど……、よく考えてみるとそうではなかったんだよね」

　はにかむように口を綻ほころばせ、手を合わせた。

「ハラグロくんたちが、努力してくれたのは、それくらい以前の私との結び付きが強かったのだと。だから、昔の私に戻ってもらいたいと思っているんだよね？　そうなんだよね？」

「ああ」

「だったら、その人たちのために、記憶を取り戻して、もう一度、ハラグロくんたちと遊ぶのもいいかなと、思えるようになったんだ」

「そ、そうなのか？」

　錦にしき織おりは驚いて目を瞬まばたきさせた。

「今のままの方がいいんじゃないのか？」

「いえ。今、私は元の自分に戻りたいと心から思ってる。だから、両親に会いに行こうと思った」

「そ、そうなんだ」

　錦織はホッとする。安寧の思いが、胸の中に広がる。輝夜かぐやは昔の自分に戻りたいと思っている。これなら、前に進んでいけるような気がする。

　錦織は輝夜の顔を見つめる。輝夜も微笑ほほえんだ顔を錦織に向けている。少しの時間、二人は見つめあっていた。

「なあ、にいちゃん。まだ、なんか大事なことを言ってないんじゃないかあ？　もっと肝心なことがあるだろう？」

　隣の四人席で、昼からカップ酒を呷あおっている気のよさそうなおじさんが、赤ら顔をニヤニヤさせて錦織を見た。

「い、いや、そんなんじゃないんですよ！」

　錦織は頬ほおを染めながら、手をパタパタとさせる。

　そう。そんなんじゃない。輝夜は自分を照らす太陽のような存在。別にそれ以上の意味はない、はずだ――。

　電車の速度が落ち、隣の駅に停車しようとしていた。

「駅につきますが、ハラグロくんはどうするの？」

「オレも、行く。行って、輝夜の両親に会いたい――」

「結婚の挨あい拶さつかあ？」

　酔っ払いのおじさんが茶々を入れる。

「違います！」

　泊まりはしない。日帰りだが、話を聞いてみたい。

「オレも一緒に行く。行って、記憶を取り戻すヒントを見つけようぜ」

　錦にしき織おりが真面目まじめな顔でコクリと頷うなずいた時――、

　その場の空気が凍りついたような気が、錦織にはした。

　背後に誰だれかがいる。

　目には映らないが、自分の背中の後ろにこの場にいてはいけない、いて欲しくない人物がいる。鋭い、ドロドロとした視線が、背中に刺さる。

　錦織は生なま唾つばを飲みこむ。ゆっくりと、首を後ろに向けた。

　青ざめる。

　口が絶望に歪ゆがみ、目が空うつろになる。そして――、

　相手も同じような顔をしていた。

「どうして……」

　背後に立つ人物は、肩を震わせながら言う。可愛かわいい薄緑のワンピースに、帽子。いかにも休日に遊びに行く格好の女の子。だが、その顔は絶望で歪められている。

「どうして、こんなことになったの？！！！！」

　女の子は。

　女の子は、松まつ島しま美み紀きだった。

　

「閣下、わりい。一緒に行く話、今回はパスにしてくれ……」
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　お久しぶり、月つき見み草そう平へいです。魔王式９式でございます。



　最近、めちゃくちゃ寒いですね。今夜は、この冬一番の冷えこみとか。たしかに朝起きると、フロントガラスがバリバリ凍っていました。同じ寒いのでも、雪が降れば雰囲気があって良いんですけどね。





　８式が出たのが八月。９式が翌一月。季節が夏から冬にグルリと変わってしまいました。その間、いろんなことがありましたが、個人的に一番大きな事件はダイエットですね。

　きっかけは健康診断。肝臓の不健康を示す、γ―ＧＴＰの値が急上昇したので、こりゃいかんと始めたわけです。摂取カロリーを抑え、運動する……、いわゆる、食べずに動くダイエットを実行しました。それなりに効果が出てきています。来年４月の健康診断でのリベンジが目標です。



　と、どんどん体重が下がる中、書き上げたのがこの９式。今回も難産でしたが、佳境に相応しい内容になったかなあ、と思っています。勢いを保ったまま、次巻に突入します。





　謝辞です。今回も絵師のみもりん先生、ありがとうございました。原稿が遅れてすみません。最終式まで、よろしくお願いいたします。担当のひろぽんさま、Ｔさまにも感謝を。



　最後になりましたが、『かぐや魔王式！』読者のみなさん。ありがとう。



月つき見み　草そう平へい
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